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序

ー級河川滝川は、前橋市総社町山王の八幡川合流点より佐波郡玉村町川手で烏川に合流

するまでの間、前橋市、高崎市、玉村町地域を流れる河川です。

河川といってもこの滝川は、慶長15年 (1610) から元和元年 (1615) にかけて代官伊奈

備前守忠次が玉村町地域を開田するために、総社城主秋元長朝が開削した天狗岩用水から

烏川までの間延長した工事を行った人工河川です。

この滝川は、前橋市箱田町の箱田橋の南の一部を残し上、下流の地は、河川改修が終了

しています。未改修の部分は平成 4 年度、 5 年度に改修工事が行われることとなり、当該

地域に埋蔵文化財が確認されたため当事業団が発据調査を行い、奈良•平安時代の竪穴住

居跡、古墳時代後期の水田跡等を調査しました。

これら調査した資料は、調査報告書刊行のための整理作業を今年度に行い、それが完了

しましたので、ここに「箱田古市前遺跡」の発掘調査報告書を上梓することにしました。

発掘調査から報告書刊行に至るまで、群馬県土木部河川課、同前橋土木事務所、群馬県

教育委員会、前橋市教育委員会、地元関係者等には種々ご指導、ご協力を賜わりました。

これら関係者の皆様に衷心より感謝を申し上げ、併せて本報告書が群馬県の歴史を解明す

るために、大いに活用されることを願い序とします。

平成 7 年 3 月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長ヽi~々そムと
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所収遺跡 所 在 地 市町村＇遺跡番号 0'"  0,,,  
調査期間

m 2 
調査原因

ハコダフル マエバシシ I 遺跡 I 遺跡 I 遺跡 河川改修

イチマエ ハコダマチ 362 36ー22'02" 139゜3'12" 19921001~ 2,500 

オオアザ 10201 19921225 

フルイチマエ II 遺跡 II 遺跡 II 遺跡 河川改修

箱田古市前 前橋市箱田町 422 19940404~ 800 

大字古市前 19940628 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特記事項

箱田古市前 居住 近世・近代 道路 2 国産陶磁器

I 遺跡 井戸 2 

土坑 6 

生産 近世・近代 溝 , 国産陶磁器石
排水遺構 1 木製杭

居住 古代 堅穴住居 5 土師器須恵器灰釉陶器

生産 古代 EEi 白 1 

溝 1 土師器須恵器灰釉陶器 浅間 B軽石で

埋没

生産 古墳時代 水田 Hr-FA 下 1 

水田 As-C 混土 1 

畠 1 

生産 弥生時代？ 溝 1 
箱田古市前 生産 古代 溝 2 

II 遺跡 近世～現代 用水路 2 国産陶磁器

近世～現代 溝 51以上 国産陶磁器

近世以降 築堤 1 

居住 奈良•平安時 竪穴住居 24 土師器須恵器
代

奈良·平安時 掘立柱建物 2 

代か 穴跡 35以上

11 



例 言

1. 本書は一級河川滝川河川改修工事に伴い、記録保存のために事前調査された「箱田古市前遺跡」の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 箱田古市前遺跡は、群馬県前橋市箱田町字古市前に所在し、遺跡名は町名と字名を遺跡名に採用している。

3. 委託者 群馬県（土木部河川課）

発掘調査主体財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

5. 調査期間 I 遺跡平成 4 年10月 1 日～平成 4 年12月 25 日

11 遺跡平成 6 年 4 月 4 日～平成 6 年 6 月 28 日

I 遺跡 桜岡正信・石守 晃（主任調査研究員） ・斎藤英敏（調査研究員）

11 遺跡 大江正行（主幹兼専門員） ・金井 武（主任調査研究貝） •山本光明・諸田康成（調査研究員）

I 遺跡 邊見長雄（常務理事） ・近藤 功（事務局長） •佐藤 勉（管理部長） ・神保侑史（調査研究部長） ・斎藤

俊一（庶務課長） ．巾 隆之（調査研究第 3 課長） ・国定 均（主任） ・笠原秀樹（主任） ・須田朋子（主

任） ・柳岡良宏（主事） ・船津 茂（主事） ・高橋定義（主事） •松下 登（非常勤嘱託員）

中村英ー・近藤 功・神保侑史・蜂須 実・巾 隆之（当報告の渉外主務、調査研究第 3 課長）斎藤俊一・

国定 均・笠原秀樹・須田朋子・吉田有光・柳岡良宏・高橋定義

I 遺跡平成 4 年12月 1 日～平成 5 年 3 月 31 日

11 遺跡平成 6 年 4 月 1 日～平成 7 年 3 月 31 日

I 遺跡桜岡正信（主任調査研究員）

11 遺跡 大江正行（専門員兼主幹）

I 遺跡 山崎由紀枝・篠原富子・今井サチ子・矢島三枝子・南雲富子・矢野純子・大嶋 緑を中心として、以下の方

々の協力を得た。吉田恵子・吉田笑子・小野寺仁子・狩野君江・光安文子・武永いち・儘田澄子（普及資料

課）、今井もと子・角田みづほ•松井美智代・塩浦ひろみ（庶務課）、並木綾子（調査研究部）

上原博美・大友幸江・金子恵子・高橋美穂子・蜂須綾子・吉沢照恵・六反田達子と整理を行い狩野フミ子・

西村美保子・横坂英美の援助を受けた。

遺構発掘調査担当者

遺物佐藤元彦

12. 本書の綱集は、整理担当者が行い、本文執籠の文責は目次に記載した。

13. 遺物観察のうち、 I 遺跡陶磁器は大西雅広（主任調査研究員）、石器は関口博幸（調査研究員）が行い、これ以外の遺物については

整理担当者桜岡正信が行った。 11 遺跡遺物の観察は大江正行が行い、石材鑑定は飯島静雄（群馬地質協会）によった。

14. 発掘調査及び本書を作成するにあたっては、群馬県教育委員会・前橋市教育委員会・J A前橋東支所・天狗岩堰土地改良区事務所及

び以下の方々の御指導御教示を頂いた。記して感謝の意を表したい。（敬称略）

井口 崇・昆彰生・佐々木幹雄・田代孝・光江章・梁木誠・橋本澄朗・玉口時雄・堤

作太郎・石原喜好

15. 発掘調査及び整理事業にかかわる業務委託は以下のとおりである。

遺構実測（一部） 技研測量設計株式会社

遺構トレース（一部）技研測最設計株式会社・遺物トレース（一部）栗原総合測籠株式会社

自然科学分析 古環境研究所

16. 本遺跡の遺構・遺物図面、写真、遺物は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。

17. 発掘調査において、以下の方々の御協力を頂いた。

I 遺跡 横沢早苗・阿部俊次•阿部イチェ・田島靖美・湯浅作次郎・阿部ノリ子・高橋マスミ・中村スミ江・原沢正江・阿部きよ・湯

浅京子・湯浅ヤス子・斎藤文子・岡田いそ江・岡田登志子・反町ハナ・深沢日出次・深沢ハルミ・矢島キク江•松本玲子•関

根美江・石原ヒサ子・原田房子・小川美佐子・鈴木日出子・荻野 操・石田和恵・春山梅子・小川ツル・小林千代子・斎藤敏

子・桑原静代・鈴木俊子・大堀きみ子・柳井 肇・権藤昭子・福島ひで子・池田範子・中曽根ゆう・杉浦茂枝・中島幸枝•関

上義夫・坂本太良•四日市 恵・湯浅紀子・石山日出男・石山千恵子・浜名敏子・中田美知子

11 遺跡 浅野増男・板橋真喜太・石関きみ江・石関将江・大沢一江・大沢スミ・荻野 操・鹿沼豊子・木村つや子・栗原朝子・桑原静

代・倉賀野美智子・喜楽久子・工藤産幸・小沼幸子・高坂ゆき・高橋きしの・内藤美代子・中島幸枝・奈良芳子・蜂須賀もと

め•原田房子・福島ひで子・星野ウメ・堀口ふくの•松永シマ子・三川清子・山口きく・湯浅紀子・山田由美子・四日市

恵•吉田タケノ

4
 

6
 

発掘担当者

7. 事務担当者

8. 整理期間

9. 整理担当者

10. 整理補助員

11.写真撮影

11 遺跡

11 遺跡

隆・柳沼賢治・渡辺一弘•長井

111 
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凡例

1. 本書中に使用した地形図は、国土地理院、 1 : 50,000、前橋市都市計画図、 1 : 2,500、ー級河川滝川中小河川改修工事平面図、 1

: 1,000、を縮小し使用した。また、地形分類図は、「群馬県史」通史編 1 付図を元に作成した。

2. 本書中の方位記号は、公共座標第 1X系の座標北を示す。

3. 本書中に掲載した遺構実測図は以下に示す縮尺を基本とし、それぞれの図中に記載した。

竪穴住居跡 1:30 1:60 ピノト・小穴 1 : 20 士坑・穴跡 1 : 60 サク状遺構・畠跡 1 : 120 

井戸跡 1 : 60 ，道状遺構 1 : 120 溝状遺構 1 : 40 1 : 60 1 : 120 1 : 200 

排水遺構 1:40 1:so 水田跡 1 : 120 1 : 240 

4. 遺構図中の等高線は、海抜標高で表示した。また、断面基泄線の標高は、図中に「L=OOm」もしくは、水準基準端に示した。

5. I 遺跡土層断面中の I ~X] は基本層序の I ~X] を示し、これ以外の層序については、それぞれ I ~n と表示した。また、各層の色

調名及び記号は、農林省農林水産技術会議事務局監修•財団法人日本色彩研究所色表監修1976年 9 月発行の「標準土色帖Jを使用し

記載した。

6. 本書中の I 遺跡分については火山灰を以下のように略記した。

浅間山 C軽石→ As-C 浅間山 B軽石→ As-B 榛名山ニツ岳火山灰→Hr-FA

榛名山ニツ岳軽石→ Hr-FP

7. I 遺跡の遺構図中に使用した遺物の記号は以下のとおりである。

• 土器（須恵器・土師器・灰釉陶器等) .... 石器（石斧・スクレイパー・磨石等）

8. 遺構図中に記載した遺物番号は、出土遺物実測図中の番号と一致している。

9. I 遺跡として掲載した遺物実測図の縮尺は、種別・器種の別なく、すべて1/3である。 1I 遺跡資料は％を基本とし、小数の例外もある。

10. I 遺跡資料中の遺構図・遺物実測図で使用したスクリーントーンは以下のものである。 1I 遺跡資料について図中に添記してある。

遺構図

焼土［ここ］ 灰 As-B ［口ニ］ 地山冒冒言〗 石

遺物実測図

灰釉陶器

11.遺物観察表に表示した計測値の中で、（ ）内に提示した数値は、完形品や直接計測可能な遺物以外の推定値または復元値であり、

重さでは残存重量を計測し示した。

12. 遺物観察表中の「色調」は、農林省農林水産技術会議事務局監修•財団法人日本色彩研究所色表監修1976年 9 月発行の「標準土色帖」

を使用し記載した。

13. 遺物の各計測位置は、遺物観察表の「扉」に示した。

14. 本書中 I 遺跡資料で使用した土器の種別については、原則として輔櫨を使用して整形し、還元烙焼成したものを「須恵器」、観轍を

使わず整形し酸化焔焼成したものを「土師器」として扱ったが、すべてがこの限りではない。

15. 土器の器種は、原則として高台を付したものを「塊」、付さないものを「坪」、口径に比較して器高の著しく低いものを「皿」とし、

その他にも「甕」「壺」等の器種名を使用したが、文献史料等にあたったり、概念規定を明らかにした上で使用したものではなく、

あくまでも整理上便宜的に使用した器種名称である。

16. 遺物写真の見出しは、 I 遺跡資料について遺構名称と挿図番号を併記した。挿図番号における0-0は、初めが挿図番号を示し、後

が遺物番号を示す。

II 遺跡資料は太罫が図版別を示し、遺構名称と遺物番号は、挿入図内容と一致する。

17. I 遺跡資料中の遺物写真の見出しでは、遺構名称を以下のように略称した。

竪穴住居跡→住 溝状遺構→溝
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写真図版22 1 段左 II 面水田跡検出状況 2 段右掘立柱建物跡 2
1 段右 I1 面水田跡検出状況 3 段左柱穴、土墟25土層
2 段左 l1 面水田跡部分 3 段右土壊41礫の出土状態
2 段右 I1 面水田跡部分 4 段左溝跡18 と住居跡 7
3 段左 I1 面水田跡部分 4 段右溝跡18 と土層、 B 断面
3 段右 I1 面水田跡部分 写真図版40 1 段左 X-40Y 8 拡張区、溝跡57
4 段左 1l 面水田跡足跡 上段右溝跡52近景
4 段右 I1 面水田跡 2 段 溝跡53近景

写真図版23 上段 m面水田跡 3 段 溝跡47土層近景
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写真図版24 上段 皿面水田跡 下段右 同左東壁土層
下段左 20号溝 写真図版41 上段 溝跡56調査状況
下段右 20号溝 中段左溝跡56土層断面

写真図版25 上段 21 • 22 • 23号溝 中段右 溝跡56東立上の状況
下段上 21号溝 下段左 くるま川からの分流状況
下段下 22号溝 下段右石坂家堰門
下段右 23号溝 写真図版42 左 旧東村農協堰門施設

写真図版26 上段左 24号溝 1 段右同左正面
1 段右 24号溝部分 2 段右 同左くるま川堰門
2 段右 24号溝部分 3 段左石坂家前庭
3 段左 24号溝部分 3 段右 同家石臼群
3 段右 24号溝部分 4 段左 同家石臼群
4 段左 24号溝 4 段右 同家石臼群
4 段右 24号溝セクション 写真図版43 住居跡 1 • 2 • 22 、 3 • 23 、 4 、 5 • 6 • 19 、 9 遺物

写真図版27 上段左倒木痕 写真図版44 住居跡10 • 11 、 12 • 13 • 18 、 14遺物
上段右 自然流路 写真図版45 住居跡16 • 25 、 17 、 20 、 21遺物
中段左 自然流路セクション 写真図版46 溝跡 1 、 3 、 4 、 18 、 21遺物
中段右 As-BP 下耕作面 写真図版47 溝跡、小穴、土城、土塁、各トレンチ、補足遺物
下段左 As-BP 下耕作面
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第 1 章調査経過

第 1 節調査に至る経過

前橋市西南部を南流する滝川は総社藩主秋元長朝

の開削によって知られる天狗岩用水と、榛名山麓に

源を発する八幡川が総社町字山王で合流する地点か

ら玉村町川井地先で烏川に合流するまでの全長約

21kmを測るー級河川である。滝川は天狗岩用水の一

部でもあり、一般に認識される河川というよりは寧

ろ用水路という性格が意識される河川である。

滝川に対する中小河川改修事業は既に実施されて

きていたのであるが、未改修であった前橋南部環状

線の南部滝川橋周辺地域の工事計画が、平成 3 年群

馬県土木部河川課（以下「河川課」とする）から群

馬県教育委員会文化財保護課（以下「保護課」とす

る）に提示された。計画では蛇行する滝川の流路中

心を旧状よりやや東寄りに移し、直線的にして更に

拡幅しようとするものであった。河川課と保護課は

この計画について協議した結果、平成 3 年10月、保

護課による遺跡の有無の確認、及び遺跡が確定され

た際の範囲確定のための試掘調査が実施された。

試掘調査は平成 3 年10月 7 日から 9 日にかけて、

保護課により降雨を押して実施された。この調査は

滝川左岸地域にトレンチを設定しているが、 トレン

チは南部滝川橋の上流部は橋脚より約 5~32m ·約

36~73m ·約110~180m の間、下流は約29~91m の

間の滝川流路沿いと下流方向約72m地点の滝川べり

の境部分に設定された。県保護課はこれらのトレン

チの中で、特に箱田橋下流部の36m付近を第 1 地点、

64m付近を第 2 地点、約90m付近を第 3 地点、滝川

べりの72m 地点に設定したトレンチを第 4 地点、上

流部の26m付近を第 5 地点、 180m付近を第 6 地点、

としてその所見を以下のようにまとめている。

第 1 地点 旧河川の流路と考えられる攪乱土層。

遺物無し。

第 1 節調査に至る経過

第 2 地点 旧河川の流路と考えられる攪乱土層。

遺物無し。

第 3 地点 地表から 50cm程で、疑似ローム的な黄

褐色土層を挟んで As-B 軽石の純堆積

が認められ、その下に水田床土が検出

された。

第 4 地点 第 3 地点とほぼ同様な状況で As-B 軽

石の堆積と、水田床土が検出された。

第 5 地点 地表下40cm で As-B 軽石が微量混入す

る黒色土が存在するが、水田・畑等の

遺構の存在は確認できなかった。遺物

無し。

第 6 地点 旧河川の流路と考えられる攪乱土層。

遺物無し。

尚、第 7 地点とした南部滝川橋の北側100m付近

については拡張し、溝やピットなど幾つかの遺構を

調査している。これについては「第 5 節 2. 試掘

調査」 (44頁）に於いて述べるが、この第 7 地点及

び南部滝川橋以南の第 3. 第 4 地点以外の区域に遺

構は確認されなかった。このため、保護課は調査の

完了した第 7 地点を除く南部滝川橋以北の上流域を

発掘調査対象外とし、遺構確認時の報告を条件とし

て河川改修工事が着工となった。尚、この工事は本

調査に入る前にすでに竣工している。

一方、浅間山噴出のテフラに覆われた水田跡が確

認された箱田橋下流域に関する試掘調査結果が河川

課に報告されたが、河川課では平成 4 年 8 月 17 日付

けで保護課に対し埋蔵文化財包蔵地域となった当該

地域（河川改修事業施行地）に対する発掘調査を依

頼した。これを受けて群馬県教育委員会（保護課）

は、この発掘調査を財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団（以下「事業団」とする）に委託することと

し、同日付けで事業団理事長あて通知した。事業団

は当該業務の受託を決め、ここに箱田古市前遺跡の

発掘調査が当事業団をして実施されることになった

のである。
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第 1 章調査経過

第 2 節調査経過

調査前、調査区北寄りは雑草が繁茂し、南半部は

柳が栽培されて一部畑作が続けられていたため、事

前作業として柳の栽培を平成 4 年 9 月段階に実施

し、本調査開始後の10月 5 日～ 8 日に雑草・立木の

伐採と焼却処分を行った。尚、畑の上物は10月下旬

の収穫後撤去された。

調査区は便宜上、南よりで調査区を横断する農道

を境に南を 1 区、北を 2 区とし、北よりで調査区の

幅が減ずる地点を境に以北を 3 区とした。

表土剥ぎは10月 21 日、］区（南側）より開始した。

試掘調査対象外であった 1 区及び 2 区の過半の地域

に対して、概況把握のため13 日より試掘調査を実施

した。また、この日 13 日確認した黄色土 (Hr-FA)

下の水田面の検出作業を26 日から開始。 27 日からは

1 区で 2 号溝等沖積部の遺構掘削に入り、 2 区では

1 面の遺構調査に入った。

明けて 11月は 6 日から 1 号溝の調査を開始。 17 日

には全景写真の撮影を行って 1 面の調査を完了し

た。尚この日、闘古環境研究所による同定でテフラ

の誤認が判明。 As-B としていたものを As-C に変

更し、黄色土も Hr-FA と判明した。翌18 日からは

1 区と 2 区の一部で As-C 水田の検出作業を開始。

併行して 2 区東壁に僅かに残る As-B 下面の確認作

業に入った。 3 区では 19 日から竪穴住居の調査に着

手、 24 日からは Hr-FA 下面の調査に、 27 日には井

戸の調査に入った。また、航空写真を30 日に撮影。

2 区では As-C の除去作業を開始した。

12月に入り、 1 区では 6 日～ 9 日に排水施設の調

査を実施。 llH 、前橋市議富山弘毅氏来跡。 15 日に

2 区で全景写真を撮影し、第 2 面の調査を完了。 16

日、竪穴住居跡の調査を終了。 18 日には写真撮影を

行い、調査区全体で第 2 面までの調査を完了。 21 日

からは次年度調査地域に対する試掘調査を開始。ま

た、 22 日には調査区外に於けるだめ押しの掘削で24

号溝を発見、調査に入った。 12月 25 日、第 3 面の遺構

調査を完了。試掘調査も終了して埋め戻しに入った。
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第 1 節基本杭とグリッド

第 2 章 グリッドと基本層序

第 1 節基本杭とグリッド

試掘調査の結果、一次調査区は滝川が大きく西側

に屈曲する場所をバイパス的に改修する部分を中心

とした範囲であり、箱田橋から農協倉庫までの南北

170m 、東西22m の範囲となった。

調査区のグリッド設定は、他遺跡との位置関係を

明確にするため国家座標を基準として使用した。

使用した基準点の座標は、調査区南端から西に

100m程に位置する IX系 X =41,000 、 Y = -70,000 

である。この座標を X=O 、 Y=O として北及び東

方向に展開するグリッドを設定した。

グリッドの規模は 5mX5m を最小単位とし、 X

軸上、及びY軸上に 0 ~n の数字を付した。このグ

リッド設定の結果、基準点から北方向に X軸上を 0

~35グリッド、東方向に Y軸上を 0 ~20 とすること

で、ほぽ調査区全域にグリッド設定ができた。（実

際の調査区は、 X4~34-YlO~18の中に収まって

おり、南北方向に 5 グリッド単位の大グリッドの設

定を考えたが実施しなかった。）

グリッドの表示方法は、当該グリッドの南西コー

ナ一部の X軸およびY軸の数字を組み合わせたもの

をグリッド名称とし、 X 。― Y 。と表示した。

また 5mX5m よりも狭い範囲または位置を表示

するためには、 X軸及びY軸のグリッド名称に示し

たい場所の距離を加算し X 。 +0m-Y 。 +Om と表示

した。

実際の調査区においては、 5m ごとにグリッド杭

を打設すると調査に差し支えるため、 lOm ごとに杭

を打設し、必要に応じて増設した。

標高の基準 (BM) としたのは、調査区近くの 2

級水準点から調査区内に移動し、調査区が南北に距

離があるため北寄り及び南寄りに 2 カ所設置した。

また堀など比高差のある遺構の場合には、掘削に合

わせて移動・増設した。当初設置した 2 カ所の標高

は北側が100.60m 、南側が100.40m である。

25 

20 

5 
-69.975 

10 
-69.950 

゜ 15 1:1000 25m 20 

第 2 図 グリッド設定図
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第 2 章 グリッドと基本層序

第 2 節基本層序

当遺跡の基本土層は、調査区東壁際と溝状遺構の

壁面の 2 カ所観察から復元したものであり、 I~XI

の11層に分けることができる。 I • II 層は、いわゆ

る耕作土層であり、 I 層が現代、 II 層はそれ以前の

ものであろう。皿層も同様に耕作土と考えられるが、

層中に占める As-B の董が非常に多く中世以降のも

のであろう。 W層中の灰白色軽石は特定できなかっ

たが、 As-Bの含有が認められないことや、直下に

Hr-FA 純層 (V層）があることから、古墳時代後

期以降平安時代までに形成された土層と考えられ、

平安時代の住居跡などの遺構確認はこの層中で可能

なはずであるが、実際にはさらに下層で確認せざる

を得なかった。 VI層は As-C を多量に含む黒褐色土

であり、攪拌された状況を呈しているものの軽石降

下時期に近い時期のものと考えられる。 VII • VlII層中

には鍵となるテフラがなく時期は判然としない。 IX

層以下には鍵となる As-YP • BP が認められる。

..? ̀.,. .... 
i. 9‘‘` ―り

·ヽ，、●り‘`
. • ` ヽ ••む攣占

`‘ .. 

ー

VIII 100.00m 

IX 

x
 ゜

1 : 20 50cm 
XI 

100.50m 

99.50m 

99.00m 

I 層褐色土 (10YR4/4) 耕作土上層

II 層にぶい黄褐色土(lOYR5/3) 耕作土下層

皿層．褐灰色土 (10YR4/l) As-B を多誠に含むが

純堆積層ではなく、攪拌されている。

w層． にぶい黄褐色土 (10YR5/4) 微誠の灰白色軽

石を含み、部分的に酸化鉄の凝縮の

ある固くしまりのある層。

v層明黄褐色土 (10YR6/8) Hr-FA層。純堆積層

と考えられるが、酸化鉄の影響を受

け変色している。

VI層黒褐色土 (10YR2/2) As-C層。純堆積層で

はなく、攪拌されている。

V11層．黒褐色土 (10YR2/3) 粒径 1 :,J前後の白色褐

色粒子をまばらに含む固くしまった

層。（水田土壌？）

V111層黒褐色土 (2. 5Y3/l) 粒径 1 ~ 2 ＼，の白色粒

子をまばらに含む固くしまった層。

IX層浅黄色土 (5 Y7/3) 粒径が細かく、白っぽ

い層。 As-YP を含む。

x 層．灰色土（ 5 Y4/l) 黄白色の軽石を多贔に含

む層。

XI 層．灰白色土 (10YR8/l) やや砂質な粘質土層。

As-BP を含む。

第 3 図基本土層
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第 1 節 遺跡位置と立地環境

第 3 章

第 1 節

遺跡の立地と周辺遺跡

遺跡位置と立地環境

本遺跡はJ R 上越線新前橋駅の南々東約900m 、

群馬県庁・前橋市役所の南西約2,400m の前橋市箱

田町の北端近くに位置する。周辺はほぼ平坦な地形

で、滝川や殿田堰など天狗岩用水に拘わる小河川や

堀が何本か南流している。調査区は前橋南部環状線

道路の南側、滝川の左岸部に位置し、調査時点で周

囲は市街化が進行しつつあったが、調査区には畠が

残り、滝川の川岸にはアカシアや鬼胡桃などの樹木

も多く見られ、水面には小魚の群れも映った。

地質的に見ると、本遺跡を含む周辺地域は広瀬川

低地帯に対する前橋台地上に在るが、前橋台地の形

成は 2~2.4万年前に浅間山の大規模な山体崩壊に

伴って発生した泥流が厚さ 200m 以上の前橋砂礫層

の上に10~15m厚の前橋泥流堆積物を堆積させたこ

とに遡る。この前橋泥流堆積物上には後背湿地の形

成を示す1. 3~ 1. 4万年前頃の前橋泥炭層が堆積し、

第 4 図 遺跡位置 (1) 1 : 50000 
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第 3 章 遺跡の立地と周辺遺跡
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第 5 図遺跡位置（ 2) J:5000 
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更に、 1 万年程前と想定される総社軽石を挟む総社

砂層が堆積していた。また縄文時代には榛名山を水

源とする小河川沿いには、自然堤防を形成する洪水

堆積物も形成されている。尚、第 6 図に示したよう

に現在の台地上の地形は微覇地と後背湿地に分けら

れ、これらは凡そ交互に南北に伸びている。

本遺跡付近では本遺跡の乗る滝川の両岸は自然堤

防状の地形、即ち微高地をなし、その外側に後背湿

地が広がっている。昭和 4 年測図の地形図を見ると

第 1 節遺跡位置と立地環境

微高地上には集落或いは畠が形成され、後背湿地に

は水田が営まれている。微高地に当たる本遺跡でも、

調査前は野菜や柳等の樹木が栽培されていた。一方

『（群馬郡）東村誌』 (1959) に記された昭和29年度

の、後背湿地に当たる本遺跡南約300m の箱田町字

村前1441番地の地質調査に関連する所見として、

「湧水面は一般に低く、概ね排水良好な二毛作田を

なし、水稲の収量は一般に高い」ということが報告

されている。

ロニニl 扇状地（後期更新世後半）

ロ谷底平野および後背湿地

ロニニ］河成段丘（後背湿地：完新世）

ロニロ開筵伊餡崎台地上の後

ロニコご賃雪也

第 6 図地形分類図

□ i可成段丘（旧中州：完新世）

二井野川泥流堆積面

ロニコ万：ふ霜呵言霜＇
1 : 50.000 
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第 3 章 遺跡の立地と周辺遺跡

第 2 節周辺遺跡

箱田古市前遺跡は、前橋市箱田町にあり、公共座

標上は、第 1X系 X +40,900~41,225 、 Y-69.915~

-70.00 にあり、標高は、約99~101m にある。地

質・地形上は、榛名山扇状地形の末端にあり、洪積

台地のローム層が推定上野国府跡周辺には認めら

れ、当遺跡周辺から以南に至ると、泥流・火砕流に

よる二次堆積ロームが台地の表土下50cm 内外に存在

する場合が多くなり、沖積地との間に網状化した低

台地が形成されている。その状況に関しては第 3 章

遺跡の立地と周辺遺跡第 1 節遺跡位置と立地環境

に詳しい。また 4 頁基本層序も併読されたい。

周辺遺跡を図示するために第 7 図を作成した。 1
あかがらす

は、当遺跡箱田古市前遺跡である。 2 は赤烏遺跡で

前橋市古市町にあり、古墳時代集落の一部（『赤烏

遺跡』（前橋市教育委員会） 1985) が発見されている。

3 は村前遺跡で前橋市箱田町にあり、古墳•平安時

代水田関連遺構（『昭和60年度文化財調査報告書』

（前橋市教育委員会） 1986) が、隣接の 4 五反田遺

跡においても同期の遺構の延長（出典同前）が見ら

れた。 5 箱田境遺跡からも平安時代水田が発見（『群

馬県前橋市箱田境遺跡発掘調査報岩書』（前橋市教

育委員会・前橋市埋蔵文化財発掘調査団） 1985) さ

れている。 6 勝呂遺跡は前橋市江田町にあり、平安

時代水田（『勝呂遺跡61Al6』（前橋市教育委員会）

1987) が、 7 日高遺跡は、高崎市日高町にあり、弥

生・平安時代水田、弥生墓跡が発見（『日高遺跡』

（（財）群馬県埋蔵文化財調資事業団） 1982) された。

日高遺跡は東方の現水田と現日高集落北方の畑地・

水田域の調査が行われ、上野国府南面古道は、平安

時代に存在していたこと、平安時代末期水田の調査

により、坪単位の区画範囲と規模が明らかに（『日

高遺跡 II 』 • 『日高遺跡w』（高崎市教育委員会）

1980 • 1982) された。 8 中尾遺跡は、高崎市中尾町

にあり、奈良•平安時代の集落跡と中世中尾城跡の

一端が調査（『中尾遺跡』（（財）群馬県埋蔵文化財調

査事業団） 1983) された。 7 • 8 • 11 は関越自動車

8 

道新潟線に伴い発掘がなされ各々広大な調査範囲で

あった。 7 と 8 の中間には、県内最古級の14世紀前

半を中心にした中尾村東館跡が存在している。 9 の

菅谷遺跡は群馬町菅谷にあり、弥生・平安時代の仇

蔵地（『菅谷遺跡発掘調査報告書』（群馬町教育委員

会） 1960があり、付近から鉄滓も採集されている。

10早道遺跡A·B は前橋市鳥羽町にあり、壺形土器

（『群馬県遺跡台帳 I （東毛縫）』（群馬県教育委員会）

1971) の既出ありという。 11 は前橋市鳥羽町・元総社

町、群馬郡群馬町稲荷台・塚田にある鳥羽遺跡であ

る。上野国府に関連しての遺構も含まれているとさ

れ、奈良•平安時代の住居跡を中心に、住居跡約800 、

小鍛冶遺構と長屋風竪穴遺構、中世館跡、中世墓な

ど（主に『鳥羽遺跡 G • H • I 区』（（財）群馬県埋

蔵文化財調査事業団） 1986ほか）が発見されている。

13は前橋市烏羽町弥勒山にあり古墳時代包蔵地（『群

馬県遺跡地図』（群馬県教育委員会） 1973) という。

14は前橋市元総社町の推定上野国府外縁付近で、平

安時代の包蔵地であり、以東の桑園中に遺物の散布

が（川原嘉久治「推定上野国府跡地覚え書き試み 1 」

『鳥羽遺跡月報16』（（財）群馬県埋蔵文化財調査事

業団鳥羽遺跡事務所） 1981) ある。このほか、上野

国府との関連は、第148図と 133 • 134頁で説明した

い。なお、以上の周辺遺跡の概要は、木津博明「周

辺遺跡」『上野国分僧寺・尼寺中間地域』（（財）群馬

県埋蔵文化財調査事業団） 1987、相京建史「周辺の

遺跡分布」『新保田中村前遺跡 I 』（（財）群馬県埋蔵

文化財調査事業団） 1990) を参考にして作成した。

地史的沿革については、前橋市箱田町は、昭和28

年町村合併促進法の施行により、昭和29年 4 月 1 日

に群馬郡東村から前橋市に合併された。昭和44年、

町名変更の動きに伴い一部が大利根町に変更されて

いる。旧東村は、小相木・古市・江田・箱田・前箱

田・川曲・上新田・下新田・稲荷新田・後家村から

なるが、以前の明治22年の第 4 大区中に編入されて

いた形を、区制の廃止に伴い、この10村をもって東

村が成立することとなった。箱田は、江戸時代から

明治22年までの村名であった。その間の領主の変遷



について『東村誌』（東村誌編纂委員会） 1959 に、

天正年間、長野氏箕輪城落城の城修築に当った井伊

直政所領となり、同井伊氏は慶長 3 年高崎城を築城

し、城下そのものも高崎に移す。慶長 6 年に、秋元

長朝が総社城に入府後は総社領となり、慶長19年に

箱田村を西・中・東に分かつ。元和年間には高崎城

主となった松平康長領となり、高崎落領の時代が永

く続く。収穫村高は『角川日本地名大事典10群馬県』

1988によれば、「寛文郷帳」で593石余、そのうち田

方466石余、畑方126石余、「元禄郷帳」も同高、「天

保郷帳」 524石余とある。箱田という地名称は、『東

村誌』は『上野国郡村誌』を引用し、永正年間すべ

て箱田と称すとあり、明瞭ではないらしい『上野国

郡村誌』には箱 83村として、「古時青木荘に属し、

永正年間箱田村と称し（後略）」とあり、さらに前

代は、上野国府に近接の地域に用いられた実態不明

の青木荘という。箱田の地が上野国府至近の場所で

あることからすれば、鎌倉幕府成立過程で、奉行人

から守護に職されたのは、安達盛長であり、旧国衛

領は、安達氏の守護領となっていたことが、中世の

初期では考えられる。それ以前においては、吉田東

伍『大日本地辞書坂東 第 6 巻』によれば、箱田項

は存在するものの古代の内容は記述がない。古代の

郡郷の位置は「和名類緊抄」高山寺本（『群馬県史

資料絹 4 』資料番号949 、 1985) によれば「群馬郡

は、長野（奈加乃） 井出（為出小野八木上

郊（加尤豆左乃） 畔切（安岐利） 嶋名（之末奈）

群馬」とある。また古活字本（同前、資料番号948)

の群馬郡に長野（奈加乃） 井出小野（乎乃）

八木 上郊（加無佐土） 畔切（安木利） 島名（之

萬奈） 群馬桃井（毛毛乃井） 有馬（安利萬）

利刈（止加利） 騨家 白衣とある。このうち古活

本に見える騨家は、「和名類緊抄」高山寺本中の道

路具第百四三（中略）東山繹（同前、資料番号950)

中の上野駅として「坂下野後群馬佐位新田

以上上野」とある郡（群）馬駅の場合であり、『群

馬県史資料編 4 』 1991 中の「東山道の経路の推定」

項があり 204頁に「前略、前橋の古名「う蔚檎」とみ

第 2 節周辺遺跡

くるまのうまや

られ、この「厩」という名は群馬駅に由来するもの

である可能性が指摘されている。そうすれば、群馬

駅は現在の利根川のほとりにあったことになろう。」

と説明し、さらにその位置を国府に隣接することが

便利だとして駅の位置を元総社町付近に求めてい

る。既説においても、前橋城付近は駅郷に推定され

ており、箱田町付近がこの駅郷に属していた可能性

はあると考える。

次に天狗岩用水、滝川用水については、都丸十九

一『天狗岩堰開堅史』 1947の労著があり、今日となっ

ては、氏が当時おいてまとめなければ不明となった

点が多大であったと察せられる。さらに丸山清康『滝

川開竪の功労者 江原源左衛門重久伝』（プリント）

1950、渡邊一弘「江戸時代の用水」『広桃用水史』

1994など研究の足跡は大きい。

沿革については丸山清康監修「天狗岩用水」『元

総社町誌』 1995 を要約したい。天狗岩用水は、開さ

く時点の経緯などによって滝川、越中堀、備前堀な

どとも呼ばれ、現在の坂東橋の東涯から広瀬、桃木

両用水と共に利根川の水を取り入れ、利根川の川底

を通って両側に抜け、古巻、駒寄、総社をへて、旧

東村、旧芝根村（現玉村町）をへて烏川に放流され

ている。昭和21年 3 月で26,868石、約1,953 町を灌

漑し、かつては 2 万7,000石といわれたという。そ

の開さくは、総社城主秋元長朝が慶長 6 年、関ヶ原

の戦項により、総社六千石の加増となり、諏訪氏の

居城となっていた蒼海城に移った翌年の慶長 7 年に

着工し、三年間の租税を免じて、莫大な費用が投じ

られた。工事は難行を極め、最も難事は取り入れ口

付近で、元総社付近から以南は自然の河川を利用し

たと思われる個所が多いという。天狗岩と称する難

事となった岩盤は植野稲荷神社付近にあり、最初の

取り入れ口が新井付近に想定されている。最初の堀

割は、現在のようではなく、「上野故郷碑」による

と「身弓親督二士民ー穿レ渠通レ溝、引二利根川ー以漑

二之田一、以＝横四尺、竪二尺五寸一定＝萬石水ロ―‘

而立二小間小舛。」とあり、配水標準に小間小舛と

いう方法がとられたようであるが、この用水を地表

9 



第 3 章 遺跡の立地と周辺遺跡

面に出すためには容易でなく、さらに侵食を防ぎ、

用水を低い川に放流しないためには様々な苦心が行

われている。所々に大きな岩を用いて滝をつくり水

流を緩和し、分水した水を十分に活用するためには

水路を西に、東に方向を換え、網の目のように分流

をつくつている。そのことは、天狗岩用水の全図と

して最も古い天保九年の「天狩岩用水行筋之図」が

示している。用水掘さくの援助者と功績のあった

人々に、滝川村の江原源左衛門や、元総社小野沢氏

の存在があった。秋元氏の労徳はこの後、転封後も

永く地元で称えられている。この用水の末尾部の完

成者は玉村の代官伊奈備前守忠次である。伊奈備前

守は、滝川の開さくに当り、滝川村江原源左衛門重

久の助力があった。以下は丸山清康『滝川開堅の功

労者 江原源左衛門重久』により略記したい。江原

重久は武田の臣下で甲斐国巨摩郡江原村の出身であ

り、箕輪城落城後、武田信玄は上州守備のために内

藤修理昌豊を留め置き、江原重安もその下に加えら

れ滝川の砦をあづかったと想像されている。江原重

久は、重安の子であり、重安は天正10年 (1582) に

甲斐天目山の戦いで戦没し、子孫は滝村に帰農した

らしい。荒野の多かったらしい滝村周辺であったと

ころに、以南玉村の地の代官となった伊奈備前守の

天狗岩用水からの引き入れ計画があり、それに参画

し、荒野灌漑が実現することとなる。その頃の天狗

岩用水は、高崎市西横手町付近で井野川に落水させ

ていたらしいと都丸氏は推定する。計画は慶長10年

頃から実施され、工事は慶長13年からである。伊奈

氏の工事は従来の植野堰（編者補注、ほぽ現在の天

狗岩用水）に手を加えて取水入口を新設すること、

天狗岩用水の流水路を拡張すること、横手村から南

ヘ植野堰に接続して滝川・玉村を通る新水路を掘る

ことの三部分に分かれ、完成したのは慶長15年の年

頭であった。

第 7 図周辺遺跡 1 : 25000 
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第 1 節調査の概要

第 4 章検出された遺構・遺物

第 1 節調査の概要

一次調査では、掘削機械を使用して表土の除去を

行った後、調査補助員の手で遺構確認を実施した。

掘削した排土については、調査区が狭く排土罹き場

の確保ができなかったために、箱田橋橋詰めに搬出

路を確保して外部に搬出した。搬出口はこの場所し

かなかったために、表土の掘削は南側から順次行っ

た。

表土の捉え方については、文化財保護課の試掘調

査結果を踏まえ、 As-B を多量に含んだ層 (III 層）

より上層と考え、当初灰白色軽石をわずかに含む層

(W層）上面での遺構確認を行った。しかし、南側

部分においてはほとんどこの面での遺構確認ができ

なかったために、結果的には Hr-FA 層 (V 層）上

面で最初の遺構確認を行い、この面を I 面の調査と

した。

続いて、 Hr-FA 層が純堆積との仮定のもとに、

この層で覆われた面を遺構面として捉え II 面の調査

とした。ここで II 面として捉えた下層には As-C を

多量に含む黒褐色土の層 (VI層）が面的に広がって

おり、この層直下の面が遺構面と考えられたことか

ら、この面を 1II 面とした。

最後に、さらに下層中に遺構が存在するか否かを

確認する意味も込めて 1II 面のベースとなっていた VII

層土を除去し、 VIII層上面で確認を実施した結果遺構

の存在が確認されたことにより W面の調査とした。

I 面の調査で検出された遺構は、竪穴住居跡 5 軒、

土城 4 基、サク状遺構 1 カ所、井戸跡 2 本、道状遺

構 2 本、溝状遺構13条、排水遺構 1 基である。

竪穴住居跡は、いずれもカマドを有する時期のも

のであり、住居跡の平面形状やカマド位置・形態及

び出土遺物から古代（奈良•平安時代）の所産と見

られるものである。これらの竪穴住居跡は、調査区

全面に展開していたものではなく明らかに北寄りに

偏在する傾向がある。出土遺物は、 2 号住居跡が比

較的まとまった出土が認められた他はごく少ない。

土城は円形プランと長方形プランの 2 種が検出さ

れている。遺物の出土が皆無であるため時期の特定

は難しいが、充填土から判断して中世以降の所産の

ものと考えられる。

サク状遺構はごく狭い範囲の検出であり詳細は不

明である。井戸跡 2 基の検出された位置は、竪穴住

居跡が集中するエリアに当たる。遺物出土はまった

くなく、充填土から判断して中世以降のものであり

竪穴住居跡との直接の関係は考えにくい。

道状遺構は調査区中程とやや南寄りの 2 カ所で東

西方向に検出されているが、現在の農道及び耕地の

境界と重なっていることや、覆土の状況から近世以

降または近代の可能性が高いものである。

溝状遺構は時期・規模・走向等バラエティーに富

んでいるが、軽石や出土遺物から時期の特定可能な

ものは 1 • 2 号溝状遺構しかなく、他は充填土等か

ら中世以降の所産としかわからない。

排水遺構としたのは、 2 号溝状遺構と旧流路とが

接する部分に検出されたものであり、杭の残存が認

められた。

II 面の調査で検出した遺構はサク状遺構 l 力所、

水田面 1 面である。どちらも基本的には Hr-FA 層

下なので、古墳時代後期初頭頃の所産と考えられる

が、裏付けるような遺物の出土は見られなかった。

III 面の調査で検出したのは、 19枚の水田区画と溝

状遺構 4 条である。攪拌された As-C 層下面である

ことから古墳時代前期頃の所産とみられるが、生産

遺構であるため遺物出土がなく判然としない。

w面の調査で検出した遺構は、溝状遺構 1 条だけ

であったが、付随して縄文時代まで遡ると考えられ

る自然流路 1 条と倒木痕 4 カ所の調査を実施した。

以上 1 次調査で検出した遺構は、古墳時代から中

世・近世にまで及んでいる。

11 
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第 2 節 I 面の調査

1. 

第 2 節

竪穴住居跡

I 面の調査

1 号住居跡

-/t-

トレ、
／チ

<(O 

＼＼＼＼＼＼＼｀＼＼｀｀／：、＼＼｀＼＼｀＼＇

Qo 

1. にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 黒褐色土小

プロ・ノクと As-C、褐色土粒を斑状に含み、

粘性がやや強い。

2. 暗褐色土 (10YR3/4) As-C と褐色土粒

を斑状に混入する他、焼土小プロックを微

戴に含む。

3. 褐色土 (10YR4/4) 1 • 2 層と比較して

軽石の含有量は少なく、 5~10勾大の焼土

粒を多く含む。

4. 褐色土 (10YR4/4) 焼土粒と灰を少量含

み固くしまっている。（掘り方獲土）

5. 黒色土 (7. 5YR1. 7 /1) 多最の灰と焼土

粒をわずかに含み、粘性が弱い。

6. 黒褐色土 (7. 5YR3/2) 焼土粒と VIII層土

小プロソクを多最に含む層で、粘性が強い。

L-I00.60m 

゜ 60 2m 

o o 
仁lO

E

0

 

, 
E

O

 

A

、
0¥_.  

oo 

E

O

 

C:,0 

oo 

E 0麟OE
L=I00.60m 

゜
別 lm 

1.暗褐色土(lOYR3/3) 黒褐色土小プ

ロック、焼土大粒の他、 As-C を含む。

2. にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 1 層に

類似するが、黒褐色土と焼土粒の含有

最が少ない。

3. にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 2 層に

類似するが、焼土粒が細粒で、含有量

がごく少ない。

4. にぶい黄褐色土(lOYR4/3)

ロックを多最に含む。

5. 赤褐色土 (2. 5Y4/6) 

焼土。非常に固い。

6. 暗褐色土 (5 YR3/6) 

7. 黒色土 (2.5Y2/l) 灰層

8. 黒褐色土 (7.5YR3/l) 焼土粒と灰をわずかに含む。

9. 黒色土 (7.5Y2/l) マンガンと思われる粒子を多饂に含む。地

山土か？

, 
E

O

 

焼土プ

燃焼部底面の

焼土粒と灰

第 9 因

当住居跡は、 Xl8·19-Yl4グリッド内に位置し、

西壁の北側部分が 1 号溝状遺構との重複によって失

われ、北西及び北東コーナ一部はトレンチなどで攪

乱されていた。遺構の確認面は V層上面であり、残

存が不良だったこともあり、充填土はカマド付近を

除いて分層することはできなかった。平面形は隅丸

1 号住居跡

の長方形で、平面規模は3.5mX3m 、残存深度15cm 、

主軸方位はN-1 °-Wである。

カマドは東壁の南東コーナー寄りに偏在し、平面

形は凸字状を呈する。燃焼部底面及び煙出し部の焼

土が顕著である。袖の構築材は認められず、据え方

の痕跡もとどめていない。燃焼部底面の焼土下から

13 



第 4 章 検出された遺構・遺物
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第10図 1 号住居跡出土遺物

は円形の浅いピットが検出されており、支脚が据え

られていた可能性が高い。主軸方位は E -4 ー -s 
である。

貯蔵穴は南東コーナ一部に検出され、 0.4m X 

0.35m 、深さ 15cm の楕円形の浅い掘り込みである。

2 号住居跡

遺物はカマド周辺の床面付近からわずかに出土し

ただけで、住居跡の時期の想定に有効なものは少な

いが、須恵器椀や蓋の特徴から 9 世紀代のものと考

えられる。

ニ~
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竺
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L =100. 70m 

1.灰褐色土 (7.5YR4/2) 少最の焼土

粒と As-C を含む。

2. 灰褐色土 (7. 5YR4/2) 1 層よりも

As-C は少なく、焼土大粒の含有量が

多い。

3. 黒褐色土 (7. 5YR3/2) 多証の酸化

鉄粒と As-C細粒を微量に含み、やや

粘性が強い。

4. 灰褐色土 (7. 5YR4/2) マンガンプ

ロ・ノクを少品と As-C を微量に含む。

5. 黒褐色土 (7. 5YR3/2) As-C を含ま

ず、 vn. '1111層土プロ・ノクを多量に含む。

6. 褐灰色土(lOYR4/l) 多最の酸化鉄

粒と少益のマンガン粒を含み、粘性が

強い。

7. 黒褐色土 (7. 5YR3/2) 3 層に類似

するが、酸化鉄の含有益が多い。

8. 灰黄褐色土 (10YR4 /2) 黄褐色土プ

ロックと As-C をプロソク状に含み、

しまりが強い。
゜ 60 2m 

第11図 2 号住居跡 (1)

当住居跡は X21 • 22-Yl4 • 15 グリッドに位置し

ており、他の遺構による攪乱がほとんどなく、検出

した住居跡の中では最も残存状態の良好なものであ

る。遺構の確認は、 V層土の残存がわるかったため

に VI層上面まで下げて行った。充填土は浅いにもか

14 

かわらず複雑に分層が可能であった。特に床面から

わずかの間層を置いてその上を覆っている褐灰色土

は、河川等の氾濫起源の土層の可能性が高い。住居

跡の平面形は隅丸長方形で、平面規模は4.2m X 

2.8m 、残存深度は17cm 、主軸方位はN- 9 ー-E で



第 2 節 I 面の調査
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1.褐灰色土（7. 5YR4/l) 0. 5 勺大の焼士細粒を多凪

に含む他、マンガン・酸化鉄粒を含み粘性が強い。

2. 灰褐色土 (7.5YR4/2) 1 層よりも焼土粒等の含

有最が少なく、粘性しまり共に弱い。

3. 暗赤褐色土 (5 YR3/2) 焼土粒とプロックを多量

に含み、粘性・しまり共に弱い。

4. 暗灰色土 (N3/0) 灰を主体とする層で、比較的

多くの焼土粒と微量の炭化物を含む。

5. 褐灰色土（7.5YR4/l) 10ミリ大の焼土粒と灰を多

量に含む。

6. にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

量に含む。（袖）

7. 灰黄褐色土 (10YR4/2)

As-C粒を少量含む。

焼土粒と As-C を微

黒褐色土プロックと
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第12図

口

2号住居跡（ 2)
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第13図 2 号住居跡出上遺物（ 1)
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第14図

ある。

2 号住居跡出土遺物 (2)

地山土のブロック主体の 3 層土は貼床された土層で

掘り方の調査では、貯蔵穴やカマド付属のピット

以外に 7 本のピットを検出したが、規則性は見られ

ないことなどから柱穴とは考えにくい。

カマドは東壁の南寄りに位置しており、方形プラ

ンにみえるが、本来は東側に突出する煙出し部が

あったものと考えられる。袖には軟質の砂質土を角

柱状に切り出した構築材を、やや屋内に張り出すよ

ある可能性が強い。平面形は 1 号住居跡と相似形の

隅丸長方形である。平面規模は2.5m X2.05m 、残

存深度は15cm であり、主軸方位はN- 3°-E であ

る。

床面はほぽ平坦であるが、掘り方を含めてピット

等の掘り込みは全く検出されなかった。

UO  

うに据えているのが特徴である。 この両袖間のやや

南寄りの位置から支脚の据え方と思われるピットが

検出されている。残存するカマドの規模は、長さ

0.7m 、燃焼部幅0.65m 、主軸方位は N-17°- E で

ある。

貯蔵穴は南東コーナ一部に位置し、径0.6m 、深

さ 20cm の円形で、出土遺物のほとんどがこの貯蔵穴

及びカマドから出土したものである。

出土した遺物は、土師器坪・甕及び須恵器杯・蓋

などの特徴から 8 世紀後半代のものと考えられる。

3 号住居跡

当住居跡は、 X22 • 23-Yl4 • 15 グリッド内に位

置し、 19号溝状遺構との重複によって西壁のほとん

どが失われている。遺構の確認は VI層土上面で行っ

たが、地形によるものか、全体に西側の残存状態が

良くない傾向がある。充填土は 3 層に分層でき、い

ずれも水平の堆積をしていることが特徴であるが、

16 
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1.褐色土 (10YR4/4)

がやや弱い。

2. にぶい黄褐色土(lOYR4/3)

含む。

3. にぶい黄褐色土(lOYR4/3)

L=I00.70m 

As-C と明黄褐色土プロックを含み、粘性

As-C と明黄褐色士小プロックを

地山土のプロックで構成された層。

゜ 60 2m 

第15図 3 号住居跡



第 2 節 I 面の調査
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1. 褐色土 (7. 5YR4/3) As-C と酸化鉄及

び地山土小プロノクを含む。

2. 黒褐色土 (7. 5YR3/2) 1 層よりも

As-Cは少なく、多贔のマンガン粒と微

量の焼土粒を含む。

3. 黒褐色土 (7.5YR3/2) 微量のAs-C と

多量の焼土大粒を含む。

4. 橙色 (5 YR6/8) 焼土プロック

E 5 ．褐色 (10YR4/4) 3 層に類似するが、

゜ 焼土がプロック状を呈している。

6. 灰黄褐色土 (10YR4/2) マンガンと酸

化鉄粒を斑状に含む。

7. にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 5~20バ

大の焼土ブロ・ノクを少量含む。

8. 暗赤褐色土 (5 YR3/2) 1~ 5 ミ＇）大の

焼土粒を斑状に混入する。

9. 灰黄褐色土 (10YR4/2) 8 層に近似す

るが、全体の色調に違いが認められる。

゜
1 : 30 lm 

第16図 3 号住居跡カマド
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第17図 3 号住居跡出土遺物

カマドは東壁の南寄りに偏在して設置されてい ド近くから出土した 2 の土釜が当住居跡の時期を示

る。平面形は凸字状で、両肩にあたる部分から煙出 している可能性が高く、 11世紀代が想定される。

し部にかけて顕著な焼土が形成されていた。両袖部

には自然石をやや内傾させて据え付けている。この

袖石の検出された位置は住居壁からカマドヘの変換

点に当たるので、このカマドは燃焼部を完全に壁外

に設けたタイプである。支脚は残存していなかった

が、掘り方の調査で燃焼部奥に明瞭な据え方が検出

された。当初の調査では燃焼部から煙出し部まで緩

やかに傾斜する構造と考えていたが、掘り方では燃

焼部と煙出し部には明確な段が設けられている。残

存するカマドの規模は、長さ 0. 75m 、燃焼部幅

0.52m 、主軸方位は E -1 ー20'-Nである。

遺物は数点しか出土していないが、その中でカマ

4 号住居跡

当住居跡は、 X22-Y 15 グリッド内に位置してお

り、他の遺構との明瞭な重複は認められないが残存

状況が極めて不良である。 VI層土面で遺構確認を

行ったが、この時点で西壁・南壁の 2 辺はすでに不

明瞭であった。床面とも堀り方とも判断しかねる面

の調査で15本ほどの大小のピットを検出したが、 P

4 が貯蔵穴の可能性があることを除いて用途を推定

できるものはない。

住居跡の平面形は隅丸方形と考えられ、想定され

る平面規模は2.lmX l. 9m 、残存深度はわずかに

5 cm である。主軸方位最も条件の良い東壁を基準と

17 



第 4 章 検出された遺構・遺物
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1.黒褐色土 (10YR3/2) As-C をわずかに含み、しまり・粘性共

に弱い。

2. 黒褐色土 (10YR3/2) 1 層に類似するが、 As-C含有最がさら

に少ない。

3. 黒褐色土(lOYR3/2) As-C層

ヽ
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1. 褐色土 (7.5YR4/3) 3~10ミ＇）大の焼土プロソ

クを斑状に混入する。

2. 黒褐色土 (7.5YR3/2) 焼土細粒と As-C をわず

かに含む。

3. にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 2 層に類似するが、

色調が相違している。

4. 黒褐色土 (7.5YR3/2) 2 層に類似するが焼土

粒の含有量が多い。

5. 暗赤褐色土 (7.5YR3/3) 焼土層。

6. 灰黄褐色土 (10YR4 /2) 焼土細粒と酸化鉄・マ

ンガン粒をわずかに含む。

7. 灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土粒はほとんどみら

れず、マンガン・酸化鉄を多く含む。

゜ 1 : 30 lm 

第18図 4 号住居跡・出土遺物

して計測すると E-4 ゜30'-N である。 る。遺構の確認は、 V層土の残存が全く認められな

カマドは東壁の南寄りに設置されていた。平面形

は砲弾状を呈しており、 3 号住居跡のカマドのよう

な凸字状の明瞭な平面形をもたない。袖は構造材・

据え方ともに検出されていないために全体構造がわ

かりにくいが、焼土の広がりが燃焼部から屋内にま

でおよんでいるので、袖が屋内まで若干伸びるタイ

プとも考えられる。残存しているカマドの規模は、

長さ 0.50m 、燃焼部幅0.52m 、主軸方位は E- 1 ー 

-Nである。遺物で実測可能なものはカマドから出

土した須恵器の壺だけであり、時期は判然としない。

5 号住居跡

当住居跡は Xl2·13-Yl2グリッド内に位置して

おり、西壁北半から北西コーナ一部にかけては 2 号

溝状遺構との重複によって、また、東面するカマド

の先端付近は、 1 号溝状遺構との重複で失われてい

18 

かったために、 VI層土まで下げた段階で行った。

平面形は基本的には隅丸長方形であるが、北東

コーナ一部が東側に方形に張り出した特徴的な形を

している。当初は重複を想定したが、 C -C' セク

ションを見れば明らかなように、住居跡充填は張り

出し部から住居跡屋内まで一連の堆積をしているの

で、重複は考えられない。張り出し部の規模は、東

西0.48m 、南北0.65m 、残存深度は10cm である。

住居跡の平面規模は、 2.95m X2.3m 、残存深度

は10cm で、主軸方位はN- 2°-Wである。

住居跡の充填土は、残存状態が悪いために最下層

部分しか検出されていないが、 2 層のブロック状堆

積は人為的な埋没を示唆している。

カマドは東壁の南東コーナー寄りに設置されてい

る。平面形は砲弾状を呈するタイプと思われるが、
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I 面の調査

L=l00,40m 

1 : 60 2m 
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1.灰黄褐色土 (10YR4/2)

粘性にやや欠ける。

2. 灰黄褐色土 (10YR4 /2) 黒褐色土と黄橙色土中プロJクの混土層。 As-C を含

み、粘性にやや欠ける。

カマド

1. にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 黄橙色土小プロックと As-C を斑状に混入し、マ

ンガン小プロックをわずかに含む。

2. 灰黄褐色土 (10YR4/2) As-C と焼土粒を微量含む。

3. 灰褐色土 (7. 5YR4/2) マンガンと焼土の小プロック (5~10 勺大）が斑状に滉

入した層。

4. にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

最が少ない。

5. にぶい黄褐色土 (10YR5/3) 焼土小プロックと黒褐色土粒、

As-Cが混入し、弱く焼土化している。

6. 灰黄褐色土 (10YR4/2) 黄橙色土プロ・ノクをわずかに含む。

第19図

黒褐色土と黄橙色土の小プロックと As-Cが混入する。

1 層に類似するが、黄橙色土の含有

先端部が欠損しているため不明である。住居壁とカ

マドの接続部屋内側には灰の広がりが認められるこ

とから、袖が屋内まで伸びるタイプとは考えられな

い。掘り方の調査においては、燃焼部が全体に下がっ

た他に袖・支脚の据え方は検出されなかった。 カマ

ドの燃焼部幅は0.6m 、主軸方位は E -3 ー20'-S 

である。

゜ 30 lm 

0 0  

7. 暗赤褐色土 (7.5YR3/2) 焼土層。

8. 褐灰色土 (7.5YR5/l) 暗赤褐色を呈する焼土をプロック状に

含み、 As-C を微械混入する。

9. 褐灰色土 (7.5YR5/l) 8 層に類似するが、色調がやや明るい。

5 号住居跡

貯蔵穴は、南西コーナ一部に検出した不整楕円形

の掘り込みである。規模は長軸0.55m 、短軸0.42m 、

深さは12cm 、遺物の出土はない。

遺物は床面に接してごくわずかしか出土していな

い。形の特定できるものは、 1 の須恵器椀と 2 の緑

釉陶器椀で、 10世紀後半のものであろうか。

□ 
"

/

]

 
゜ 10cm 

第20図 5 号住居跡出土遺物（ 1)
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第 4 章 検出された遺構・遺物

゜ 10cm 

第21 図 5 号住居跡出土遺物 (2)

2. 土坑

1 号ピット

：こ：i
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三二諷言
1 号ピット

1. 6 0 
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2m 

1 号ピットは、 Xl8-Yl4グリッド内に位置して

おり、遺構の確認は VI層土上面で行った。平面形は

20 

3 号土坑

2 号土坑

I / 一i |」3++12mm三

~ II 11 ~ : lI ギ I1:’

~' 

A A' 

瓢＼ー
゜ l. 6 0 2m L=I00.30m 

2 号土坑

1. にぶい黄褐色土 (10YR4/3) As-C を多く含み、砂質でしまり

がない。

2. 黒褐色土 (10YR3/l) VII 層土・褐色土・にぶい黄褐色土小プ

ロックの混土層。

3 号土坑

1. にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 褐色土と VII層土小プロックを斑状

に含む。

4 号土坑

1. にぶい黄褐色土 (10YR5/3) As-B をわずかに含む粘性の弱い

層，（攪乱？）

2. 黒褐色土 (7. 5YR2/2) As-C を多量に、黒褐色粘質土小プロッ

クを少址含む。

3. 黒褐色土 (7. 5YR2/2) 2 層に類似するが、 As-Cがさらに多く、

小プロックを含まない。

4. 黒褐色土 (7. 5YR3/2) 2 層よりも As-C含有量が少なく、小プ

ロックを含まない。

5. 黒褐色土 (7. 5YR3/2) VI 層。 (As-C層）

第22図 1 号ピット、 2 • 3 • 4 号土坑

不整円形で、規模は径34cm残存深度26cm である。セ

クションを図化することはできなかったが、充填土



第 2 節 I 面の調査

゜ 10cm 

第23図 1 号ピット出土遺物

中には As-B を均ーに含んでいる。当ピットの特徴 X0.67m 、残存深度は 16cm である。充填土は As-B

は、底面から、 7.5cm程上の充填土中から半裁され を均ーに含むものであり、形状・長軸方位とともに

た偏平な河原石が検出されたことである。石は平坦

な面を水平の状態で検出されており、意識的に埋設

されたものと考えられる。掘立柱建物の柱穴の根石

の可能性が高いが、周辺で同じ特徴のピットの検出

例がないため、建物規模等は不明である。

2 号土坑

当土坑はX7-Yl3グリッド内に位置している。

遺構の確認は VI層土まで下げて行ったために、遺構

の残存状態は良好でない。平面形は隅丸長方形で、

長軸はほぽ南北を向いている。規模は 2.35m X 

0.95m 、残存深度は 8 cm である。充填土の主要部分

には As-B が均ーに含まれていることから、中世以

降の所産であろう。

3 号土坑

当土坑はX8-Yl3グリッド内に位置している。

遺構の確認は VI層土上面で行った。平面形は隅丸長

方形で、長軸はほぽ南北を向いている。規模は2.9m

2 号土坑と共通している。 2 • 3 号土坑は同じ時期

の所産と考えられる。

4 号土坑

当土坑は X20 • 21-Yl4 グリッド内に位置してい

る。西側で 1 号溝状遺構と重複しているが、新旧関

係を遺構確認段階及び土層断面から捉えることはで

きなかった。平面形は隅丸長方形で、長軸はほぽ南

北方向を向いている。平面規模は2.9m X l. 6m 、残

存深度は26cm である。充填土中には As-B をまった

く含まず、 As-C を主体的に含んでいることから古

代の所産と考えられる。

3. サク状遺構

1 号サク状遺構

1 号サク状遺構は第 1 面調査時に、調査区中位の

東壁付近に於いて確認・調査された遺構である。遺

構形態から近世以降の所産と判断される。

個々のサクは 8 本を数え、長さは42~138cm以上、

21 



第 4 章検出された遺構・遺物

幅は11~16cm を測る。しかし、これらのサクには同

ーライン上に乗るものもあり、一部を除きその深さ

も 5 cm以下と浅いなど遺存状態も不良であるため、

同一ライン上のものは従来 1 本のサクであったもの

と判断される。従って、本遺構は確認できた範囲で

は 4 本のサクで構成されていたものとして判断され

るのである。

4 本のサクのうち最も東のサクは調査区外に出て

いて全長などは不明であるが、これを除く 3 本のサ

クの残存部分の端部と端部を測定した長さは、東か

ら 4.58m 、 4.lm 、 5.18m であった。このことから

本サク状遺構については、幅30cm程の短冊形プラン

の土地区画による畠の耕作が想定されるのである。

4. 井戸跡

1 号井戸跡

1 号井戸跡は調査区北部の微高地の北寄りに位置

する、しつかりした掘り方の井戸跡である。底面近

くの中央付近には大きめの礫が幾つか投棄されてお

り、涌水もあった。

1 号井戸跡は深さ 2.36m を測り、地表下1. 65m付

近を境に上下の部分に区分される。上部は、確認面

で1. 64 X 1. 25m の径を測る楕円形のプランを呈し、

上方に徐々に広くなっている。下部は高さ 70cm程で

円筒形を呈し、底面の規模は0. 7XO. 75m を測る。

また、確認面から1.4~ 1. 5m のあたりには「あぐ

り」様の扶れを確認することができ、下部の形態と

併せてこの付近の透水層を下部分に溜めて使用した

ものと推定される。このあぐりの位置は現代の滝川

の渇水期の水位よりは数十センチ高いが、天狗岩用

水使用期には水面下になるものと思慮される。

2 号井戸跡

2 号井戸跡は 1 号井戸跡の北東に所在し、一部が

調査区外に出る。覆土上位には As-8 が混入し、床

面近くからは礫が多く出土している。

本井戸跡は径0.9m を測る。 1 号井戸跡と同様、

地表下1. 2m付近を境として、以下の部分は円筒形、

以上の部分はやや広がる傾向を示している。プラン

は上下部分共に円形を呈すると想定され、確認面で
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第24図 1 号サク状遺構
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1.灰黄褐色土(lOYR4/2) 表土に近いが、 As-B を多墨に含む。

2. 灰黄褐色土(lOYR4/2) 1 層に近似し、しまりが弱い。

3. 灰黄褐色土(lOYR4/2) 1 層よりも粘性・しまり共に強く、地

山プロックをわずかに含む。

4. 褐灰色土 (10YR4/l) 地山の褐色土プロソクを多饂に含む。

5. 灰黄褐色土(lOYR4/2) 3 層に類似するが全体にやや砂質。

6. 褐灰色土(lOYR4/l) 砂質土と粘質土の混土層。

第25図 1 • 2 号井戸跡

径0.9m 、底面で径0.55m の大きさを測る。

「あぐり」は地表下100cm 強の付近に可能性が検

討されるが、明確な状況は確認できなかった。



5. 道状遺構

1 号道状遺構
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第26図 1 号道状遺構、 13 • 14 • 15 • 16号溝状遺構

1 号道状遺構は調査区の南寄り、東半の微高地部

分に位置する。本遺構は南から 13 • 14 • 15 • 16号の

4 条の溝状遺構と、これらに挟まれた区画域から構

成される。東は調査区外に延びており、西よりは確

認できなかった。明確な硬化面等、道路に直接関連

する遺構は特定できなかったが、第 5 図に見られる

東から調査区にぶつかる農道の延長線上に当たる等

の位置関係から本遺構は道路遺構であり、溝は何れ

もその側溝と考えられるのである。尚、 13·14·15

第 2 節 I 面の調査

号溝の覆土中に As-A が含まれているため、これら

の溝は 18世紀末葉以降の所産と判断される。

本遺跡は東壁から 10.2m の範囲で調査された。そ

の幅は両側をなす13号溝の南肩から 16号溝の北肩ま

でで凡そ4.9m を測る。 13号溝の幅は約1. 9m 、 14号

溝は約0.9m 、 15号溝は約0.9m 、 16号溝は約0.9m で、

深さは東壁面の観察から凡そ13号溝で18cm 、 14号溝

で20cm 、 15号溝で24cm 、 16号溝で27cm である。また、

15号溝は14号・ 16号溝より古く、 14号溝は13号溝よ

り古いという切り合い関係にある。溝の底面の東西

のレベル差は13号溝では 4 cm 、 14号溝16cm 、 15号溝

20cm 、 16号溝 7 cm と古いものほど高低差が大きく西

に落ちているのが分かる。

道路幅については、溝底面の傾斜から同時期の可

能性のある 13号溝と 16号溝を使用した場合、その幅

は約4.6m になる。また、溝に As-A や酸化鉄分が

入り、且つ現道面より溝の確認面が30cm余り下がる

ことを勘案すると、比較的短い時間で付近が徐々に

埋没していき、その都度道普請が行われたことが想

定されるのである。

2 号道状遺構

2 号道状遺構は調査区の北寄り、第 1 面の微高地

と低地を画する付近に所在する。走行は西を向き、

東は路線外に潜り込んでいるが西側の範囲は特定で

きなかった。時期については特定することはできな

かったが、覆土中に As-B を含むことから、中世初

頭の所産である可能性を持っている。本遺構は幅広

の極めて浅い溝状の形態を呈し、当初17号溝として

処理していたが、西寄り南部付近の覆土の一部にや

や堅く締まる部分を確認したこと等から道路遺構と

して扱うこととした。

遺構は、調査区の東壁から 1 号溝までの間、 12.9m

の長さを調査した。遺構の幅は2.8m 程を測り、深

さ 11cm を測っている。本遺構の覆土は 3 層を除き全

体として As-B を多く含んでいるが、特に 2 層． 3

層では酸化鉄や酸化マンガンを多く含んでおり、

2 • 3 層がある種の不透層、即ち道路面に伴う堆積

層であることを示している。

23 
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1. 灰黄褐色土(lOYR4/2) As-8 とにぶい

黄橙色土プロックを含む。 W層に近似する。

2. にぶい黄褐色土(lOYR4/3) As-8 と酸

化鉄・マンガン小プロックを多く含む。

3. 褐色土 (10YR4/4) 2 1!§に類似するが、

マンガンの含有筵が多く、 As-Bは少ない。

4. 黒褐色土 (2. 5YR3/l) As-8 を比較的多

く含み、橙色粒子とマンガン含有益は少な
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6. 溝状遺構

1 号溝状遺構

第27図 2 号道状遺構． 3 • 4 • 5 号溝状遺構

ずかに削平されているものと考えられる。

検出した部分の規模は、長さ 77m 、上幅2.5m~

当溝状遺構は、 X8~23-Yl2~14 グリッド内に

位置し、調査区台地部分を直線的に縦断するように

検出されている。溝状遺構の南端は 2 号溝状遺構と

重複し、北端は現滝川と重複している。遺構の確認

は V層土上面で実施したが、この段階では溝状遺構

東側のプランしか検出できなかった。西側にも台地

部分が残存しているが、この部分には、 V層土の残

存はなかったので、当溝状遺構を境にして西側はわ

24 

3.0m 、下幅0.35m~1 m 、残存深度1.05m~1.32m

である。北端の底面標高99.25m 、南端の底面標高

が99.16 m であり、約 9 cm の比高差がある。走向方

位は、 N- 9 ー-E であるが、 2 号溝状遺構と交差

している X 7 -Yl2の部分に、当溝状遺構の延長部

と思われる痕跡が認められることから、この位置で

南南東方向に走向方向を変え 2 号溝状遺構と完全に

重なる位置関係になるものと考えられる。北側の滝



第 2 節 I 面の調査
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l.黒掲色土 (10YR3/l) As-B を多証に含む。

2. 褐灰色土 (10YR6/l) 粒径の細かな砂層。

3. 黒褐色土 (5 YR3/l) As-B と茶色の粒子を多址に含み、粘

性・しまり共に弱い。

4. 褐灰色土 (7.5YR4/l) 黒褐色土小プロソクと黄褐色土小プ

ロックの滉土層で、黄褐色土粒を少量含む。

5. 黒褐色土 (2.5Y3/l) As-B を部分的に多く含む粘質土。

6. 黒色土 (2.5Y2/l) 粘質土で良くしまった層。

7. 黄灰色土 (2. 5Y5/l) As-B と灰黄色粘質土の混土層。

8. 暗灰黄色土（2. 5Y4/2) 粘性の弱い砂質土層。

9. 黄灰色土 (2. 5Y4/l) 粘性の弱い砂質土層で、 8 層とは色調が

わずかに違っている。

10. にぶい黄褐色土 (10YR4/3) As-B と灰白色粘質土、及び酸化

鉄で構成された層。

11.オリープ褐色土 (2.5Y4/3) As-B主体で、灰白色粘質土を層状

に、また、灰赤色の灰をプロソク状に含む。

12. 灰赤色土 (7.5R4 /2) As-Bの灰赤色灰層。

13. 黒色土（2.5Y2/l) As-B。粒径が 1 •,)以下の細粒で、全体的に

色調が黒い。

14. 黒褐色土 (2.5Y3/2) As-B。粒径 l ~ 2 ミ＇）で、部分的に 15層で

主体となる青灰色を呈する灰をプロック状に含む。

15. 灰色（7.5Y4/l) As-B。 (As-B') 主体となる粒子は 13層と同様

で、青灰色の灰を層状に含む。 (15層直下に酸化鉄が層状に凝縮

されている。）

16. 褐灰色土(lOYR5/l) 白色細粒と炭化物粒をわずかに含む粘質

土層。

17. 黄灰色土 (2.5Y4/l) 砂質土層。

18. 褐灰色土 (10YR6/l) 16層と比較してやや粒径が粗く、酸化鉄

を多筵に含む。

19. 褐灰色土(lOYR6/l) 18層よりも粒径がさらに粗い層。

゜
1 40 2m 

一L= 100 35m 

第28図 1 号溝状遺構セクション
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第29図 1 号溝状遺構出土遺物（ 1)
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溝状遺構の断面がはっ

きりと現れているが、

対岸にはその痕跡が認

められないことから、

検出した部分の走向方

向に延びることはな

ぃ。したがって、現滝

川との交差部分から走

向を現滝川の流路方向

に変わっているものと

考えられる。しかし、

調査区西側で検出され

ているように、現滝川

の前身となる流れが古

くからあったことは確

かなので、検出部分の

9 1600 1,0m すぐ北の辺りから当溝

第30図 1 号溝状遺構 状遺構が取水していた

可能性もある。

当溝状遺構の充填土の特徴は As-B の純堆積層が

厚く堆積していることである。 As-B の堆積状態に

は部分によって若干の違いはあるものの、最大で

26cm の堆積があり軽石と灰が互層になっていること

26 

゜ 10cm 

第31図 1 号溝状遺構出土遺物 (2)

川遺跡側崖面には、当 から、降下堆積しているものと考えられる。この軽

石の下層は 3 ~ 4 層に分層が可能であるが、砂質土

が主体であり通水されていたことは確実である。

以上の状況から当溝状遺構は、用水溝として機能

していた可能性が高く、 As-B の堆積後改修された

痕跡がないことから放棄されて現在に至ったもので

あろう。

出土した遺物は 6 • 7 を除いて As-B 下から出土

したものである。

2 号溝状遺構

2 号溝状遺構は本遺跡に於いて特徴的な遺構の一

つで、調査区西半の沖積地部分を概ね南北に縦断す

るように遺存していた大型の溝である。遺構は後述

する排水遺構や 7 号溝状遺構などと併せて考えられ

るべきもので、排水遺構の存在、規模或いは形状の

状況から、調査区から400m 南の平成 5 年度の調査

区を縦断し、現在も使用される用水路に接続してい

たものと考えられ、天狗岩用水に関連する遺構では

なかったかと考えられるのである。尚、覆土中より

灯明皿等の陶器や軟質陶器鉢等の破片が出土してい

る。

遺構は長さ 80.8m 程を調査したが、溝幅は上幅

3.2~4.lm 程、底幅 1 ~1. 9m 程、深さ1. 3~ 1. 4m

程を測る。箱堀状の断面形態をなすが、底面の高さ
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第32図 2 号溝状遺構

1.にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粘性のほとんどない砂質土。

2. 暗褐色土 (10YR3/4) 1 層同様の砂質土層であるが、 1 層よりも粘性が高い。

3. 灰黄褐色土(lOYR4/2) 砂質土層。粘性は弱く、斑点状にうすい褐色の酸化鉄を含む。

4. 暗灰黄色土 (2.5Y5/2) 砂質土層。粘性は弱く、赤褐色の酸化鉄と粘質土小プロックを含む。

5. 灰黄褐色土 (10YR4/2) 砂質土層。粘性は 4 層よりもやや強く、褐色の酸化鉄を小プロ・ノク状

に含む。

6. 黄灰色土 (2.5Y5/l) 砂質土と粘質土が薄い層状に交互に重なっている。

7. 灰色土 (5 Y5/l) 6 層に類似しているが、全体に色調が暗い。

8. 黄灰色土 (2.5Y5/l) 6 • 7 層に類似しているが、粘性がやや強く、上層と比較すると粘質土

の割合が多い。

9. 暗灰黄色土 (2.5Y5/2) 粘質土層。全体の粘性は強く、部分的に砂質土と黒褐色土プロノクを

含む。

10. 暗灰黄色土 (2.5Y5/2) 粘質土層。 9 層に類似しているが、黒褐色土プロノクを含まない。

11.黒褐色土 (10YR3/l) しまり・粘性共に強い層で、酸化鉄をプロ・ノク状に含む。

12. 褐色土(lOYR4/6) 粒径 l ~ 5 ミ＇）の黄褐色土粒と灰褐色土粒を含み、砂質土に比較して、粘

性・しまり共に強い。

13. 暗褐色土 (10YR3/4) 3 層に類似しているが、砂質土の粒径がやや粗い。

14. にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 砂質土層。褐灰色土小プロソクを混入する。

15. にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 砂質土層。 14層に類似しているが、褐灰色土プロノクを含まない。

16. 暗褐色土(lOYR3/4) 砂質土層。粘性がやや強く、黄橙色土小プロソクを少麓含む。

17. 灰黄褐色土 (10YR4/2) 砂質土層。褐色の酸化鉄と粒径50冒程度の浅黄橙色土をプロック状に

含む。

18. 暗褐色土 (10YR3/4) 砂質土層。 3 層と比較して粘性は強く、黒褐色土プロ；；クを含む。

19. 灰黄褐色土 (10YR4/2) 砂質土層。 10~15詞粒径の灰白色土プロノクを混入する。

20. にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 黄灰色土と砂質土との混土層。 10~50•')粒径の灰白色土プロック

を混入する。

21.暗褐色土 (10YR3/3) 20層に類似するが、灰白色土プロノクを含まない。

22. 黄灰色土 (2.5Y4/l) 砂質土層。赤褐色の酸化鉄をプロック状に含む。

第33図 2 号溝状遺構セクション

゜
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は標高98.7m~98.8m で高低差はあまり無い。遺構

は調査区の南端から入って北々西に17m程進み、 7

号溝と分岐する地点で流路を東へ2.6m 程振って約

40m北々西に流れ、調査区の西壁に達したところで

東、次に西に蛇行し、調査区中央やや北寄りで調査
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第34図 2 号溝状遺構出土遺物（ 1)

区の西側に出ている。北端の蛇行部分には、或いは を示している。前者については河川のオーバーフ

排水遺構のようなものが存在していた可能性も考え ローに伴う、例えば洪水等による一過性の土壌堆積

られる。 といった状況が想起される。また、後者の堆積状況

覆土は中・上部は砂質土で覆われ、下部は砂質土 は流水に伴う、在る種日常的な土壌の堆積状況によ

と粘質土が薄く重なり合っているといった堆積状況

28 

るものではないかと思われる。
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第35固 2 号溝状遺構出土遺物 (2)

3 号溝状遺構 本遺構は調査区外

2 号道状遺構が乗る本遺構は、その南に位置する

小型の溝で、北端付近の覆土は 1 号溝状遺構の第 3

層土に近似している。 1 号・ 4 号溝状遺構との関係

から古代以降の所産である可能性が考えられる。

本遺構は幅39cm、深さ 29cm を測り、断面形態は凡

そ半円形を呈している。全体で17m程の長さを調査

したが、プランは 2 号道路状遺構東部より南に走り、

大きく弧を描き乍ら走行を西に変じて北側より入る

4 号溝状遺構と合流し、 1 号溝状遺構に落ちるもの

である。

4 号溝状遺構

4 号溝状遺構は 3 号溝状遺構の西側に近接し、南

部においては 3 号溝状遺構と走行を共有する。 3 号

溝状遺構に比し本遺構の方が深いが、新旧関係を特

定することはできなかった。また、 2 号道状遺構と

の新旧関係も確認できなかった。尚、時期の特定は

難しいが、覆土中より陶器片が出土しており、本遺

構が中世遺構の所産である可能性が考えられる。

概ね南々東に走行を

もって15m程走り、

3 号溝状遺構と合流

する。合流地点で走

行を西に変じ、4.5m

程走って 1 号溝に落

ー ー ー
゜ 10cm 

ち込むというプラン 第36図 4 号溝状遺構出土遺物

を持つ。断面形態は薬研に近いが、底面は丸底を呈

する。上幅は34cm程を測り、深さは24cm程である。

覆土の一部には軽石 (As-B か）を含んでいる。

5 号溝状遺構

5 号溝状遺構は調査区中部北寄りに所在し、遺存

状況はかなり悪い。粘質土を覆土とする。 3 • 4 号

溝状遺構との新旧関係は特定できなかった。

本遺構は 2 号道状遺構の東端付近から南に入り、

1 m程で走行を西に変じて12m程で 1 号溝状遺構に

達する。溝幅は28cm程を測り、深さ 9 cm以下と浅い。

29 



第 4 章 検出された遺構・遺物

6 号溝状遺構（付図 2)

本遺構は調査区南西部に所在する。東は地山を隔

てて 2 号溝状遺構に近接し、西は調査区外で直ぐに

滝川の川岸に出る。南北37.2m 東西6.8m の範囲で

調査したが、壁面には溝状の落ち込みが数条見える

など全体として不整形であるため、滝川の旧河道で

あろうと判断した。

須恵器・瓦片等が出上するが、寧ろ 2 号・ 7 号溝

状遺構と排水遺構との関連から当該期の遺構ではな

いかと判断されるのである。

、三：＝謬／／

乙一曰｀
疇］

疇戸］｀
ロ

ロニニ〗 ゜

仁＇こニニコ：

3
 

10cm 

第37図 6 号溝状遺構出土遺物

7 号溝状遺構（付図 2)

本遺構は調査区外南部に位置し、 2 号溝状遺構と

6 号溝状遺構（旧河道）とをつないでいる。排水遺

構の西縁部を通り、その新しい段階の遺構の一部を

構成していると判断される。 2 号• 6 号溝状遺構と

の接続点の高低差は30cm程あり、本遺構は南の 2 号

溝状遺構から北の 6 号溝状遺構に放水するための水

路でなかったかと考えられる。

本遺構の長さは12. 7m で、溝幅は1. 07~2.97m 、

深さ 20~87cm を測る。断面形態は箱堀に近い。

8 号溝状遺構

本遺構は排水施設の北、 2 号溝状遺構と 6 号溝状

遺構（旧河道）の間の鞍状の地山に、東西方向に堀

り込まれている堀切状遺構である。この地山層の上

には 2 号溝状遺構に切られる砂質土層が乗るが、掘

削段階でこれを除去していたため、どのレベルから

30 

掘り込んだものかは特定できなかった。また遺構の

延長は 2 号溝状遺構の東壁には達していないので、

東側は 2 号溝状遺構の範囲内で立ち上がるものと思

われる。尚、本遺構は位置や形状から 9 号・ 10号溝

状遺構と対をなす可能性を持っている。

本遺構の残存長さは2.5m 、幅45cm 、残存深さ 45cm

であり、箱堀状の形態を呈する。底面は概ね平らで

5 cm程西に傾いている。

9 号溝状遺構

本遺構は対になると考えられる平行する 8 号溝状

遺構の北10.5m 、 10号溝状遺構の南8.lm に位置す

る。 8 号溝状遺構と同様、地山に堀切状に掘り込ま

[
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掘り過ぎがあったため詳細 第38図

は不明だが底面も西側に 9 号溝状遺構出土遺物

数cm低くなるようである。

10号溝状遺構

本遺構は対になると考えられる 8 • 9 • 10号溝状

遺構群の最も北側に位置し、 8 • 9 号溝状遺構と同

様に地山を東西に切る掘切状の掘り方を持つ。遺構

の西側は調資区外に出るが、東はやはり 2 号溝状遺

構の中で立ち上がると判断される。時期などは特定

できなかったが、西壁セクションの観察所見による

と本遺構の上面は旧河道 (6 号溝状遺構）に削られ

ていた可能性が考慮される。東側が 2 号溝状遺構の

中で立ち上がることを併せると、 2 号溝状遺構の廃

絶後、比較的早い段階で掘削されたものと思われる。

8 号・ 9 号溝状遺構と併せて、比較的規則性を以て

掘削されているため、耕作または滝川の護岸に拘わ

る遺構と想定される。

確認出来たのは約2.7m の範囲であり、溝幅は31

~48cm、深さ 50cm程を測る。薬研堀状の形態を持ち

底面は東西で 5 cm の比高差を示して西に下がる。
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第 2 節 I 面の調査

“:L9950m 

1. 褐色土 (7.5YR4/3) 砂質土で均ー。

2. 褐色土（7.5YR4/3) 砂質土。灰白

色粘質土プロックをわずかに含む。

3. 褐色土 (7. 5YR4/3) 砂質土と灰白
色粘質土、黄灰色粘質土プロソクの混

土層。

4. 黄灰色土 (2. 5YR4/l) 均ーで粘性

の強い層。

L=99.50m 
100.00 

8 8' 
。。

轟
1. 灰黄褐色土 (10YR4/2) 均ーで粘性の

強い層。

2. 褐灰色土 (10YR4/l) 粘質土と砂質土
の滉土層。

未注記

L=99.40m 

C' , 

1.にぶい黄褐色土(lOYR5/4) 砂質土。

明黄褐色を呈する細砂粒と粘質土小プ

ロックを含む。

2. にぶい黄褐色土 (10YR5/4) 1 層に類

似するが灰白色細砂粒をプロック状に含

む。

3. にぶい黄褐色土 (10YR5/4) 1 • 2 層
に類似するが、全体に細粒でマンガン大

粒を含む。

4. 黒褐色土 (10YR3/l) マンガンの大粒

とプロックを多量に含む。

5. 褐灰色土 (10YR4/l) 細かな砂質土で、

粘性がある。

lm 

• 9 • 10号溝状遺構
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第 4 章 検出された遺構・遺物

12号溝状遺構

本遺構は、 I 面の南半、東壁に近接して発見さ

れ、方向性は、 N90°Wで、東・西にある。溝の規

模は、長さ 2.4m 、幅0.23m を測り、横断面形は U

字状を呈する。時期は、溝を埋めている土壌が、標

準土層w層に類似のため、古代であろうか。

〗:—三i

19号溝状遺構

本遺構は、調査区の北部に位置し、 1 号溝状遺構

に並行し、末端は、 1 号溝状遺構と交わる。 19号溝

状遺構のある一角は、調査地中では、微地形上の高

将喜

L=l00.30m 
刷4+3

1. 灰黄褐色土(10YR4/2) 褐色土と黒褐色土の粒子を含む。 W層

に類似する層。

2. にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粒径 3 ~ 5 ̀ ')の褐色粒を含む。

゜ 60 2m 
崎靡

第40図 12号溝状遺構

18号溝状遺構

本遺構は調査区外の北部に位置し、 1 号井戸の北

側から 1 号井戸、 2 号サク状遺構部分を通り乍ら調

査区の東へ出ている溝状遺構である。断面観察によ

ると本遺構の覆土は As-C を多く含み、本遺構の上

に Hr-FA が乗っていることから、本遺構は 2 号サ

ク状遺構・ 1 号井戸より古いものである。

18号溝状遺構は南北方向を基本とする走行を呈

し、南端近くで弧を描いて東よりに走行を変じてお

り、全体で約14.5m に亙って調査を行った。溝幅は

29cm 、深さ 14cm を測り、底面は丸底を呈する。

10 
10 

ロニ二 10cm ゜ 4m 

第41図 18号溝状遺構出土遺物 第42図 18 • 19号溝状遺構
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位を縦走しており、溝設置に意図的な計画性を感じ

る。方向は Nl6°E を、規模は、長さ 17.76+am 、

最大幅0.72m を測るが、上方は、現滝川の河川部分

に削られ、下方は、 1 号溝と重なる。

なお、東方には、本溝状遺構より小規模ながら、

18号溝が、南北走してある。

7. 排水遺構

本遺構は調査外南部の 2 号溝状遺構と 6 号溝状遺

構（旧河道）の間、 2 つの溝をつなぐ 7 号溝状遺構

の中程に接してその東に位置する。本遺構は大きく

は 2 つの時期に分けられ、遺構を構成する盛土状の

第 2 節 I 面の調査

遺構と、少なくも 4 本の杭列が発見されている。平

成 5 年度の調資区、農業用水路と滝川の合流点から

126m 南の滝川と用水路が狭まった地点にあった、

オーバーフローした水を滝川に流すための施設と考

えられる。滝川の用水側に張り出した部分に用水に

平行に 3 本の杭を打ち横木を渡して壁を造った構造

物との類似点から本遺構を排水遺構とした。

43図に示した本遺構の上位、即ち新しい段階の遺

構は 2 号及び 6 号溝状遺構を画する鞍状の土地を削

り出して造られた、 7 号溝を西縁とする南北4.6m 、

東西4.4m の方形を基調としたプランを持つ区画で

i ＼口＼i ¥ 

\ 

A

0

 

L=99.30m , 
A

0

 

B
o
 

L=99.!0m , 
B
o
 

゜ 1: 40 1 m 

1. 黒色土 (7.5Y2/l) 細砂粒を含む粘性のある

ヘドロ状の層。

2. 灰白色土 (2. 5Y8/2) 地山の粘質土。

3. 黄灰色土 (2.5Y4/l) 砂質土と粘質土の混土

層。

4. 灰白色土 (2.5Y8/2) 2 層土をプロソク状に

含む層。

5. 黄灰色土 (2. SY 4/1) 3 層に類似するが、粘

質土の含有量が少ない。

6. 灰白色土 (2.5Y8/2) 4 層と同じ。

7. 黄灰色士 (2.5Y5/l) やや粗めの砂質土。

8. 黒色土 (lOYRl.7 /1) 泥炭層のような黒く緻

密な層。

9. 褐灰色土 (10YR4/l) 砂質でわずかに黒色の

粘質土を含む。

10. 黒色土(lOYR l. 7/1) 8 層と同じ。

11.褐灰色土 (10YR4/l) 9 層に類似するが、や

や粒径が小さい。

゜
1 : 80 4m 

第43図排水遺構（ 1)
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第 4 章 検出された遺構・遺物
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麟
第44図

ある。この区画の底面は概ねフラットで、北縁の 7

号溝状遺構の出口付近にはその流れをせき止めるよ

うに小さいピットからなる杭列が遺存していた。杭

列の個々の小ビットには切り合い関係のあるものも

あることから、少なくも 1 回以上の杭列の打ち直し

のあったことが想定される。また東の堤状の部分の

中程に 1 カ所、ピットが検出され、北東隅の低部に

34 

ぁ

＄笞筈

゜排水遺構 (2)

99.50 

99.40 

98,80 

98.75 

o o 

o o 

;,;o, 

mo 
L=99 20m 

1 80 4m 

穿たれたピットは木杭（第45図）が出土した。

44図に示したのは古い段階の遺構である。遺構の

特徴は 3 列程確認された杭列であり、 3 つの杭列は

それぞれ小ピットからなっており、柱間の検証等か

ら各杭列毎に 1 回以上の打ち直しのあったことが想

定され、 3 つの杭列は凡そ北東を向くが、それぞれ

走行を違えることから構造物の造り変えは 6 回以上



第 2 節 I 面の調査
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エニニニコ：
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ロ

e8  

3 区

゜ 10cm 

1 面遺構外出土遺物

I 面の調査では、遺構外とした遺物の出土は極め

て少なかった。実測可能な遺物は第46図に示した 8

点だけである。出土地点は違うが 1 • 3 • 4 の土師

器坪は、丸底で口縁部がわずかに内湾する器形であ

口縁部横撫でと底部箆削りの間に調整の不明瞭

2
 

な部分が認められることなどから 8 世紀代前半の所

゜
産であろう。 6 の口縁部が外反する皿状の杯は、 7

 ゜ 10cm 世紀末から 8 世紀前半の短い時期に特徴的なもので

第45図 排水遺構出土遺物 あり、 口径の大きさから前記の土師器杯と同じ時期

あったものと判断される。

6 号溝状遺構を画する鞍状の地山部分が低くなった

区域に在り、

これらの杭列は 2 号及び

2 号溝状遺構の流路が東にずれる部分

に当たって杭列の方向はこれに合致する。杭列のあ

る部分は付近に比べ低くなっていることから、古い

段階の遺構は水流を制御するか、 オーバーフローす

る水量を調節する目的があったものと考えられる。

に属すると思われる。 5 の土師器杯は、平底で体部

が直線的な器形であり、先の土師器杯よりは後出の

要素である。 7 の須恵器杯は口径も小さく、作りの

粗雑さから 10世紀代でも後半以降のものであろう。

以上のように遺構外として捉えた遺物の時期は、

ほぽ当遺跡で検出された遺構の時期とオーバーラッ

プしている。
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第 4 章 検出された遺構・遺物

第 3 節 1I 面の調査

1.サク状遺構

2 号サク状遺構

当サク状遺構は、 X21~23-Yl4 • 15 グリッド内

に位置している。確認は VI層土上面で行った結果、

9 条のサク条遺構を検出した。

サク状遺構の規模は、一条の幅が0.2m~0.5m 、

残存深度が10cm 、サク状遺構間の幅がl. Om~2.0m

である。走向方向は一定していないが、最も長く検

出された部分で計測すると W-11°20'- S である。

充填土は、調査区際の土層断面観察によればブ

ロック状の Hr-FA が主体であった。このテフラは

周辺で面的な堆積をしているが、この面が耕作され

たとは考えにくい。したがって当遺構は Hr-FA 堆

積以前の遺構であり、畠であったとするとウネ部分

は削平されたものと思われる。

) 

l
l
\

、
一 量三

2

号
住

゜ 1 : 60 1.5 m 

1. 黒褐色土 (7. 5YR3/l) 

As-C と赤褐色・黄褐色

粒を微最に含む。

2. 褐色土 (7. 5YR4/3) 

As-C を微最に、 Hr-FA

ブロソクを多量に含む。

3. 黒色土 (10YR2/l)

Vil層土をプロック状に含

む。

4. 黒色土(lOYRl.7/1) 

As-C層。

゜ 1 : 120 和 m

第47図 2 号サク状遺構

2. 水田跡

当遺構は、 X 1~14-Yl2~15グリッドの広範囲

にわたって検出した。この範囲はちょうど 1 • 2 号

溝状遺構で区切られた調査区内台地部分の南側半分

に当たる。実際には調査区北側部分にも Hr-FA の

堆積は観察されていることから、遺構が連続してい

ることは確実ではある。しかし、北側部分には奈良

時代以降の住居跡や中世以降の井戸跡などの遺構の

他、攪乱も多く面の残存が極めて稀薄であったため

に、ここでは状態の良好な南側部分を主体的に扱っ

ていくことにしたい。ここで水田跡として扱ったの

は、 Hr-FA (V 層土）下の面である。 Hr-FA は W

層土下にほぼ全面にわたって 5 cm程度の厚さで堆積

していたが、この上面はほぼ水平の堆積であり、人

の手が加わったような変化は認められなかった。し

たがって遺構の調査は、この Hr-FA を除去するこ

とに終始し、 VI層土 (As-C を含む）上面を露呈さ

せ、この面を遺構面として捉えた。

検出した面の北側部分の X11 • 12 -Y 13 • 14 グ

リッド辺りにわずかな窪地が認められる他は、ほぼ

全体に平坦面であり、この平坦面に多数の小穴が検

出された。小穴の規模は、径10~14cm 、深さ 1 ~5 cm 

と一定していない。小穴内には Hr-FA が充填して

おり、 Hr-FA 堆積以前の段階にすでに検出した状

況を呈していたことがわかった。小穴の分布には特

に一定の傾向を捉えられるような状況にはなかった

が、 2 点ほど注目したことがある。第 1 点は、先述

の窪地には周辺と比較して明らかに小穴が少なかっ

たことであり、第 2 点は北側部分で小穴が直線的に

連続する場所が数力所見られたことである。これら

の小穴がどのような過程で形成されたものか判然と

しないが、耕作物の引き抜き痕または耕作痕等、い

くつかの可能性が考えられる。

以上のように Hr-FA 下の面（または As-C 上面）

を水田跡として捉えたものの、水田区画が検出され

たわけではなく積極的根拠にかけている。しかし、

プラント・オパールの分析からは、この面で稲の栽

培があった可能性は高いとの結果を得ている。
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第 4 節 rn 面の調査

第 4 節 1II 面の調査

1. 水田跡（附図 3)

当水田跡は、 II 面 (Hr-FA 下）の水田跡より下

面の As-C を多量に含む層 (VI層土）を除去するこ

とによって確認したもので、 VII層土中に畦の痕跡を

残していた。水田の区画が検出されたのはX2~ 7 

-Y 13 • 14 グリッドの範囲であり、検出した区画は

全部で18区画で、形状・規模等のわかるものは半数

の 9 区画である。区画の形状は、長方形・台形・不

定形と 3 種に便宜的に分類したが、基本的には南北

に長い長方形 (4 の区画は東西に長い）である。

ほぼ全容を捉えられる区画の規模は、長辺が

2.70m~4.32m 、短辺が1.86m~2.46m 、面積は

5.44m'~8.50m'で、平均、 6.92吋である。

長辺の方位は、 1 ~3  • 5~11 の区画がN-

11 ゜30'-W 、 4 がN-13°-W 、 12~19がN-21° ―

Wで、北半の一群と南半とでは若干の違いがある。

区画を構成する畦畔は、図中の等高線を見てもわ

かるように残存状態がきわめて悪く、最も残りの良

い場所でも水田耕作面との比高差は40cm程度であ

る。調杢の時点では斜方向からの観察によってかろ

うじて区画位置が判断できるような状態であり、水

口は一カ所も捉えることはできなかった。畦の幅は

40~50cm程度であり、 20号溝状遺構と水田区画との

間の畦は1. 3m と広く、大畦である可能性が高い。

水田の広がりは東側に延びていくのは区画の検出

状況から確実である。また、西側は、 1 • 5 等の区

画が 2 号溝状遺構に削り取られたような状況が認め

られることから、本来は広がっていたと考えられる。

しかし、 1 ~ 4 の区画以北については、水田区画は

まったく検出できず、 20号溝状遺構と並行するよう

に検出した大畦を境南北に大きな違いがある。

水田面として捉えた土層のプラント・オパール分

析によれば、 VII層土中の残留量はきわめて少なく稲

作の可能性が低いとの結果がでた。これに反して上

層 (VI層土）の残留量はきわめて多いことから VI層

土を耕作土とする水田の可能性も考えられる。
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第49図 II1 面水田跡畦畔部分

水田計測表

No. 
規 模

平面形
面 積

長辺 (m) 短辺 (m) (m') 

I 3 30 不定形

z 3. 72 2.04 台形 6.264 

3 3.48 1.86 台形 5.436 

4 3.12 2.46 台形 (6.552) 

5 

6 3.66 2.22 長方形 7.632 

7 3. 72 2.16 長方形 7.812 

8 3.84 不定形, 4.32 2.16 長方形 8.496 

10 (4.20) (2 22) 長方形 (9.144) 

11 

12 

13 3. 72 2 22 長方形 6.228 

14 3.54 不定形

15 2. 70 不定形

16 2.82 (2.28) 不定形

17 (2.28) 不定形 (7.25) 

18 
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第 4 章 検出された遺構・遺物

2. 溝状遺構

II1 面（As-C 下）の調査で検出した溝状遺構は20

~23号までの 4 条である。 As-C は後世の遺構が比

較的密に検出された調査区北側の部分を除いてほぼ

全域に残存していたが、溝状遺構の検出されたのは、

調査区中央の限られた場所である。
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゜ 1: 240 6m 

第50図 21 • 22 • 23号溝状遺構

20号溝状遺構

当溝状遺構は、 X 7 -Y 13 • 14 グリッド内に位置

している。当遺構は大畦と考えられる高まりの北側

に沿うように検出されており、これを境として南側

に水田区画が展開し、北側には区画がまったく認め

られていない。 VI層土を除去した段階で確認されて

おり、遺構全体が As-C 層に覆われていたことにな

る。検出した規模は長さ 10.5m 、幅0.3m 、深さ 3 cm 

であり、走向方位は E -9 ー-Nである。検出の状

況から 1II 面の水田に係わる溝であろう。

21 号溝状遺構

当溝状遺構は、 X10 • 11-Y 13~15 グリッド内に

位置している。当遺構は、全体に As-C 層 (VI 層土）

によって覆われて確認された。遺構は VII層土を溝状

に掘り込んだものではなく、踏み固められたような

40 

状況があり、道の可能性が商い。検出した規模は、

長さ 8.8m 、幅5.4m 、深さ 12cm ほどで、走向方位は

E -15ー-N である。

22号溝状遺構

当溝状遺構は、 Xll • 12-Y 13~15 グリッド内に

位置している。遺構の確認は、 VI層土を除去するこ

とで行ったものであり、 VII層土中の遺構検出状況は

21号溝状遺構と類似している。遺構の上端は不明瞭

で、溝として掘り込まれたとは考えにくい。検出し

た規模は、長さ 1 1. 2m 、幅0.5m 、深さ 3 cm であり、

走向方位は E -10ー20'-N と 20号溝状遺構と並行す

るような関係にある。

23号溝状遺構

当溝状遺構は、 X9~13-Yl3 • 14 グリッド内に

位置しており、 21 • 22号溝状遺構とは直行する関係

にある。遺構の確認は VI層土を除去して行ったもの

であり、 21 • 22号溝状遺構と共通しており、時期的

にもごく近い関係にあるものと思われる。遺構の検

出状況から、 21 • 22号溝状遺構と同様に、 VII層土中

に掘り込まれたというよりは踏み固められたものと

判断した。検出された規模は、長さ 19.0m 、幅0.2m 、

深さ 3 cm であり、走向方位は湾曲しているために捉

えにくいが、ほぽN-9°-Wである。

第 5 節 w面の調査

1. 溝状遺構

24号溝状遺構

当溝状遺構は、 X5~11-Yll~14グリッド内に

位置している。 m面（As-C 下）水田面の調査後、

掘り込み遺構が稀薄で下面の残存状態の良好な調査

区南側を対象として、下層中の遺構確認を実施した。

面的な掘り下げを実施した結果、基本土層の VII層土

に対比される部分が上下 2 層に分層できることが判

明したが、これらの層中においては何等遺構の存在

は認められなかった。引き続いて掘り下げを行い VIII

層土上面の段階で後述する倒木痕と共に当溝状遺構

のプランが検出された。

検出した遺構の規模は、長さ直線で27.6m 、幅
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1.黒褐色土（lOYRZ/3) As-C下の水田土壌で、粒径0.5~ 2 \}の

白色粒子を均ーに含む固くしまった層で基本土層の VII層に対比さ
れる。

2. 黒褐色土 (10YR3/l) 1 層に近似するが、やや色調が灰色に近

い。白色粒子含有量は 1 層と同じ。珊層に対比か。

3. 黒褐色土 (2.5Y3/l) 粒径0.2 勺程度の白色粒子をわずかに含

み、非常に固くしまっている。

4. 黒褐色士 (2.5Y3/l) 3 層に近似するが、白色粒子含有量がや

や多い。

5. オリープ黄色 (5 Y6/3) 

ずかに混じる。

6. オリープ黒色 (5 Y3/l) 酸化鉄を多く含み、わずかに白色粒

子を含む。粘性・しまり共に強い。漕層に対比か。

7. 灰色 (5 Y5/l) 酸化鉄と白色粒子を多量に含み、固くしまっ

ている。 1X層に対比か。
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0.4~0.7m 、深さ 27cmであり、走向方向は、南から

若干蛇行しながら北西方向 (N-24°30'-W)

Xll-Yl3付近で西 (W- 3ー -N) かし‘、

を変えている。

土層断面の観察によれば、

に向

1 • 2 層が耕作などに

よって攪拌されている土層でないかぎり、当遺構の

掘り込み面は VIII層土上面である可能性が高いことに

なる。 VIII層土の形成時期について確証は得られてい

ないが、同じ前橋台地上の他遺跡の所見からすると

総社砂層に対応するものと考えられる。 したがって

IX層土プロック主体で、 4 喝土がわ

に走向

ヽ/ 

/‘ 

/

/

 
/
、
一

、
い
こ

／
，
倒

]
I

//, 
,/’/,\` 

/
’
/
\
、

／
ー
，
1

，

当遺構の構築時期は、総社砂層形成以降で As-C 降

下以前ということになる。遺物の出土がまったくな

かったため、遺物からの時期の特定はできなかった

が、 As-C からの間層の形成状況などから類推する

と、弥生時代までさかのぽる可能性は十分あるもの

と考えている。

当遺構の充填土は、最下層の 5 層中に 1X 層土ブ

ロックが認められる以外、粘性の強い黒褐色の同質

のものであり、砂層などの形成が見られないことか

ら水の作用について確認することはできなかった。
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第 4 章検出された遺構・遺物

2. 倒木痕

ここで倒木痕としたのは、 X 8 ~10-Yl3 • 14 グ

リッド内から隣接して検出された 4 カ所の楕円形プ

ランの逆転層である。

倒木痕を確認した面は、 24号溝状遺構同様に VIlI層

土上面であり、掲載した平面図（第51図）に線で表

示してあるように、楕円形プランの内側に三日月形

の黒褐色土部分があるために明瞭に判断することが

できた。倒木 3 • 4 は24号溝状遺構と重複しており、

検出状況から溝状遺構が新しいことは明らかである

が、このことによって倒木痕の形成された時期を特

定することはできない。断面観察などの調査所見か

ら、倒木 1 が南東、倒木 2 が西、倒木 3 が北西、倒

木 4 が南東方向に倒れた可能性が高い。

3. 自然流路

y 10 
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1 : 600 20m 

第52図 自然流路

自然流路として扱ったものは、 2 号溝状遺構の調

査において壁面で観察された部分を拡幅調資するこ

とによって検出したものであり、 Xl5~17-Yll~

15 グリッド内に位置している。

検出した長さは20m ほどであり、幅も一定せず弱

く蛇行している。走向方向は北西方向から南西方向

に向かい、 2 号溝状遺構との接点で方向を北西方向

に変えているようである。

42 

充填土中位には総社軽石が薄く堆積しており、縄

文時代前期頃にはすくなくとも流れがあったものと

思われる。実測可能な出土遺物は 2 点の石器だけで

あるが、細片の土器片の出土もあり、先の軽石との

矛盾はない。

L=99.40m 

］．褐灰色土（7.5YR4/l) 砂質土。斑状に酸化鉄が凝縮する。

2. 褐灰色土 (7. 5YR4/l) I 層に類似するが、色調が明るい。

3. 褐灰色土 (7.5YR4/l) 1 • 2 層と比較して粒径が粗い。

4. 黒褐色土 (2.5Y3/]) 白色細粒を上層に多く含み、粘性が強く

固くしまっている。

5. 灰黄褐色土(IOYR5/l) 細砂粒を含むが、全体に粘性がある。

酸化鉄が斑状に凝縮している。

6. 黒褐色士 (IOYR3/l) 7 層土のプロソク。

7. 黒色土 (IOYRZ/]) 粘性の強い非常に固くしまった層で、中層

にAs-FAが層状に入る。

8. 灰色土 (5 Y5/]) 灰色粘質土小プロソクと白色粒を多鼠に含

み、固くしまっている。

9. 灰色土 (5 Y4/l) 8 層中に含まれている粘質土を主体とした

層。

10. 黄灰色土 (2. 5Y4/l) 粘質土と灰色～白色粒で構成された層。

非常に固くしまっている。

゜ 1 : 60 2m 

第53図 自然流路セクション

2
 

ご。 10cm 

第54図 自然流路出土遺物



第 6 節その他

第 6節その他

1. As-B 下耕作面

第 1 章第 2 節で既述したように、我々は経験上、

小さく、寧ろ As-B に近似していたため As-B と誤

認してしまっていた。鑑定所見によって純堆積に近

い As-B 層（標準第 III 層、第 2 章第 2 節参照）の遺

存を知ったのであるが、既に確認可能区域のほとん

どを Hr-FA 上面までは掘削してしまっていたため、

調査できたのは耕作地との関係で多少掘り残しの

あった調査区中部の東壁際の南北36. 6cm、東西は北 Xl5 

のと判断され、第 5 章（45~51頁）に報告されるよ

うに第 m層そのものからのプラント・オパールの検

出も無かった。面の状態からは寧ろ畠と考えられる。

尚、下位層の第W層土からイネを中心にヨシやタケ

亜科等のプラント・オパールが報告されている。

Xl6 

で 9 cm、南で41cm を測る細長い範囲のみであった。

第 III 層下面には、多くが径20~25cm 、深さ 5 ~6 cm 

以下の小さく浅いピットが全体に密集して分布して

いた。しかし、その分布状況は南部がやや薄い傾向 Xl4 

にあり、また調査範囲の中位には70cm程の幅で多少

の空白があって南北両側の分布状況との比較からこ

の部分には通路の存在が想定されるのである。

第 III 層については As-B 降下後の耕作による攪拌 Xl3 

という考え方があり、一方でその下面に水田面を想

定したが凹凸が激しいため水田面の可能性は無いも

Yl5 
Xl2 

Xll 

XlO 

X 9 

Yl5 

゜ 1 : 600 20m 
゜ 1 _ 200 Sm 

第55図 As-BP 下耕作面調査位置 第56図 As-BP 下耕作面
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第 4 章 検出された遺構・遺物

2. 試掘調査

ー級河川滝川河川改修工事に伴う試掘調査は、平

成 3 年10月以降数度にわたって群馬県教育委員会事

務局文化財保護課によって実施された。試掘調査は

掘削機械を使用して河川改修場所に南北に縦断する

ようなトレンチを設定し、底面及び断面の観察から

遺構の有無を判断している。滝川の河川改修により

掘削される範囲は、バイパス的な放線設定がされた

部分は比較的広いが、大半の部分は現河川を拡幅す

る計画であるため台地を切り込む範囲は狭かった。

このためにトレンチは河川左岸に 1 本設定するにと

-------ｭ~ -------

101.9 

I 

I 
I 

I 

I 

I 

‘ヽ＇
`’--, . 
I 

101. 9は標嵩 ゜ I• 1000 25m 

どまっている。こうした試掘調査の結果、箱田橋よ

り下流域が一次調査対象区域として範囲設定がなさ

れた。その調査内容についてはこれまで詳述してき

たとおりである。ここでは、箱田橋より上流部の試

掘調査を実施した段階で検出され、この試掘調査部

分を拡幅して記録保存を実施した遺構について簡単

に報告しておきたい。検出した遺構は、溝状遺構 1

条とピット 2 基である。溝状遺構は幅4.2m 、残存

深度30cm、検出した長さ 3.3m と断片的であるため、

溝であるとの確証が得られたわけではない。土層断

面で見る限り、溝状遺構の掘り方は曖昧であり、 V·

VI層土の堆積が認められることから時期が古墳時代

まで遡ることだけは確実である。ピットは上述の溝

状遺構のすぐ南側に 2 基並んで検出されたもので P

1 が径60cm 、残存深度24cm であり、p 2 が径30cm 、

残存深度10cm である。先の溝状遺構より新しい時期

のものであることは確実であるが、時期の特定はで

きていない。

\ 

> 

l

>

 

1. 黒色土粘質土。

2. 暗褐色土 粒径10 凡1程度の炭化物粒を少絨含む。

゜ 1 : 120 4m 

第57図 南部滝川橋以北試掘調査位置 第58図 試掘調査時検出遺構
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箱田古市前遺跡のプラント・オパール分析

第 5 章自然科学分析

箱田古市前遺跡のプラント・オパール分析 古環境研究所

1.はじめに

箱田古市前遺跡では、発掘調査において榛名ニッ

岳渋川テフラ (Hr-FA) 直下層と浅間 C 軽石（As-C)

直下層から畦畔状遺構が検出され、それぞれ当時の

水田跡と見られていた。また、 Hr-FA 直下層の一

部と浅間 B テフラ (As-B) 直下からは畝状（サク状）

遺構が検出されていた。

この章では、プラント・オパール分析を用いて、

これらの遺構における稲作跡の検証を試みた結果に

ついて報告する。

2. 試料

1992年11 月 17 日に現地調査を行った。調査地点は、

2 区東壁、 2 区 1I 面、 1 区 1I 面の 3 地点である。各

地点の Hr-FA 直下層および 2 区東壁の As-C 直下

層からは畦畔状遺構が検出され、それぞれ第 1I 面、

第 2 面水田遺構とされていた。また、 2 区 1I 面の

As-B 直下層および Hr-FA 直下層の一部では畝状

遺構が検出されていた。各地点の土層の詳細につい

ては、 4 頁を参照されたい。試料は、容量50c出の採

土管およびポリ袋等を用いて、各層ごとに採取した。

3. 分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・

オパール定量分析法（藤原1976) 」をもとに、次の

手順で行った。

(1) 試料土の絶乾（105℃ •24時間）仮比重測定

(2) 試料土約 1 gを秤量、ガラスビーズ添加（直

径約40µm 、約0.02 g) 

※電子分析天秤により 1 万分の 1 9 の精度で秤

量

(3) 電気炉灰化法による脱有機物処理

(4) 超音波による分散（300W • 42KHz • 10分間）

(5) 沈底法による微粒子 (20 µm 以下）除去、乾

燥

(6) 封入剤（オイキット）中に分散、プレパラー

ト作成

(7)検鏡・計数

同定は機動細胞珪酸体に由来するプラント・オ

パール（以下、プラント・オパールと略す）をおも

な対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、

ガラスビーズ個数が300以上になるまで行った。こ

れはほぼプレパラート 1 枚分の精査に相当する。試

料 1 ，ぁたりのガラスピーズ個数に、計数されたプ

ラント・オパールとガラスビーズ個数の比率をかけ

て、試料 1 g中のプラント・オパール個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数

（機動細胞珪酸体 1 個あたりの植物体乾重、単位：

lo-5 g）をかけて、単位面積で層厚 1 cm あたりの植

物体生産量を算出した。換算係数は、イネは赤米、

ヨシ属はヨシ、タケ亜科はゴキダケの値を用いた。

その値は、それぞれ2.94 （種実重は1. 03) 、 6.31 、

0.48である（杉山・藤原1987) 。

4. 分析結果

プラント・オパール分析の結果を表 1 および図

59、図60に示す。なお、稲作跡の検証および探査が

主目的であるため、同定および定量は、イネ、ヨシ

属、タケ亜科、ウシクサ族（ススキやチガヤなどが

含まれる）、キビ族（ヒエなどが含まれる）の主要

な 5 分類群に限定した。巻末に各分類群の顕微鏡写

真を示す。

5. 考察

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般

にイネのプラント・オパールが試料 1 gあたりおよ

そ5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そ

こで稲作が行われていた可能性が高いと判断してい

る。また、その層にプラント・オパール密度のピー

クが認められれば、上層から後代のものが混入した

危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われて

いた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基
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第 5 章 自然科学分析

準にもとづいて、各地点ごとに稲作の可能性につい

て検討を行った。

(1) 2 区東壁地点

As-8 直下層、 Hr-FA 直下層、 As-C 直下層につ

いて分析を行った。その結果、これらの各層からイ

ネのプラント・オパールが検出された。このうち、

As-8 直下層（試料 B51) ではプラント・オパール

密度が7,800個／gと商い値である。したがって、同

層で稲作が行われていた可能性は高いと考えられ

る。第 II 面水田遺構（畦畔状遺構）が検出された

Hr-FA 直下層（試料 B52) では、密度が、 4,500個

l gと比較的高い値である。また、同層は直上を

Hr-FA 層で覆われていることから、上層から後代

のプラント・オパールが混入した危険性は考えにく

い。したがって、同層で稲作が行われていた可能性

は高いと考えられる。なお、第 II1 面水田遺構（畦畔

状遺構）が検出された As-C 直下層（試料B53) で

は、密度が700個／gと低い値である。

(2) 2 区 II 面地点

As-B 直下層、 Hr-FA 直下層、 As-C 直下層につ

いて分析を行った。その結果、これらの各層からイ

ネのプラント・オパールが検出された。このうち、

畝状遺構が検出された As-B 直下層（試料B 56) で

は密度が14,000個／gと非常に高い値である。した

がって同層で稲作が行われていた可能性は極めて高

いと考えられる。第 II 面水田遺構（畦畔状遺構）が

検出された Hr-FA 直下層（試料 B57) では密度が

6,800個／gと高い値である。したがって、同層で稲

作が行われていた可能性は高いと考えられる。

As-C 直下層（試料 B 58) では密度が1,400個／gと

低い値であることから、同層で稲作が行われていた

可能性は考えられるものの、上層などからの混入の

危険性も否定できない。

なお、本地点では Hr-FA 直下層の一部で畝状（サ

ク状）遺構が検出されていた。同遺構から採取され

た試料 B54 と B55について分析を行った結果、イネ

のプラント・オパールが3,100個／ g、 7,900個／ gと

高い密度で検出された。したがって、同遺構で稲作

46 

が行われていた可能性は高いと考えられる。

(3) 1 区 1I 面地点

Hr-FA 直下層、 As-C 直下層について分析を行っ

た。その結果、第 1I 面水田遺構（畦畔状遺構）が検

出された Hr-FA 直下層（試料 B 59) からイネのプ

ラント・オパールが検出された。密度は7,900個／，

と高い値である。したがって、同層で稲作が行われ

ていた可能性は高いと考えられる。 As-C 直下層（試

料 B60) からはイネのプラント・オパールが検出さ

れなかった。

6. まとめ

以上のように、第 1I 面水田遺構（畦畔状遺構）や

畝状遺構が検出された Hr-FA 直下層では、分析を

行ったすべての試料からイネのプラント・オパール

が高い密度で検出され、これらの遺構で稲作が行わ

れていたことが分析的に検証された。また、 As-8

直下層でもイネのプラント・オパールが多量に検出

されたことから、同層においても稲作が行われてい

た可能性が推定される。

なお、第 lll 面水田遺構（畦畔状遺構）が検出され

た As-C 直下層では、イネのプラント・オパールは

検出されたものの、密度は低い値である。プラント・

オパール密度が低い原因としては、 1) 稲作が行わ

れていた期間が短かったこと、 2) 土層の堆積速度

が速かったこと、 3) 採取地点が畦畔など耕作地以

外であったこと、 4) 稲の生産性が低かったことな

どが考えられるが、ここでの原因は不明である。
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箱田古市前遺跡のプラント・オパール分析

2 区東壁

試料名 深さ 層厚 仮比童 イネ （籾総量） ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

cm cm 個／g t /10 a 個／g 個／g 個／g 個／g

B51 38 16 1.06 7,800 13. 51 700 10 、 100

゜ ゜B52 57 8 0.99 4,500 3.63 11,700 4,500 900 

゜B53 65 15 1.19 700 1.24 9.600 10.400 700 

゜
2 区 Il 面

試料名 深さ 層原 仮比重 イネ （籾総最） ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

cm cm 個／g t /10 a 個／g 個／g 個／g 個／g

B56 37 18 1.17 14,000 30.22 800 14,000 2,400 

゜B57 57 7 1.00 6,800 4.83 1,700 6,800 800 

゜B58 64 11 1.17 1,400 1.81 12,600 10.400 

゜ ゜
2 区 II 面 1 号畝状遺構

試料名 深さ 層厚 仮比重 イネ （籾総誠） ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キピ族

cm cm 個／g t /10 a 個／g 個／g 個／g 個／g

B54 

゜
1.07 3,100 700 3,100 1.500 

゜B55 

゜
0.98 7.900 7,100 7,100 700 

゜
1 区 II 面

試料名 深さ 層厚 仮比重 イネ （籾総誠） ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キピ族

cm cm 個／g t /10 a 個／g 個／g 個／g 個／g

B59 38 7 0.94 7.900 5.34 15,800 17,100 

゜ ゜B60 45 8 1.01 

゜
0.00 2,500 4,100 800 

゜

2 区東壁 万個／g
゜

2
 

゜
2
 

As-B As-B 

2 区 1I 面 万個／g 1 区 II 面万個／g
゜

2
 

第59図 イネのプラント・オパールの検出状況
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第60図 おもな植物の推定生産最と変遷
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1. イネ

2 区 II 面 B55

2. イネ

2 区 II 面 B56

3. イネ

2 区東壁 B51 
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4. イネ籾殻

2 区東壁 B51 

5. ヨシ属

2 区 1I 面 B57

6. ヨシ属

2 区 1I 面 B57
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7. タケ亜科

2 区 II 面 B55

8. シバ属

2 区 I1 面 B56

9. イネ科の茎部起源

2 区 1I 面 B55

箱田古市前遺跡のプラント・オパール分析
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第 6 章 遺物観察

出土遺物について、土器類の多くは、スリー・ス

ペース （電子実測装置）により図化し、その補足と

破片の個体、石製遺物類を手実測として図化した。

遺物トレースは、整理班によった。

土器実測図の仕様は、次のとおりである。土器実

測図は、四分割の方法をとり、右断面とした。外形

線は、実線を用い、箆削りなど技法を示す線、形状

の補助線などは細線を用いた。それらの内訳けは、

形状を示す線を細線で、その補足を 1 点鑽線状に、

箆削目を細線状に、輛櫨目を破線状にして用いた。

箆削に関し、砂粒の移動を観察し、その移動方向と

同じ方向で、実測図中に矢印を添記した。点描図は、

主に石類に用い。多光源による陰影を意識して作成

した。

遺物の縮率は、 3 分 1 を基本としている。

観察表は、次頁以降に示した。項目蘭は、一部の

説明を巻頭の凡例で示した。追加説明すれば、挿

図・写真番号の項目では、例えば 1 号住居跡の第10

図 1 は、写真28 と表現したが、その際の写真28 は、

写真図版番号を示す。出土状態・残存状態の項欄の

遺物計測位置

口径

「］
ロ＿― -三ロロ鵞
しー」底径

口径

遺構細部名称は、本文と照合のうえ利用されたい。

計測値項は、下図に示した位置で測定した。胎土項

は黒色鉱物について言えば、鉄分の多い胎土中の粘

土粒が還元気味に焼成され、黒色化したと見える場

合や、白色鉱物も鉱物と異なる白色の粒子なども含

めて扱ったことを、 ことわっておきたい。鉱物の大

きさは、土器の製作にあたり主粘土材のほか造形上

や機能を果すために必要であったと考えられる添加

材の央雑の礫の大きさを捉え、砂粒・細砂粒と表現

し、その量を少・多で現した。焼成項は、観察上の

主要観点として、焼成された土器類が、還元・酸化

気味に焼成されたのか器表面上を捉え、還元焔・酸

化焔と表現した。中世焔気味の黄灰色の色調は酸化

側に含めてある。軟・硬の別は、須恵器・土師器の

種別単位で扱った。色調は、凡例のように、土色帳

中の色表現を用いたが、 日本工業規画表記とマンセ

ル表記は略した。遺構の土層注記は使用している。

器形・技法等の特徴は、備考要素を含めて添記して

ある。
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遺物観察

遺物観察表

1 号住居跡

挿図・写真 種 別 出土位僅 計測値
胎 土 焼成 色調 器形・技法等の特徴

番 方ロ 器 種 残存状態 （与＇）

第 10図 l 須恵器 カマド覆土 口径(17.0) 白色鉱物粒微 還元焔 灰白色 鞘櫨整形（右回転）。器面内外に弱く鞘輯整形

写真28 椀 破片 底径一 細砂粒少 硬質 痕を残し、腰部外面に回転箆削りを施す。

器高（ 6.2)

同図 2 須恵器 覆土 口径一 黒色細粒多 還元焔 灰白色 鞘輯整形（右回転）。底部回転糸切り後の付高

同上 椀 破片 底径 (8.0) 白色細粒微 硬質 台。底部と体部の境、及び高台端部の一部は

器高(l.9) 細砂粒少 故意に打ち欠かれた状態を呈する。

同図 3 須恵器 覆土 口径一 黒色鉱物粒少 酸化焔 にぶい 輛櫨整形（回転方向不明）。付高台に伴う調整

同上 塊 破片 底径一 白色鉱物粒少 やや軟質 黄橙色 により、底部切り離し技法は不明。高台の貼

器高(1. 4) 細砂粒多 付は比較的雑。

同図 4 須恵器 床直 口径 (18.0) 褐色細粒少 還元焔 灰白色 鞘櫨整形（右回転？）。

同上 蓋 破片 摘径一 細砂粒少 硬質

器高(1. 8)

同図 5 土師器 覆土 口径(12.6) 白色鉱物粒多 酸化焔 明褐色 胴部中位に張りを有し、口縁部が「C」字状

同上 小型甕 破片 底径一 黒色鉱物粒少 硬質 に外反する。口縁部横撫で後、胴部に斜位に

器高 (3.9) 砂粒多 刷毛目を施す。

同図 6 須恵器 カマド付近 口径一 白・黒色鉱物粒 酸化焔 にぶい 底部内面に鞘輯整形痕を残し、胴部下半に斜

同上 羽釜 破片 底径 oo.4) 少、細砂粒多 硬質 橙 位の箆削りを施す。

器高 (3.0) 褐色細粒多

2 号住居跡

挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
胎 土 焼成 色調 器形・技法等の特徴

番 方ロ 器 種 残存状態 (;') 

第13図 1 土師器 覆土 口径(12.0) 黒色鉱物粒多 酸化烙 橙色 底部は丸底で、口縁部は内湾ぎみに外傾する。

写真28 杯 破片 器高（ 2.4) 細砂粒少 硬質 口縁部は横撫で、底部は箆削りで、間に整形

の不明瞭な部分を残す。

同図 2 土師器 貯蔵穴際 口径(11.2) 黒色鉱物粒多 酸化烙 にぶい 底部は丸底で、口縁部は内湾ぎみに外傾する。

同上 杯 床直 器蘭（ 2.8) 細砂粒少 硬質 赤褐色 口縁部は横撫で、底部は箆削りで、間に整形

破片 の不明瞭な部分を残す。

同図 3 土師器 覆土 口径(13.0) 黒色鉱物粒少 酸化焔 橙色 底部は丸底で、体部から口縁部は内湾する。

同上 杯 破片 器高 (3.1) 白色鉱物粒微 やや軟質 口縁部は横撫で、底部は箆削りで、間に整形

細砂粒少 が不明瞭な部分を残す。器面摩滅。

同図 4 土師器 カマド底面 口径 (14.0) 細砂粒少 酸化焔 橙色 底部は丸底ぎみの平底で、体部は直線的に外

同上 杯 破片 底径 (7.4) 軟質 傾し、口縁部はわずかに内湾する。口縁部横

器裔（ 3.3) 撫で、体部と底部は箆削りを施していると思

われるが、器面が摩滅し不明瞭。

同図 5 須恵器 貯蔵穴上面 口径 13.2 白色細粒多 還元焔 灰色 輛輯整形（左回転）。体部はやや反りぎみに外

写真29 杯 3/4 底径 9.5 黒色細粒少 硬質 傾する。底部は回転箆切り後無調整で、見込

器高 3.5 細砂粒微 み部に輛櫨整形痕を明瞭に残す。

同図 6 須恵器 覆土 口径一 白色細粒多 還元焔 灰色 鞘輯整形（回転方向不明）。高台部分のみ残存

写真28 椀 破片 底径（10.5) 細砂粒微 硬質 する。底部との接合面に、底部回転糸切の反

器高 (2.8) 転を残す。

同図 7 須恵器 覆土 口径 (14.0) 白色鉱物粒微 還元烙 灰色 鞘輯整形（左回転？）。口縁端部が上に突出す

同上 蓋 破片 摘径一 白色細粒少 硬質 る。内面に鞘輯整形痕を明瞭に残し、天井部

器裔（ 2.0) 外面に回転箆削りを施す。

同図 8 須恵器 南壁際床面 口径 15.0 砂粒微 還元焔 灰白色 鞘帽整形（右回転）。摘は環状摘で、天井部外

写真29 蓋 ほぽ完形 摘径 3.2 黒色細粒多 硬質 面回転箆削り後の貼付。箆削りは 3 段。

器高 2.9 

同図 9 土師器 カマド焚口 口径一 黒色鉱物粒多 酸化烙 橙色 胴部下半外面斜方向の箆削り、内面は横位撫

写真28 台付甕 灰面上 底径一 白色鉱物粒少 やや硬質 で。脚部は接合部から剥落。

破片 器高 (5.5) 細砂粒多

第14図 10 土師器 覆土 口径 (21. 8) 黒色鉱物粒多 酸化焔 にぶい 「く」字状に外反する口縁部で、中位に接合

同上 甕 破片 底径一 細砂粒多 硬質 橙色 痕を残す。口縁部横撫で、肩部横位箆削り、

器高 (5.1) 内面は横位撫でを施す。
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第 6 章遺物観察

挿図・写真 種 別 出土位置

番 号 器 種 残存状態

第14図 11 土師器 貯蔵穴上面

写真29 甕 破片

同図12 土師器 貯蔵穴上面

同上 甕 破片

3 号住居跡

挿図・写真 種 別 出土位置

番 万ロ 器 種 残存状態

第17図 1 須恵器 覆土

写真29 蓋 破片

同図 2 須恵器？ カマド左袖

同上 土釜 前床面

口縁部1/2

4 号住居跡

挿図・写真 種 別 出土位置

番 万ロ 器 種 残存状態

第18図 1 土師器 カマド燃焼

写真30 宮ギ 部底面

破片

5 号住居跡

挿図・写真 種 別 出土位置

番 ーに弓コ 器 種 残存状態

第20図 l 須恵器 西壁近く

写真30 椀 床面

破片

同図 2 灰釉陶器 床面近く

同上 塊 掘り方

破片

同図 3 土師器 カマド燃焼

同上 甕 部底面

破片

第21 図 4 土師器 カマド燃焼

同上 甕 部底面

破片

1 号ピット

挿図・写真 種 別 出土位置

番 万ロ 器 種 残存状態

第23図 l 石製品 底面十 7 cm 

写真30 不明 l/2 

1 号溝状遺構

挿図・写真 種 別 出土位置

番 方ロ 器 種 残存状態

第29図 1 土師器 覆土

写真30 杯 破片

同図 2 灰釉陶器 覆土

同上 深塊 破片

同図 3 須恵器 覆土

同上 甕 破片
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計測値
胎 土

（ま＇）

口径 (2 1. 0) 黒色鉱物粒多

底径一 細砂粒多

器高（1 1. 0)

口径一 白色鉱物粒微

底径 7. 7 細砂粒少

器高（10.8)

計測値
胎 土

(r) 

口径一 白・黒色鉱物粒

摘径一 微、細砂粒微

器高 (0.8) 白色細粒少

口径 25.0 黒色鉱物粒多

底径一 白色鉱物粒微

器高 (12. 9) 細砂粒多

計測値
胎 土

(;') 

口径一 黒色鉱物粒少

底径一 細砂粒多

器高 (5.0) 砂粒少

計測値
胎 土

（ま＇）

口径 (13.4) 白色鉱物粒多

底径一 黒色鉱物粒少

器高 (3.2) 細砂粒多

口径一 白色細粒少

底径一

器高 (4.5) 美濃系

口径一 白色鉱物粒多

底径一 黒色鉱物粒少

器高 (1 1. 5) 細砂粒多

口径一 白色鉱物粒少

底径一 黒色鉱物粒少

器商 (1 1. 7) 細砂粒多

計測値

(iン．g)
石材

長さ 22.4

幅 5.3 

重さ 2900

計測値
胎 土

（グ＇）

口径 (16.0) 白色鉱物粒少

底径（10.8) 細砂粒少

器高 (5.5)

口径 (16.0) 白色細粒微

底径一

器高 (4.8) 美濃系

口径一 白色鉱物粒微

底径一 白色細粒多

器高 (8.7) 細砂粒少

焼成 色調 器形・技法等の特徴

酸化焔 にぶい 口縁部は「く」字状に外反し、胴部上半に弱

硬質 赤褐色 い張りを有する。外面は口縁部横撫で後、肩

部横位箆削り、下半斜位箆削りを施す。内面

調整は器面摩滅のため不明。

酸化焙 灰褐色 内外面共に摩滅が激しく、器面調整は不明。

やや軟質 底部に木葉痕を残す。

焼成 色調 器形・技法等の特徴

還元焙 灰色 観轄整形（左回転？）。天井部外面に 3 段の回

硬質 転箆削りを施す。

酸化焔 明褐色 胴部に張りを有し、口縁部は短く外反する。

硬質 口縁部横撫で後、胴部外面縦位箆削り、内面

撫でを施す。頸部外面に指頭痕を残す。

焼成 色調 器形・技法等の特徴

酸化焔 橙色 胴部の張りのある器形で、外面は横位の丁寧

硬質 な撫で、内面は横位撫でを施す。頸部接合部

で剥落。内面に有機物がわずかに付着。

焼成 色調 器形・技法等の特徴

酸化焔 にぶい 鞘饉整形（回転方向は不明）。体部中位に張り

硬質 黄橙色 を有し、口縁部は強く外反する。内外面共に

器面調整は丁寧。

還元焔 灰白色 輛輯整形（右回転？）。施釉は内外面共に広範

硬質 囲に及んでいる。破片のため施釉技法は不明。

酸化焔 にぶい 胴部破片で、外面は斜位～縦位箆削り、内面

やや硬質 黄橙色 撫でを施す。下半内面に明瞭な接合痕を残す。

酸化烙 にぶい 胴部破片で、外面は斜位の箆削り、内面は斜

硬質 赤褐色 位の撫でを施す。

技法等の特徴

偏平な河原石で半歓されたような状態を呈する。礫縁辺や半裁面に

麿滅や加工痕等は見られない。厚さ 5.3cm 。

焼成 色調 器形・技法等の特徴

酸化焔 橙色 底部は丸底ぎみの平底で、体部から口縁部に

やや軟質 かけてわずかに内湾する。口縁部横撫で、体

部と底部に箆削りを施す。

還元烙 灰白色 輛輯整形（回転方向不明）。腰部に張りを有し、

硬質 腰部外面に回転箆削り、口縁部内面に沈線を

施す。施釉は漬け掛け。

還元焔 灰黄色 紐作り叩き整形。外面斜格子叩き、内面正格

硬質 子当具痕を残す。



遺物観察

挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
胎 土 焼成 色調 器形・技法等の特徴

番 方にコ 器 種 残存状態 （茅＇）

第29図 4 須恵器 As-BP下 口径 (26.0) 白色鉱物粒多 酸化焔 にぶい 輛輯整形（右回転）。口縁部に観輯整形痕を残

写真31 羽釜 壁面 底径一 黒色鉱物粒少 やや硬質 橙色 し、鍔部より下位に縦位箆削りを施す。鍔は

破片 器高 (10.8) 細砂粒多 剥落している。

同図 5 須恵器 覆土 口径一 黒色鉱物粒多 酸化焔 にぶい橙 轄鑢整形（回転方向不明）。鍔部下位に斜位の

同上 羽釜 破片 底径一 白色鉱物粒微 やや硬質 色 箆削りを施す。鍔の貼付は比較的丁寧。

器高 (4.0) 細砂粒多

同図 6 陶器 覆土 口径（10.7) 黒色細粒多 還元焔 灰白色 観輯整形（右回転）。底部及び体部下端に回転

同上 灯明皿 破片 底径 (4.0) 硬質 箆削りを施す。内面から口縁部外面端部にか

器高(1.9) けて厚く施釉されている。

同図 7 陶器 覆土 口径一 黒色細粒多 酸化焔 橙色 腰部破片と考えられ、下端に高台部への変換

同上 椀？ 破片 底径一 硬質 部が見られる。釉は透明釉で外面が厚く、内

器高 (2.3) 面は薄く白く発色している。

第31 図 8 須恵器 覆土 口径一 黒色細粒多 還元烙 灰色 紐作り。内外面共に鞘櫨による撫で整形を施

同上 宮ギ 破片 底径一 白色細粒微 硬質 しているが、全体に雑で粘土紐の痕跡が窺え

器高 (8.1) る。

同図 9 須恵器 覆土 口径一 白色粒多 還元烙 灰色 内面に鞘櫨整形痕を明瞭に残し、外面胴部下

同上 瓶 破片 底径 (9.8) 褐色粒少 硬質 端に縦位箆撫でを施す。内外面共にはぜが認

器高 (5.0) められる。

2 号溝状遺構

挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
胎 土 焼成 色調 器形・技法等の特徴

番 方ロ 器 種 残存状態 （芦＇）

第34図 1 須恵器 穫土 口径（22.3) 細砂粒多 酸化焔 にぶい 輛輯整形（回転方向不明）。内面と口縁部外面

写真31 羽釜 破片 底径一 黒色鉱物粒少 硬質 橙色 に輛輯整形痕を残す。鍔の貼付は丁寧で、鍔

器高 (5.3) 褐色細粒多 部より下位の外面に箆削りを施す。

同図 2 須恵器 覆士 口径一 黒色細粒多 還元焔 灰色 紐作り叩き整形。外面平行叩き、内面に当具

同上 甕 破片 底径一 白色細粒微 硬質 痕を残す。

器裔（ 3.5)

同図 3 須恵器 底面付近 口径一 白色細粒微 還元焔 灰白色 紐作り叩き整形。外面に平行叩き痕を残す。

同上 甕 破片 底径 (17.8) 黒色細粒微 硬質 内面及び底部に釉が掛かり、さらに底部に窯

器裔（ 6.4) 体が付着。器面全体が摩滅。

同図 4 須恵器 覆土 口径一 白色鉱物粒少 還元焔 灰色 紐作り叩き整形。外面平行叩き、内面青海波

同上 甕 破片 底径一 黒色細粒少 硬質 文。外面には薄く自然釉が掛かっている。器

器高（ 5.6) 面の摩滅は認められない。

同図 5 瓦 覆土 限さ l. 7 黒色細粒多 還元烙 褐灰色 一枚作り。凹面布目、凸面縄叩き。両面共に

同上 女瓦 破片 白色細粒少 硬質 薄く釉が掛かっている。断面も含め器面全体

が摩滅している。

同図 6 軟質陶器 覆土 口径（32.0) 白色鉱物粒微 還元焔 灰色 鞘櫨整形（回転方向不明）。口縁部及び内面に

同上 鉢 破片 底径一 黒色細粒微 やや硬質 鞘輯整形痕を残す。外面は雑な撫で整形。内

器高 (6.3) 細砂粒少 面の細かなはぜが激しい。

同図 7 軟質陶器 覆土 口径 (32.4) 白色鉱物粒多 還元焔 灰色 饒輯整形（右回転）。口縁部が内面肥厚する。

写真32 鉢 破片 底径一 細砂粒多 硬質 口縁部及び内面に輛櫨整形痕を残す。外面に

器高 (6.5) は指先の雑な撫での痕跡が見られる。

同図 8 陶器 覆土 口径 (12.0) 黒色細粒微 還元焔 灰褐色 鞘輯整形（回転方向不明）。外面下端に回転箆

同上 灯明皿 破片 底径一 硬質 削りを施す。内外面共に薄い鉄釉が掛けられ

器高（l.7) ている。

同図 9 陶器 獲土 口径一 黒色細粒微 還元扇 黄灰色 輛轄整形（回転方向不明）。直立するような l

同上 湯呑み？ 破片 底径一 硬質 条の沈線を巡らせる。口縁部外面及び内面は

器高 (3.8) 灰釉？、外面下半は鉄釉を施す。

同図10 陶器 覆土 口径一 黒色細粒微 遠元焔 褐灰色 鞘観整形（回転方向不明）。摺り面の溝の断面

同上 摺鉢 破片 底径一 硬質 は左側の傾斜の強い「V」状で、比較的シャー

器高一 プな状態である。内外面に鉄釉。

挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
石 材＇ 技 法 等 特 徴

番 方ロ 器 種 残存状態 （まン． g) 
の

第35図11 石製品 底面直上 長さ 23. 5 約l/3を欠損している。欠損部の摩滅はほとんど認められない。縁

写真32 不明 2/3 幅 15. 6 辺にも使用痕は見られず、部分的にカーボンの付着がある。原さ

重さ 3800 5.8cm 。
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4 号溝状遺構

挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
胎 土 焼成 色調 器形・技法等の特徴

番 万ロ 器 種 残存状態 （苫＇）

第36図 1 陶器 底面＋ 3 名＇ 口径一 白色鉱物粒多 酸化焔 赤褐色 輛輯整形（回転方向不明）。内外面共に薄く釉

写真32 鉢？ 破片 底径一 黒色細粒少 硬質 が掛かっている。

常滑？ 器商一

6 号溝状遺構（旧河川）

挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
胎 土 焼成 色調 器形・技法等の特徴

番 方ロ 器 種 残存状態 (Vi 

第37図 1 灰釉陶器 覆土 口径一 白色細粒微 還冗焔 灰白色 鞘櫨整形（右回転）。高台は三日月高台で、底

写真32 椀 破片 底径 (7.2) 美濃系 硬質 部調整後の付高台。見込み部に重ね焼きの痕

器高(1.6) 跡を残す。施釉技法は不明。

同図 2 須恵器 覆土 口径一 黒色細粒少 還元焔 灰白色 叩き整形。外面無文、内面に青海波文を残し、

同上 甕 破片 底径一 やや硬質 器面は断面も含めて、流れによるローリング

器高 (2.8) を受け摩滅している。

同図 3 須恵器 覆土 口径一 白色細粒多 還冗焔 灰白色 輔櫨整形（右回転）。底部と腰部に回転箆削り

同上 盤 破片 底径一 黒色細粒少 硬質 を施し、内面に沈線が見られる。器面は内外

器高(1. 3) 細砂粒多 面・断面共に麿滅している。

同図 4 瓦 覆土 原さ 1.3 白色鉱物粒微 還元烙 灰色 一枚作り？。凹面布目、凸面撫で。器面は全

同上 女瓦 破片 黒色細粒多 硬質 体に摩滅している。

白色細粒少

9 号溝状遺構

挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
胎 土 焼成 色調 器形・技法等の特徴

番 方ロ 器 種 残存状態 (Vi 

第38図 l 須恵器 覆土 口径一 黒色鉱物粒多 酸化焔 橙色 観櫨整形（回転方向不明）。やや外反する口唇

写真32 羽釜 破片 底径一 白色鉱物粒微 硬質 部は平坦でわずかに窪む。

器高 (2.7) 細砂粒多

18号溝状遺構

挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
石 材 技 法 等 特 徴

番 号 器 種 残存状態 （よン． g) 
の

第41図 1 石製品 底面付近 長さ 12.0 平坦部は両面共にやや摩滅し、縁辺部に敲打痕が認められることか

写真32 磨石 完形 幅 10.1 ら、磨石、敲石両方に使用されていたものと考えられる。厚さ 2.8cm 。

重さ 550

排水遺構

挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
胎 土 焼成 色調 器形・技法等の特徴

番 万ロ 器 種 残存状態 (i') 

第45図 l 土師器 覆土 口径（1 1.0) 黒色鉱物粒少 酸化焔 にぶい 底部は丸底で、口縁部はわずかに外反する。

写真32 虹 破片 底径一 白色鉱物粒微 硬質 橙色 口縁部は横撫で、底部は箆削りで、間に整形

器高（ 2.2) 細砂粒少 の不明瞭な部分を残す。

同図 2 木製品 ピット内に 長さ (44.6) 上端は欠損し、全長を知ることはできない。

写真33 杭 直立 幅 (4.l) 下端は腐食しているが尖っていた可能性があ

1/2? る。表面に加工痕は認められない。

上面（As-BP下）遺構外

挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
胎 土 焼成 色調 器形・技法等の特徴

番 方ロ 器 種 残存状態 （まう

第46図 l 土師器 2 区遺構外 口径 (14.0) 黒色鉱物粒少 酸化焔 橙色 底部は丸底で、口縁部は内湾する。口縁部は

写真32 杯 破片 底径一 白色鉱物粒少 やや硬質 横撫で、底部箆削りで、間に整形不明瞭な部

器高 (3.5) 細砂粒多 分を残す。

同図 2 須恵器 2 区遺構外 口径一 黒色細粒少 還元焔 灰白色 鞘櫨整形（右回転）。

同上 坪 破片 底径一 白色細粒少 硬質

器高 (3.3)

同図 3 土師器 3 区遺構外 口径 (12.2) 黒色鉱物粒少 酸化焔 にぶい 底部は丸底で、口縁部は内湾ぎみに立ち上が

同上 杯 破片 底径一 白色鉱物粒微 硬質 橙色 る。口縁部横撫で、底部箆削りで、間に整形

器尚（ 2.6) 細砂粒少 不明瞭な部分を残す。
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挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
胎 土 焼成 色調 器形・技法等の特徴

番 万ロ 器 種 残存状態 ほ＇）
第46図 4 土師器 3 区遺構外 口径 (12.2) 黒色鉱物粒少 酸化烙 にぶい 底部は丸底で、口縁部は内湾ぎみに立ち上が

写真33 杯 破片 底径一 細砂粒少 やや硬質 橙色 る。口縁部横撫で、底部箆削りと思われるが、

器扁（ 2.6) 器面が摩滅しているため不明瞭。

同図 5 土師器 3 区遺構外 口径 (13.8) 黒色鉱物粒微 酸化烙 にぶい 底部は丸底で、口縁部は短く直立する。口縁

同上 坪 破片 底径一 白色鉱物粒微 硬質 橙色 部は横撫で、底部は箆削りで、間に狭い範囲

器高 (2.8) 細砂粒少 の整形不明瞭な部分が見られる。

同図 6 土師器 3 区遺構外 口径(14.5) 黒色鉱物粒少 酸化焔 橙色 底部は偏平な丸底で、口縁部は反りぎみに外

同上 皿 1/4 底径一 細砂粒少 硬質 傾する。口縁部横撫で、底部箆削りで、間に

器高 2.8 狭い範囲の整形不明瞭な部分を残す。

同図 7 須恵器 3 区遺構外 口径 (9.8) 黒色鉱物粒微 酸化烙 にぶい 鞘帽整形（右回転）。底部は回転糸切り後無調

同上 坪 1/5 底径 (5.1) 細砂粒多 硬質 赤褐色 整。見込み部に輛鑢回転の痕跡を明瞭に残す。

器高 3.6 

同図 8 須恵器 3 区遺構外 口径一 白色鉱物粒微 還元焔 灰褐色 叩き整形。内外面共にエ具痕は不明瞭。外面

同上 甕 破片 底径一 白色細粒多 硬質 に融着物あり。

器嵩ー

自然流路

挿図・写真 種 別 出土位置 計測値
石 材 技 法 等 特 徴

番 方に 器 種 残存状態 （まン． g) 
の

第54図 1 石製品 1 号流路 長さ 9.3 黒色頁岩 厚手の縦長剥片を素材とする。調整加工は主要剥離面にのみ施され

写真33 打製石斧 完形 幅 2.4 る。厚さ 5.5cm 。

重さ 13.47

同図 2 石製品 2 号流路 長さ 7, 9 黒色頁岩 横長剥片を素材とする。打点付近に微細な調整加工によって刃部が

同上 スクレイ 完形 幅 4.3 作出される。厚さ0.9cm 。

ノゞ一 重さ 28.5

第 7 章箱田古市前 I 遺跡のまとめ

調査成果について、以下にまとめる。

1.近世以降の遺構は、調査初面がやや深めであっ

たためか希薄であったが、浅間山噴出の As-A （天

明 3 年）を含む土壌に覆われた近世後期以降の所

産の 1 号道状遺構と、天狗岩用水を利用した関連

遺構と推定される 2 • 6 • 7 号溝及び排水遺構を

調査した。

このうち 1 号道状遺構は現道（農道）の直下に

在り、現道に比べ滝川方向への傾斜は強い。尚、

近代に於ける滝川に掛かる橋脚に続く道は調査 2

区と 3 区の境付近にあったという地元の方の話か

ら、 1 号道状遺構は滝川の渡河を目的として造ら

れた道路ではなかったものと推察される。

後者の溝群のうち 2 号溝はプランが多少蛇行す

るものの壁面・底面形態は人為的であり、これに

対し 6 号溝は非人為的であったため、 6 号溝は滝

川の旧河道、 2 号溝は用水堀（滝川用水か天狗岩

用水を利用した大形水路）と判断した。また 7 号

溝は 2 号溝から 6 号溝（旧滝川、現滝川の直前ま

でを指す）への放水を、これに接する枡形の掘り

込みと柵列状の小ピットからなる（「排水遺構」

とした）遺構群は、下流域に見られる現代の構造

物との比較から水量調節等を意図する施設と想定

したのである。尚、地元の方の話からこれらの遺

構は少なくも明治期迄には埋没してしまってい

る。
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2. 中世の遺構としたものには 2 号井戸跡、短冊形

のプランを想定した 1 号サク状遺構、 2 号道状遺

構、 2 ~ 4 号土坑などがあり、テフラや量産的な

18世紀後半以降の陶磁器を伴わないことから中世

から 18世紀前半の所産と判断される。

このうち 1 号井戸跡は、直井筒の状態を取り、

15ライン以北のやや高まった位置にあるため生活

に関連した機能を考えられるが、周囲に建物跡等

の遺構は確認されなかった。

また前述のようにテフラの誤認から As-B （浅

間山、天仁元年）直下面の調査はごく一部でしか

行い得なかったが、耕作痕らしき凹凸は見られた

ものの明瞭な畠・水田等の遺構は確認できなかっ

た。

3. 古代の遺構は I~III の各面で発見され、 I 面目

は主として奈良•平安時代の竪穴住居 5 軒。 II 面

目は Hr-FA （榛名山、 6 世紀初頭）層下の面で、

II 面水田とした水田疑似の遺構と畠跡である 2 号

サク状遺構が確認・調査された。 1II 面目は As-C

（浅間山、 4 世紀初頭）を主体とする土層下に確

認された 1II 面水田があり、更に下面から21~24号

溝、倒木 1 ~ 4 などを調査した。

このうち II 面下の遺構は、 5 世紀末～ 6 世紀初

頭の所産と判断される。

II1 面水田は As-C の純層に覆われた遺構ではな

いため As-C 降下後の所産と判断されるが、これ

を覆う層は As-C を純層に近い状態で包含してい

ることから As-C 降下後あまり時間の経過しない

時点で被覆された、つまり使用されていた耕作に

よるものと想定される。

4. 次に古代の溝である 1 号溝について述べる。 1

号溝は北を滝川、南を前述の 2 号溝に切られてい

るが、そのプランは直線的であり、且つ掘り方も

しっかりした特筆すべき用水路である。 1 号溝の

覆土中に見られる As-B は水に晒された形跡があ

り、 As-B 降下頃まで機能していたと推定される。

As-B 下の覆土は流水に伴う砂質土・粘質土であ

る。仮に 8 世紀後半の 2 号住居跡での砂質の氾濫
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層とこれらの覆土が直結すれば、 1 号溝は 8 世紀

代に存在していたことになる。また、本遺跡は上

野國府に近く、國府を中心とした計画的な土地区

画に基づいて施工されたことも想起し得よう。

5. 最後に農耕遺構の土壌に対するプラント・オ

パールの検出状況を述べることとする。まず、中

世を示す As-B を包含する層の下でのプラント・

オパール値は稲作を推定させるものであった。一

方、 Hr-FA 下の古墳時代後期頃の水田様の遺構

面についてはプラント・オパール値は高いものの

ヨシ属の生育も多く、稲作の行われたか否かは特

定できなかった。また、 As-C 混じりの土壌に覆

われた古墳時代前期頃の所産と考えられる水田跡

についてはプラント・オパール値から稲作が想定

される。
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第 1 節調査に至る経緯と経過第 1 節調査概要

第 8 章 箱田古市前 II 遺跡の経緯と経過

第 1 節調査に至る経緯と経過

前出 1 頁に箱田古市前 I 遺跡の調査経緯があるの

で参照されたい。平成 3 年度以降、一級河川滝川河

川改修工事の南部滝川橋周辺地域の工事地域は、群

馬県教育委員会文化財保護課の試掘により調査範囲

は既決しており、さらに平成 4 年度の箱田古市前 I

遺跡調査の際に、藪化および用地収得関連などのた

め試掘不能状態に置かれていた東西XO ライン以南

の地に試掘が行われ、箱田古市前 1I 遺跡の地に、河

川流出のない古代遺構の連続面を認め、既決範囲を

裏付ける結果が導かれた。その際、試堀は、当団が

実施した箱田古市前 I 遺跡調査の延長として終了直

前の平成 4 年12月 21~25 日までの間に実施された。

試掘結果は、 X-40ラインまでの間に 5 個所の小

試掘溝が設けられ、流出していない古代遺構の連続

面のほか、度嵩なる滝川変流の一端が示された内容

であった。しかし、古代遺構の連続而が存在する個

所 (x- 5 ~-25ライン間）は、竹、シノなどによ

る薮化が顕著で、試掘による情報贔は薄く、本調査

時に再確認が必要な個所とされた。

箱田古市前 1I 遺跡の調査経過は、次のとおりであ

る。平成 6 年 4 月 1 ~ 8 日までの間に、プレハブ設

営地交渉、従業員手配、諸手続などを行い、 13 日現

地にて、前橋土木・群馬県文化財保護課と事前の打

合せを行う。プレハブ用地については、J A前橋東

支所の倉庫用地を借用した。

調査着手は、 4 月 14 日の伐採から始めた。対象地

となった滝川両岸沿い800吋は、深い藪に覆われて

いた。 20 日まで、 5 日間を要し終了した。

実質上の着手は、 4 月 20 日から開始され、まず不

足の事態が予測される X-5~-25ライン間を意図

して 7 本の試掘トレンチを設けた。その結果、 x-

5~-25間には、竪穴住居跡を含む古代遺構の存在

を認め、以南は、滝川の旧河道を中心とした近世以

降の遺構を中心にすることが明らかとなった。その

ため調査計画上の 2 ヶ月間という調査期間では、期

間不足が予測された。

続いて、面的な調査は、 5 月 9 日から始められ、

重機を用いての表土の排除である。この場合、表土

とは言っても、根深い藪の根の除去に近い作業で

あった。この表土層は、上層で浅く止めることは困

難で、時に X-5~-25間では、直接、古代遺構を

発見しうる面にまで達してしまった。以南は、近・

現代の面で、部分的に、古代の遺構を発見しうる面

でもあり、第62図調査遺構状況図がそれに相当する

調査面で、調査の結果、竪穴住居跡約20が発見され、

調査期間延長を、さらに 1 ヶ月見込む必要があると

判断された。 5 月 11 日のことである。調査延長は、

受け入れられたが、天狗岩用水・滝川の利用上、 6

月 15 日頃に農業用水通水の予定があり、調査地の一

部に水没の可能性が生じた。そのため、その管理を

行っている天狗岩堰土地改良区事務所、その影響の

ある地元地区、J A前橋東支所などに、調査終了予

定の20 日までの 5 日間について通水猶予を出願し

た。ここに天狗岩堰土地改良区事務所とJ A前橋東

支所、地区長はじめ多くの皆様の協力があった。

発揺作業上の図面等の作業は、 6 月 21 日には終了

し、既に部分的に始められていた埋もどし、旧状復

帰も 24 日に終了、実質的な作業は終了した。

第 9 章発掘された遺構と遺物

第 1 節調査概要

調査方法は、 トレンチ拡張式を基本的には、踏襲 し、初期に試掘トレンチを、続いて調査範囲を決定
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して調査を実施した。調査は、遺構発見面をできる

だけ高所に求め、遺構発見面と遺構構築上面とが親

しい関係で得られるよう努めたつもりである。遺構

発見面・遺構構築の最上面は、ともに遺構の設けら

れた時期と関連するのである。

調査は、表土層を除去した段階で一面目を設け

た。この面は、 X-5~-25ライン間では、古代遺

構を直接認めうる面であり、それは南側では、 x-

35付近まで達し、以南は、近世以降の旧滝川（この

場合、現滝川を遡る以前の滝川を指す）関連の砂質

土であった。この作業は、当初の試掘トレンチ、 X

-27 トレンチで発見された小築堤跡や、 X-40での

溝57 の調査区、 X-23の溝 1 拡張区なども含めて

行った。その状況は、第62図最上段に掲げた調査遺

構状況図のとおりである。同図中、中・近世遺構全

図は、中世以降の遺構を扱って作成したが、その大

多数は、この面での発見であった。遺構名称中、川

岸とは、現滝川と並走して、クルマ川があり、その

川岸の一端を指して呼称した。箱田古市前 I 遺跡と

の関連からは、 As-C （浅間山 C 軽石）を含む層を

除去した箱田古市前 I 遺跡皿面に相当する面は、

As-C を含む黒色土を X-10ライン以北で認めたも

のの、古代以降の遺構密度は高く、面的な調査は行

えなかったが、その南限がX-10ラインに達してい

た点は確かである。

2 面目の調査は、部分的であり、かつ確認的であっ

た。掘り下げは、 X-35付近以南において地山層で

第 1 節調査概要

あるローム層をまじえた榛名山火砕流堆積物層が 1

面目の X-35付近以南において、滝川を起因とする

砂質土に覆われていた。それを除去して二面目を求

めた。また X-5~ -15にかけての個所は、 As-C

混じりの黒色土がX-10以北に、以南は、地山上層

面の黒色土化が認められたため、その黒色土の除去

を行った。それが 2 面目と言えば 2 面目なのである

が、念押しの確認作業であった。その結果、 X-33

以南においては、 9 世紀後半頃に埋没したと考えら

れる大溝、溝56が発見され、第62図中段の古代遺構

全図にその一部が表現されている。また、この作業

過程で上面で見落しした遺構も発見されている。

遺構発見の直接の方法は、担当自らの表面削りに

よって捉えた遺構の輪郭線引に基づき、各遺構の重

複関係も同様である。そのため箱田古市前 II 遺跡の

遺構図は、調査担当として、ある程度、推奨しうる

状態を表現したつもりである。

このようにして、調査は行われ、調査対象面積は

3, 700m'、発掘面積800m2。遺構量は、竪穴住居跡25 、

掘立柱建物跡 2 、溝跡約57、穴跡約40であった。

住居跡は、 7 世紀代の竪穴住居跡 1 、奈良時代も

しくは推定の同時代竪穴住居跡 4 があり、時期不明

を除き、他は平安時代前・中期である。大溝の溝56

は 9 世紀に埋没している。中世は、溝18の埋土中に

15世紀頃の遺構と考えられた。溝・穴跡の多くは、

近世以降であった。

, i I 4 X-36Yl0 トレ

三／ここロ
、ぶ門い 、瓢30：［こ

- --;:X8Y10 トレ 亨□］6Y□

1: 3 10cm 

第63図 トレンチ調資遺物図 ロニJ 6 X-36Yl0 トレ

63 
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座標北
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ロ工了：―-ミ8
1. 砕石及び現地表面。

2. ｢ 20~30cmの石、コンクリート等廃材を主とする埋土。

3. 黒褐色。ゴミを燃やした灰等がまざる土。ビニール入り。

4. コンクリート。

5. 暗褐色土層。あまり、ゴミ、灰等が混じらない土。

6. 黒褐色土層。注 3 層に似る。ゴミ、灰がいつばい。

7. ゴミ、廃材のもえかすと思われる粗質な層。よくしまってい

てかたい。

8. 暗灰褐色土層。粒子の細かい砂層。しまりはあまりない。上

層より、大正～昭和期の遺物が検出される。金属（酸化鉄？）

と思われる褐色プロソクが多くみられる。

9. 暗灰褐色土層。注 8 層より粒子が細かく、粘性を帯びる。砂

質の層。褐色の斑があまり含まれない。

10. 暗灰褐色土層。注 8 層に比して、粗粒の砂層。褐色斑は、み

られるが、注 8 層より少ない。比較的新しそう （昭和期）な木

くず（長さ 1 -2 cm) がみられる。

11.暗灰青色。 10の還元化。粘性。

゜ 1 : 80 3m 

第64図 X-1 トレンチ遺構図
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第65図 X-1 トレンチ遺物図

，l 更璽匿巳

u--
第 2節住居跡

住居跡 1 （第66 • 67図写真図版36)

位置は X- 7 Yl2にあり、重複は住居跡 2 • 22 と

重なり、両住居跡より住居跡 1 が新しい。近世以降

の小穴が重複してある。形状は、南西隅部の形状か

らすれば、立上りの一辺が鈍角に開く隅丸方形気味

の形態で、長軸方向は、未調査地を含み不明である。

規模は長辺で、 2.6+ am 、短辺で最大、 2.85m を

測る。掘込みの深さは、調査面から掘方まで、約10

~15cm を残すのみで、調査上面は既に床面下であっ

た。寵は未調査地内と考えられ、東壁南寄りに位置

していると周辺側から想像されるが、掘方の埋土、

もしくは貼床層中の木炭・焼土粒は多くはなかっ

た。遺物は、当初、住居跡 1 • 2 が一棟の住居跡の

ように見えたため、一纏めに扱った場面もあったが、
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第 2 節住居跡
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1.黒褐色。粗気あり。

2. 黒褐色。締まる。床貼層。

3. 黒褐色。粗気あり。近代か。
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第66図住居跡 1 • 2 • 22遺構図
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第 9 章発掘された遺構と遺物

掘り下げの過程においては分離して扱っている。第

67 図 1 • 2 が床下、もしくは貼床層中の個体であ

る。 2 は 8 世紀後半から 9 世紀初頭頃の須恵器杯に

見える。このほか、纏まった形で遺物の出土はな

し‘°

住居跡 2 （第66 • 67図写真図版36)

位置は X- 7 • 8 Yl2にあり、重複は住居跡 1.

22 と重なり、住居跡 1 より古く、同22 より新しい。

近世以降の小穴が重複してある。形状は、南西隅部

の形状からすれば、隅丸方形気味と考えられるが、

全体が正方形•長方形なのか分からない。規模は西

壁下で3.2+ am 、南壁下で1. 3+ am を測る。掘込

みの深さは、調査面から掘り方まで約10~15cm を残

すのみで、調査上面は既に床面下であった。寵は未

調査地内と考えられ、東壁南寄りにあると周辺例か

ら想像されるが、掘方の埋土、もしくは貼床層中の

木炭粒・焼土粒は多くなかった。遺物は第67図 6.

7 が床下、もしくは貼床層の個体で、全体的に薄弱

であった。 6 は 8 世紀後半から 9 世紀初頭頃の土師

器杯片である。 7 は 9 世紀代の燻のかかった須恵器

坪片と考えられる。

住居跡22 （第66 • 68図写真図版36)

位置はX- 7 • 8 Yl2にあり、重複は、住居跡 1.

2 と垂なり、住居跡22が古い。発見は住居跡 1 • 2 

の掘方調査時である。第66図下段は掘方状態を含む。

床面状態は、認定時点から掘方まで硬く締まってい

た。そのため、発見面である住居跡 1 • 2 の掘方面

は既に住居跡22の床面下に達していた可能性があ

る。形状は、ごく限られた中での観察であるが、胴

張りを呈する西壁と隅丸形状を認める。さらに柱穴

2 穴が取り付く。掘方形状は南壁、西壁直下におい

ては、ゆるやかに住居内側に落ち込むが、北壁下か

ら西壁北端側にあっては中段、一部では周溝状の凹

みとなって認められた。掘方底面は、全体的に凹凸

が顕著であった。規模は、西壁下で5.lm の長さを

測る。柱穴 1 は掘方において、長径0.48m 、深さ

0.28m 、柱穴 2 外周で径0.6m 、内周で径0.4m 、深

さ 0.22m であった。方位は西壁でN4~6°E であ

る。翁は未調査地側と考えられる。遺物は第68図に

示した。土師器杯に、口径の大きな坪 2 • 3 、底部

の丸底が、やや尖る 1 など、 8 世紀代の特徴を認め

る。なお県中央部における 8 世紀代の竪穴住居跡は、

既に柱穴を設けない様式の段階に入っているので、

1 辺約 5m で柱穴を有する住居規模は小屋組構造を

考える上で重要である。

住居跡 3 • 23 （第69~71図写真図版36)

位置は X- 7 • 8 Yll • 12にある。重複は住居跡

23 との関係がある。発掘当初の平面確認の際、輪郭

として寵部と北半立上までは確認されたが、寵右袖

以南は不明瞭であった。北半の調査後、寵部の調査

に入り、その時点で、ようやく南壁を把握した。し

かし南壁を求めるまでには、平・断面に数本の輪郭

疑似が詔められ、さらに東壁北半部には段状の立上

が存在しているので、直ちに全体を同一の住居跡と

認定する訳には、ゆかなかった。そのため、 2 棟重

複の場合には、寵右袖部および貯蔵穴以南を住居跡

23 として捉える必要性が生じる。床面状態は掘方上

に注記番号 7 • 8 の貼床層があり、その上面は硬

かった。貯蔵穴は床面上では明確でなく、掘方を露

呈させた時点で存在が知れた。おそらく居住廃棄直

前には埋没していたのだろう。形態は住居跡 3 • 22 

¥ ',,'口 ＼：：：［三］ /] 
一一, ‘’ 

、

| 

—`4 
3 

＼パ三 ＝二／
゜

1.3 10cm 
2 

第68固住居跡22遺物図
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第 2 節住居跡
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第69図住居跡 3 • 23遺構図

1.暗褐色。焼土粒を少し含む。<{, 1 -3 mm 

はどの白色粒を少し含む。

2. 赤褐色。ほとんど焼土。

3. 灰褐色。焼土塊を多く含み、周囲の土よ

り灰色がかる。締まりあり。粘性あり。

4. 黒褐色。地山。ロームプロソクを少し含

む。締まりあり。粘性なく、乾くと¢ 2 -

3 cm のプロック状を呈し、ボロボロ。

5. 赤褐色。注 3 に似るが、赤味が強い。締

まりあり。粘性ややあり。

6. 黒褐色。焼土粒を主体のカマド。崩落も

しくはカマド破壊の際かもしれない焼土を

主体とする。

7. 黒褐色。灰を含む縞状の床が時々入る。

貼床。地山および黄灰色プロックを含む。

8. 黒褐色。地山に近似。締まりあり。焼土

プロック少ない。

9. 黒褐色。焼土・木炭粒少ない。
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第70図住居跡 3 • 23鼈遺構図
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第71図住居跡 3 • 23遺物図
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 1. 黒褐色。粗気のため古代・中世か判別できず。層としての締

まりはある。

゜ 1:60 2m 

第72図住居跡 4 遺構図

とが別々であっても、東壁に寵を設け、隅丸方形を

呈する。規模は東壁沿いの住居跡 3 • 22が同ーで

あったとすると、東壁下の一辺長は約4. 7m を測る。

壁高は東壁下で約0.18m である。方位は、東壁北半

を基とすると、 N 1 °E 前後である。壺跡は、今回

の発掘中、遺存の良い方であった。第70図のとおり、

ケイ酸の灰層が、寵前から燃焼部の奥側まで存在し、

その中途を、小穴が埋土上方から、それを抜いてい

た。そこは支脚推定位置でもある。袖部は黒褐色土

で、焼土粒が認められた。遺物は第71図のように 9

世紀前半頃の土器を主とする。
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1. 黒褐色。粗気あり。近世。

2. 黒褐色。粗気あり。黄色土のプロックを含む。

住居跡埋土で攪乱気味。

3. 黒褐色。締まる。

4. 黒褐色。締まる。住居跡 5 床下。

5. 黒褐色。締まる。住居跡 6 床下。

住居跡 4

（第72 • 73図 写真図版36)
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位置は X -8 • 9 Y 11 • 12 にあ

る。重複は15 • 16世紀頃以降と考え

られる溝21が近接して存在し、東接

の未調査地内では、住居跡 4 の龍跡

とその周辺を破壊していると考えら

れた。住居跡の調査は、平面確認の

時点で既に床面はなく、掘方埋土も

しくは貼床層は、上方の粗質土層土

と大差なく、古代としての質感を欠

いていた。規模は長辺約2.3+ am 、

短辺2.0m 、方位は西壁で N25°E を

測る。遺物は第73図のように 8 世紀

代の個体があり、第123図の溝21 出

土の土師器と時間差は少ない。

住居跡 5 • 6 • 19 • 24 

位置は X -10 • 11 Y 10 • 11 にあ

る。重複は、耕作土を除去した段階

の平面確認と、発掘調査をへて確認

された間の新・古の関係に変化はな

い。つまり第74図の最上段平面の状

態である。住居跡24は同 5 • 19 より

古く、同 5 は同19 より古く、同 6 は

同 5 • 19 より古い。 さらに新しい段

階に溝19ほか小溝跡、小穴跡が後出

して重なる。形状は各々の残存隅部

が隅丸を呈することから隅丸方形と

考えられる。規模と方位は、住居跡

5 の南北側で 3.05m 、 東西側で

------------
゜

1: 60 2m 

第74図 住居跡 5 • 6 • 19 • 24遺構図

2. 7m 、住居跡 6 の南北側で1.35+

am 、東西側で2.52m 、住居跡19の

南北側で2.94m 、東西側で 1.08+
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1. 黒褐色。焼土粒をわずかに含む。

2. 黒褐色。黄灰色。地山プロソク含み、締まる。

3. 黒色。粘気あり。

゜ 1 :30 lm 

第75図 住居跡 5 寵遺構図
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1.黒褐色。焼土・木炭粒を多く含む。

2. 黒褐色。焼土粒をわずか含み、粘性あり。地山に近い。

3. 黄灰色。焼土粒をわずか含み、地山の黄灰色土を主とする。

4 ．黒色。粘気あり。

5. 未注記。
゜ 1 : 30 lm 

第76図 住居跡 5 • 6 • 19遺構部分図
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第77図 住居跡 5 遺物図
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゜ 1.. 3 10cm 

第78図 住居跡 6 遺物図

` 
ー

゜ l.. 3 10cm 

第79図 住居跡19遺物図

am を測る。方位は住居跡 5 の西壁でN 6 °W、住

居跡 6 の西壁でN 5 °E 、住居跡19の西壁でNl4°E

を測る。床面の硬さは、住居跡24の掘方上面、住居

跡 6 の東半部において、それを認めた。寵跡は住居

跡 5 のそれを調査区東壁下で、住居跡 6 のそれを、

調査区東壁下で至近の状況を認めた。住居跡 6 の床

面は住居跡19の掘方下に灰層を伴って残存し、その

灰層の状況は寵近接を思わせた。灰は禾本科のケイ

酸らしくざらつきを感じた。その灰の分布や遺物の

出土状態は第76図に、遺物図は第78図に示した。各

住居跡の時期は、住居跡24は皆無、不明であるほか、

住居跡 5 • 6 から羽釜片が出土し、およそ10世紀頃

と考えられる。

写真図版36)

位置は X-11 YlOにある。重複は溝 1 によって南

住居跡 7 （第80図

半を失う。さらに小穴が切る。発見時点、既に床面

は削平され、掘方の一部をとどめるのみであった。

形状は北東隅部の状態から隅丸方形と考えられる。

規模は、北壁で1. 86+ am 、東壁で1. 5+ am 、方

位は、東壁でN 8 °E を測る。寵は既に溝 1 に削ら

れたらしく、確認されていない。遺物は認められな

かった。

71 



第 9 章 発据された遺構と遺物

—— -— 

十
＇
t
t

1
X

t
t
A
 

は—--—ヂ十
姿

1. 黒褐色。床下土で締まる。

100 00 m 
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第80図住居跡 7 遺構図

住居跡 8 （第81 • 82図写真図版37)

位置は X-12 • 13 Y 9 • 10にあり、重複は、耕作

など後世の攪乱により、大半が失われていた。形状

は、東壁北端が、あたかも住居跡隅部を思わせる状

態にあったが、掘方の立上は浅く判然としなかった。

規模は東壁下で1.8+ am であった。方位は東壁か

らすればN3 ゜30'E を測る。寵は床面状に硬化・焼

土化した燃焼部床をわずか認めたが、大半は失われ

ていた。遺物は認められなかった。

住居跡 9 （第83~85図写真図版37)

位置は X-16Y 9 • 10にある。重複は、調査初期

の20m毎東西トレンチにより、北端部を断ち切って

しまったこと、耕作や後世の攪乱によって削平され

ていたことなどから、床面の大半は失われ、掘方お

よび貼床層を残すのみであった。形状は、南半部か

らすれば隅丸長方形を呈する。寵は東壁南端に付設

され、貯蔵穴が南東隅に取り付く。貯蔵穴は調査上

面において床面が残存しており、住居廃棄時には埋

没していたと考えられた。貯蔵穴内には第85図 5 に

示した大石が納置されていた。南壁の西寄りにわず

かではあったが、浅い周溝状の凹みを認めた。その

凹みの発見は掘方上であり、最終廃棄時には機能し

ていない。床面の大半は既に失われたうえに、一部

は発掘調資時に削り取ってしまっている。規模は東

西2.58m 、南北2.34+ am で、方向は東壁で N3

72 

゜ 1.. 6 0 2m 

゜30'W を測る。寵跡は、東壁の南側に位置している。

燃焼部床面は焼土化し、両袖がわずかながら残され

ていた。右袖には芯材の小石材が存在していた。原

位置であるか否かは不明である。煙道側は、住居跡

廃棄頃の小穴により、焼成部の焼土面を含めて切ら

れていた。遺物は、第85図 1 が床面より、約 1 cm程

浮いて発見されたが、完器のため、当住居跡と直結

の遺物である。貯蔵穴より出土した 5 は、表・裏面

が少し摩耗し、旧時における磨き行為が考えられる。

しかし、平らに摩耗せず、石の凹凸に則して摩耗し

ているため金属などを主体にしたものではなく、

もっと軟質の研磨主体が想起される。その表面の汚

れは、寵架材で生じた吸炭か、床面に納置し、その

際に生じた汚れかは判然としない。材質は被熱を受

けた様子はないが、耐火性に優れる安山岩でもある。

住居跡10 • 11 （第86~89図写真図版37)

位置は X-16·17Y9 ·10にある。重複は近・現

代の溝 9 が部分的に、後出の小穴が重なる。住居跡

10 • 11 • 15は重なり、同10が新しく、同11がそれに

続き、同15が最も古い。その状況は平面確認時点で

も同様のため、新・古の関係の信頼度は高い。また

上方からは、浅間山A軽石を含んだ黒褐色土が床面

相当位置に食い込むため、耕作化や攪乱による上面

の削平化は、あったと考えられた。形状は、住居跡

10は、全体形状を知ることのできる数少ない住居跡
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第81図住居跡 8 遺構図

である。床面は住居跡11が高く、後出の住居跡10が

5~6 cm低く、住居跡11の床面の多くは失われてい

る。掘方は、住居跡の残存の少ない住居跡11 は、ほ

んのわずか掘り下げただけで掘方底面に達してし

まった。同11の底面に極端な凹凸は少なかった。そ

れに対し、住居跡10の掘方は、第86図平面図右側の

ように、全体的な凹凸があり、この時点で貯蔵穴が

確認されている。形態は住居跡10は、西壁の一辺が

長く、それに加えた隅丸方形の形態を呈する。住居

跡11 は、同10に東半を切られ、不明瞭であるが、西

半部は隅丸方形となっている。規模は住居跡10 は、

西壁側に近い南北で、 3.05m 、北壁側の最大幅で

2.46m を測り、方位は東壁側の一辺で、 N 1 °W を

示す。住居跡11 は、西壁側で、南北長2.88m 、南壁

側で、l. 2+am を測る。この a の値について、住

居跡10の東北隅の掘方に、住居跡11の北東隅部痕の

ように見える凹みを認め、それを旧状跡と考えた際、

住居跡11の東西長は、 2.82m 前後を測ることができ、

その際は正方形に近い隅丸方形の形状となる。方位

は西壁側で N 5 °E を示す。寵跡は住居跡11寵位置

相当の個所を住居跡10掘方上に見ることはできず、

規模、構造は不明である。後出の住居跡10は東壁の

南側に位置する。住居跡の残存は、近世以降の攪乱

が深く達していた。よって、寵の残存は、床もしく

は底面際に限られていた。寵の残存は、袖部につい

て、左袖に、洪積層中の未固結凝灰岩（軟質砂岩状）
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1.黒褐色。焼土粒・木炭粒を含む。

2. 黒灰色。粘性おびる。

3. 黒褐色。焼土化。カマド床面。

4. 黒褐色。焼土粒多い。カマド破壊のためか。
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第82図住居跡 8 寵遺構図

を用いた袖用材が石と別にして袖の黒褐色土中に細

片が混じり合って認められ、右袖には、未固結凝灰

岩片は見えなかった。そのため、左袖中の未固結凝

灰岩は袖構築時に混入させたものではなく、廃棄時

点で細片になったものかもしれない。寵前には灰層

があり、構築当初の貯蔵穴様の小穴上に達していた。
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第 9 章 発掘された遺構と遺物

貯蔵穴様の凹みは、最終時点で機能はしていない。

寵の焼土化は、燃焼部の周囲のみが焼け、焚口中央

と燃焼部底面部を欠いていた。それは上方からの小

穴もしくは土層断面注10の下面が、抜いていたこと

による。煙道部の状況は掘方のみであったため、推

定であるが、堀方からすれば60~90cm の長さを有し
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ていたと考えられる。遺物は、第88 • 89図に示した

ように、わずかであった。 1 ~ 3 は、住居跡10の掘

方と床面間の出土であり、 10世紀後半頃の酸化気味

の強い須恵器である。第89図は、住居跡11の年代示

唆に余りにも不足であるか、酸化気味の須恵器、羽

釜もしくは釜片である。10世紀後半頃の遺物である。
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第83図住居跡 9 遺構図

100 OOm 1.黒褐色。粘性あり。

2. 黒褐色。粘気あり。木炭・焼土粒を含む。
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第84図住居跡 9 寵遺構図

I I 
1.黒褐色。木炭・焼土粒を含む。粘気あり。カマド使用は短期

か。

2. 黒褐色。木炭・焼土粒をはとんど含まないため、構築前代に

カマドは無いかもしれない。

3. 黒褐色。木炭・焼土粒を含む。

4. 黒褐色。木炭・焼土粒を含まない。

5. 黒色。構築基盤。
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第85図住居跡 9 遺物図
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1.黒褐色。 As-8 を含む。粗質。

2. 黒褐色。 As-B を含む。少し粘気あり。

3. 黒褐色。木炭・焼土粒なし。粘気あり。床面が部分的に入る。

4. 黒褐色。木炭・焼土粒なし。粘気あり。

5. 黒褐色。木炭・焼土粒含む。粘気あり。黄色小プロックを含

む。

6. 黒色。構築基盤。

7. 黒褐色。粗気。木炭・焼土粒なし。

8. 黒褐色。租気。 As-A含む。

9. 黒褐色。木炭・焼土粒なし。粘気あり。床下に相当。

゜
1 : 60 2m 

第86図 住居跡10 • 11遺構図
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黒褐色。 As-8含む。少し粘気あり。 2'は近似土層。

黒色。構築基盤。

10. 黒褐色。焼土粒含むが、この層中に使用面があるのか不明。

10'は近似土層。

11.黒褐色。焼土粒多い。焼土塊も多い。カマド天井などの崩落

か。

12. 黒褐色。焼土粒少なく、客土か。

第87図 住居跡10寵遺構図
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第88図住居跡10遺物図
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第89図住居跡11遺物図

住居跡12 • 13 • 18 

（第90~94図写真図版37 • 38) 

位置は X-17 • 18 Y 8 • 9 にある。重複は、住居

跡12 • 13 • 18 とが重なりあう。新・古の関係は住居

跡12が最も新しく、住居跡13、住居跡18がそれに先

行してある。調査当初の平面確認の段階と、発掘調

査における平面確認の所見とでは、違いがある。当

初の確認では、第90図に示したように住居跡12寵前

のあたりから南陸の北側、約50cm離れた場所を、南

壁の立上に、沿うようにして、住居跡輪郭に見える

線が得られた。発掘時に、その輪郭線が住居跡12の

周壁になりうるか意識した結果、部分的に住居跡12

の周壁と考えられたが、貯蔵穴付近は、当初輪郭と

重複してしまい、推奨しうる状態ではなかった。し

たがってその輪郭の西半を住居跡の南壁と認めた

い。その輪郭外から南壁までの間を住居跡13 とした。

住居跡13 と同18の重複関係は明確でないが、住居跡

13 と同18の掘方底面の深さは、同18の方が一段低い

ため、各々別住居跡と考えられた。上面からの影響

は、平面確認時に中世以降の土壌が床面直上もしく

は、貼床層中まで及び、良好な状態にはなかった。

住居跡18では既に掘方付近に達し、住居跡13は床面

の前後、住居跡12の床面は残存していた。形状は住

居跡12は、平面、隅丸方形を呈している。住居跡13

についても、南壁の形から隅丸方形を呈していたと

考えられる。住居跡18についても、北西隅のわずか

な遺存状況は、隅丸気味を示している。附属の施設

としては住居跡12の寵跡、同貯蔵穴、住居跡13の貯

蔵穴とみられる小穴が南東隅部に存在し、住居跡18

の寵掘方に思える掘込が、住居跡12寵跡左側に存在

していた。住居跡13の寵跡は住居跡12の寵位置に重

複していたようである。規模と方位は、住居跡12 に

ついて、平面確認時に存在した貯蔵穴際の輪郭を南

壁とした場合、東西側の最大長3.18m 、南北側の最

大長2.4m 、方位は西壁でN 1 °Wを測る。住居跡13

は、南壁際で3.12m 、南北側は0 .48+ am 、西壁を

基にすると N 1 ー E を測る。住居跡 18 は西壁側で

0.66+ am、北壁側で0.78+ am 、方位は西壁を基

にすると N 1 °W を測る。寵および貯蔵穴について

は、東壁中央部に位置した住居跡12の寵跡は、上方

の大半を失った状態で平面確認され、数cm を掘り下

げただけで、灰層面・焼土化面に達してしまった。

したがって旧状はわずかしか知れない。両袖は黒掲

色～黒色土であった。寵を埋める土層注記番号15 は、

焼土塊を多く含み、崩落天井材を思わせる感があっ

た。灰と焼上との関係は、焼土面が下方で、灰層が

上方であった。焼土面を掘り抜く小穴は、崩落天井

材などを含むと思える土層注記15 を掘り抜く。その

埋土には近似の土層注記15'が入る。その個所は、

燃焼部中央にあり、支脚抜き取り穴とも思える。寵

掘方中の土層番号13などには焼土粒が入り、調査さ

れた寵の前身か、もしくは以前の周辺に寵の存在が

考えられる。その寵は、前代の住居跡13 • 18の可能

性もある。住居跡12の貯蔵穴は発見時では、ほとん

ど埋没しており、小穴としての機能は最終的には薄

かったと思える。しかし貯蔵穴内の遺物番号 2 と数

枚あったと思える下方床面上にあった遺物番号 3.

6 などにまじる 2 とが接合関係にあるため、生活当

初から中頃までの段階には機能していた可能性が高

い。住居跡13の寵については、住居跡13の寵跡が重

複していたのではないかということに関し、前述し

たが、規模形態について細述しうるほどはっきりし
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1.黒褐色。粗気。 1'は差なし。 1'は近似土層。

2. 黒褐色。黄色土プロソク・黒色土プロックまじえ、層中に 2

面以上の床面あり。締まる。

3. 黒色。粘気あり。床下。

4. 黒色。構築基盤。 4'は近似土層。

5. 黄灰色。客土層か。

6. 黒褐色。粘気あり。締まる。

第90図 住居跡12 • 13 • 18遺構図

7. 黒褐色。粗質。 7'は近似土層。

8. 黒褐色。粘気強く、締まる。黒色味強い。

9. 黒褐色。粘気強い。焼土粒はまじえない。

10. 黒褐色。焼土粒多く含むため、カマド破壊の際に生じた土壌

か。

11.黒褐色。粘気強い。

12. 黒褐色。粗気。 As-B を含む。

13. 黒褐色。焼土粒含むが、東半は少ない。

14. 灰色。粘性土でカマド粘土材か。

15. 黒褐色。焼土塊を多く含み、それは崩落天井材などか。
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第91 図 住居跡12寵遺構図
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第94図住居跡18遺物図

なかった。ただ住居跡12の寵跡の掘方幅が第91図の

ように幅広のため、第91図の住居跡12寵掘方右側は

住居跡13の寵掘方を含んでいた可能性もある。貯蔵

穴は周壁南東隅部に考えられた。住居跡18の寵跡は

前述のように、第91図の住居跡12壺跡左側に別掘方

があり、それを住居跡18の寵掘方として考えた。貯

蔵穴に関しては、住居跡12の床面と同掘方とが低い

ため、結局は発見されなかった。出土遺物は住居跡
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第 9 章 発掘された遺構と遺物

12について言えば、第92図のように 8 世紀後半の須

恵器、器肉の削り方が極めて薄くなった段階の土師

器甕、小甕（遺物番号 6 • 7 • 8) があるので住居

の機能をその頃と考えたい。住居跡13 と同18 とは様

相が複雑である。その理由は、住居跡18の遺物量が

少ないことに加え、住居跡13の第93図の主体が 8 ~ 

9 世紀前半にある中で、同図 l の 7 世紀代の小形短

頸甕の土師器が含まれることである。そのため、第

93図 1 の小形短頸甕は、 3 棟重複の、最も古い住居

跡18の機能に関連しての可能性を考えたい。また住

居跡13の機能は、第93図 1 を除く、 2~4 の 8 世紀

から 9 世紀前半までの幅の中で、重複の新しい住居

跡12が 8 世紀代と考えられたので、それに先行する

住居跡13 は、 8 世紀代の機能時期と考えたい。

住居跡1 4 • 15 • 16 • 25 

（第95~102図写真図版38)

位置は X-19Y 9 • 10にあり、地勾配は西下りの

ようである。重複は、住居跡14 • 15 • 16 • 25、住居

跡の関連不明の遺構 2 個所が存在する。住居跡の関

連不明 2 個所を除き、当初の平面確認時の、新・古

の関係は、調査をへても変わりない。関連不明の 2

個所は調査中の追加である。重複の関係は第95図上

平面図の状態であり、第96図の概念図中にも、新・

古を記入した。文字で表現すれば、住居跡14 • 15 • 

16 • 25 と住居跡関連不明 2 個所との相互の関係は、

住居跡14 と溝 4 は、溝 4 が新しく、住居跡中、住居

跡14が最も新しい。住居跡15は住居跡14 • 16 より古

い。住居跡16は、住居跡15 より新しい。このほか小

穴が住居跡14~16 と重なるが、いずれも小穴が新し

い。各住居跡の遺存状況は、住居跡14は床面を既に

失い、住居跡15 も床面を失い、この重複した一群の

中では唯一、住居跡16の床面のみが残存していた。

形状と規模・方位は、住居跡14について、同14は東

壁・北壁が対壁よりも長く歪んだ隅丸方形を呈して

いる。北壁掘方下において1.95m 、東壁下で3.lm 、

同壁は N 3 °30'E を指す。住居跡15は、東壁の残部、

北壁および周溝をもつ掘方から見れば、隅丸方形を

80 

呈していたと考えられ、残存状態を最大限に捉えて

測ると、東・西長2.88m 、もしくは3.24m 、南北長

3.96m を得ることができる。この際、住居跡15 を測

る場合に問題が一つある。それは、異なる二つの輪

郭が東壁に認められ、そのうち、どちらを住居跡15

の輪郭として認めるかである。第95図の上方平面図

の住15 と記入したのは、その外方にある 2 本の輪郭

線のうち、内側を指しているのであるが、この後、

掘方調査を行い、周壁溝を各所で確認し、東壁につ

いては、外側の輪郭に沿って発見された。当初、認

定した周壁位置を越えてしまったのである。その外

側の輪郭を住居跡15の東壁とした場合、寵掘方と推

定される、南側に隣接の小穴が、住居跡内側に大き

く食い込んでしまい、形態上疑問視される。そのた

め、どちらの立上が住居跡15 に伴うか明確にはでき

なかった。方位は、掘方西壁でN 12°E を測る。住

居跡16は、隅丸方形を呈するが、東壁の寵位置を挟

む左右において、周壁の張り出し長が異なっている。

そのため、西壁下の長さを求めれば、 3.84m 、短辺

長を、南壁下で求めれば、 3.06m を測り、方位は西

壁で N 8 °E を指す。住居跡25、寵部の残存がわず

かで、住居跡形態、規模の判定・測定はできない。

寵跡・貯蔵穴は、住居跡14の寵跡は、東壁のおよそ

中央にあり、掘方を含むと、住居跡規模よりも、大

規模に見える平面観にある。しかし、残存は第97図

に示したように、上半部は削平されていた。ただ今

回の調査例中、残存の程度は良い方であった。寵跡

の上層を占めていたのは、粗質の黒褐色であったが、

後出時期に小穴が及び、焼成部・支脚部などが破壊

されていた。袖部は右袖やや短く、左袖がやや長い

傾向にあったが、基部に近い存在のため、そう明瞭

な形ではなかった。寵の焼土化は、燃焼部の奥壁側

で焼土化が残され、左袖側にもわずか認められた。

しかし灰の面的な広がりは認められなかった。貯蔵

穴は、当初の段階、掘方調査においても明確にでき

なかった。特に、貯蔵穴の相当位置に、住居跡25の

寵燃焼部が存在しており、そのことも調査上、不明

確となった一因がある。住居跡16の寵位置は、東壁
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1. 黒褐色。やや粗質。

2. 黒褐色。黒色土プロック、焼土粒を含む。床土。粘気あり。

2'. は近似土層。

3. 黒褐色。黒色土プロック、焼土粒を含む。床土。粘気あり。

4. 黒褐色。灰色粘気土・黒色土プロック含む。床土。

5. 黒色。黄色土層が縞状に入る。床土。粘気あり。

6. 黒色。黄色土層が縞状に入る。床土。土器入る。粘気あり。

第95図住居跡14 • 15 • 16 • 25遺構図

7. 黒色。粘性あり。

7'. は近似土層。

8. 黒褐色。粗質。 As-A含む。

9. 黒褐色。焼土粒入る。

10. 黒褐色。粘気あり。柱穴か。

11.未注記。
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第96図住居跡14 • 15 • 16 • 25範囲概念図
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1.黒褐色。やや粗質。

7. 黒色。粘性。

8. 黒褐色。粗質。 As-A含む。

11.黒褐色。焼土粒わずか含む。締まる。床か。

12. 黒褐色。焼土やや多く含む。

13. 黒褐色。焼土塊多く含む。崩落天井か。

14. 黒褐色。下面が焼土化し、灰が部分的にまじる。

15. 黒褐色。焼土粒やや多い。

16. 黒褐色。焼土粒やや多い。明灰色土を基調とする。 16' ば焼

土粒入らず。

17. 黒褐色。焼土粒は微最のため、 17の客土前代に、カマドの存

在の可能性は薄い。

第97図住居跡14寵遺構図

のやや南寄りに設けられ、第99図のとおりである。

遺存状態は、調査上面から、 10cm 内・外で焼土面ま

で達し、上方の大半は失われた状態にあった。さら

に土層注記番号 1 • 2 を埋土とする小穴が、燃焼部

82 

の中央および支脚部を破壊してあり、焼土化面・灰

層面が、その個所には認められなかった。袖部の残

存も、極めて低かった。焼土化は、小穴を除く燃焼

部の大半にあり、灰層面は燃焼部の西半から南西方
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第98図住居跡14遺物図

向にかけ、 70~80cmの広がりが認められた。貯蔵穴 方を見なかったので、本来の床面は浅い位置に存在

は、調査した住居跡床の延長上では、わずかな凹み した可能性がある。寵跡の調査結果は、第100図に

であり、前出灰層の一部がおよんでいた。その位置 示したとおりである。図中の不明住居跡は、住居跡

が明確になったのは掘方調査の時点で、住居跡南東 25の籠跡と東壁の一部を切るように描いてあるが、

隅部にl. lm を越える浅い凹みとなって現れた。そ

の埋上は数枚の床層があり、序々に埋まったと考え

られた。寵の掘方の埋土中には、焼土粒が認められ、

調査された寵の前代にも前身の鼈が存在したか、あ

るいは付近に寵が設けられたことの証左となろう。

住居跡25の寵跡は、住居跡14に切られて発見された

が、住居跡14 • 15の住居跡外西方に関連の床面・揺

その住居跡は、確かに住居跡25の掘方を切っていた

が、その他でその住居跡の関連は得られなかった。

住居跡25の寵の焼土化、灰層は、図中のトーンのと

おりである。遺物について、住居跡14は第98図に示

した。 10世紀後半頃の第98図 1 ~ 3 が床面、住居歓

割トレンチなどから出土している。しかし、同図 7

~ 9 のとおり、前代の土師器も認められ、重複住居
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からおよんだ可能性もある。特殊な遺物として、同

図11がある。吸炭が部分的に認められ、寵用材かも

しれない。住居跡16の遺物は第101図に示した。そ

のうち床面に伴って出土した完器は同図 5 のみで、

床面に伴う同図 3 には小破があり、同図 10は石で

あった。土師器は全体的に 8 世紀中頃でも前半に近

い時期と考えられ、同図 1 • 4 • 5 などの杯は、箆
E 

削位置が型膚帯にまでおよぶ。また口反りのある同

図 6 • 7 などの皿・坪の形態は、西毛地域多用の一

端が示される。同図 8 は、器肉薄作りの段階に入っ

て来ていることを伺わせる。同図 9 は底部片を欠く

が、 口径が大きく、頸部のくびれが浅いため甑かも

しれない。 11 は、 わずかながら摩耗を受けていると

見られる石であり、川原石である。 こうした遺物の
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1. 黒褐色。焼土粒・焼土塊は中央部に多い。カマド破壊の際の

崩落天井材などか。

2. 黒褐色。焼土粒含む。

3. 黒褐色。焼土粒含む。

4. 黒色。粘性。
゜

1: 30 lm 

第99図 住居跡16寵遺構図
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1.黒褐色。焼土・木炭粒少ない。

2. 暗赤褐色。焼土化層。注 3 が焼土化か。

3. 黒褐色。地山黄灰色プロック含み、焼土粒入らず。

4. 黒灰色。粘気あり。

第100図 住居跡25寵遺構図
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住居跡25遺物図
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10cm 

中で、形態上、全体的な時期と不一致は同図 2 で、

8 世紀末から 9 世紀前半頃の杯形態にある。住居跡

25について遺物は、第102図に示したが、いずれも

二
--‘‘‘‘\、、\\\

ー
磨
耗
不
明
瞭
ー

l : 3 
| 

10cm 

小片で器形状を伺うことはむずかしいのと、 10世紀

以降の製品と考えられる同図 2 が入っている。

で、

住居跡17

位置は、

（第103~105図 写真図版38)

X -19 • 20 Y 8 • 9 にある。重複は土城

2 • 3 、西半を溝 1 によって削平される。住居跡の

大半は、上方からの耕作と攪乱によって失い、かろ

うじて掘方が残る。形態と規模・方位について、形

態は、東壁の状態から、隅丸方形を呈する。規模は、

東壁下で3.48m 、南壁下で2.22+ am 、方位は東壁

Nl ゜30'W を測る。寵跡・貯蔵穴について、寵
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1. 黒褐色。現竹林表土。

2. 黒褐色。 As-A·B を含む粗質土。

3. 黒色。細かな軽石を含む粗質土。

4. カマド土層。
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第103図 住居跡17遺構図
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1.暗褐色。焼土塊を多く含む。'P 1 mm以下の白色粒（軽石）が多

く含まれる。粘性あまりなし。締まりあり。土器片が含まれる。

2. 赤褐色。ほとんど焼土。粘性あまりなし。締まりあり。¢

1 mm以下の白色粒子が少しみられる。

3. 黒褐色。少し灰色がかる。粘質土で締まり強くあり。地山か。

'P 1 mm程の白色粒子が多く含まれる。この下部には、ロームと

思われる黄褐色プロソクが少し混入した層あり。

ヂ昌ヽ

゜ 1: 3 10cm 

第105図

第104図 住居跡17寵遺構図

跡は、燃焼部奥側の焼土化を認めるほか、旧状の遺

存は少なく、部分的には掘方埋土に達した状態で発

見された。貯蔵穴は、明瞭でなく、存在していた場

合は貼床中にあったであろう。調査面は、既に掘方

86 

住居跡17遺物図

に近い。出土遺物は、第105図のとおりである。寵

内から出土した、同図 5 の小片は、酸化烙焼成の終

末期の須恵器釜で、 10世紀末頃の製品である。

住居跡18 • 19 

住居跡20

位置は、

（前出）

（第106~108図 写真図版38)

X -28 • 29 Y 8 • 9 に位置している。重

複は、後世の溝跡50 • 51 などの小溝と、前代の溝跡

47 と重なる。溝跡47 と住居跡20 とでは、住居跡20が



第 2 節 住居跡

新しい。 このほか寵前左側の小穴は住居跡に伴うも

のである。状態は、後出の溝跡 1 によって西半が失

われていた。上面は、近代までの耕作や攪乱が床面

近くまで達していた。 しかし、床面の硬化状態は認

め得た。形態は、西壁を除く、各壁面の状態から隅

丸方形気味に見えた。規模と方位は、東壁際で、

3.4m 、中央の東・西で1. 98+ am 、方位は東壁で

Nl ゜30'W を測る。寵・貯蔵穴について、寵跡は、

東壁のやや南寄りに設けられていた。遺存は、焼土

面まで10cm以上の土壌を残した状態から掘り進むこ

とができ、条件は他の住居跡よりも恵まれていた。

燃焼室奥側に、寵廃棄後に設けられた小穴により、

焼土化の個所が削られ、同様の小穴は右袖側にもあ

り、袖部の一部が削られ、寵用材の一石が出土して

いる。袖部は、黒褐色土で、袖部の先端には、未固

結凝灰岩（洪積）による方形の袖石が設けられ、左

袖芯にも、石材は認められた。左袖石材は第108図

9 に掲げたとおり、被熱の状況が伺えた。その掘方

埋土には焼土・木炭粒が入り、調査された寵の前代

の寵もしくはそれに類した遺構がこの周辺に存在し

..” 
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/t_]..(マ上→—©,._:T上
1/  

竺旦m 1. 暗黄褐色。炭化物が多く見られる。¢ 1 mm程の白色粒子が多

く見られる。粗粒で締まりあり。粘性ややあり。土器片、焼土

混入。
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第106図 住居跡20遺構図
゜ 1 : 60 2m 

1

ー

: 戸m 1. 黒褐色。焼土・木炭粒含む。
2. 黒褐色。地山の焼土化。

3. 黒褐色。袖材。砂質土と粘性土の両方入る。

゜ 1 : 30 lm 

第107図 住居跡20寵遺構図
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第108図

ていたと思われる。焼土化は焚ロ・寵前にもおよん

でいた。さらにその上面の一部と寵前にかけ灰の広

がりが認められた。貯蔵穴は、右袖側、および住居

跡南東壁側には認められず、掘方調査の際、左袖側

に小穴が発見されている。この小穴は、上面を硬化

床面が被っていたのか、いないのか未確認であった

ため、住居廃棄時に存在していたのかいないのか不

明である。そのため貯蔵穴の可能性もありうる。出

土遺物は第108図に示した。床面に伴うのは、同図 3 、

寵跡の壁際に沿って同図 4 が出土している。同図 1

• 

. 

＿二—-

• 

I 

999  

l 
--------------ク、

ヽ
I 

ノ ー

は底面の切り離し不明瞭で、 口縁部も欠くが、 10世

紀後半から末期までの須恵器杯に見える。同図 2.

4 もその頃の製品であろう。床面から出土した同図

3 も、内面に特徴的な工具の水挽道具条痕が入り、

その頃の製品である。同図 6 は、

88 

口径と口縁部立上

¥ ¥ 7 
I 

住居跡20遺物図

--
トーンは被熱部

を示す

, 

゜ 1:3 10cm 

角度がやや内傾気味で、

形状をとるため、

口縁端部でやや外反気味の

やや遡る時期と考えられるが、 10

世紀代の製品に変わりはない。同図 7 の釜も、 10世

紀末頃の製品に見える。

住居跡21 （第109 • 110図 写真図版38)

位置は X-26 • 27 Y 8 • 9 にある。重複は、溝跡

1 によって住居跡の大半が失われていた。床面は既

になく、掘方の残存もわずかであった。形態は北東

隅部が、隅丸を呈することから、隅丸方形気味の住

居であろうと思われる。規模は、東壁側で1.62+

am 、北側の東西で0.27+ am 、方位は、東壁側で

N28°E を測り、他の住居跡とやや方向性を異にす

る。籠・貯蔵穴について、貯蔵穴は、溝跡 1 によっ

て大半が削平されているため、発見されなかった。
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1.黒褐色。焼土粒・木炭粒含む。

2. 黒褐色。焼土粒・木炭粒含む。

3. 暗褐色。地山。粘性おびる。

゜
1: 30 lm 

第109図住居跡21遺構図

三三コ／I,、三2

10cm^  ゜ 1: 3 

第110図住居跡21遺物図

籠跡については、東壁側に設けられていた。残存状

況は、第109図のとおりである。廃棄時の中央の小

穴は、土層断面注記 1 を埋土としているが、同層は

焼土化面を切って存在している。そのため廃棄時よ

り後出の行為としうる。袖部は、右袖側が溝跡 1 に

削平されていたが、左側についても、残存が浅く不

明であった。焼土化は、平面図の燃焼部奥側、左．

右壁、および、底面に認められた。底面の焼土化の

範囲の記入がないのは記録漏れである。寵調査の初

期に発見された小穴は、小穴の掘られた、住居廃棄

直後の時点を思えば、支脚抜取穴と推定される。出

土遺物は第110図に示した。同図 1 ~ 3 まで寇跡埋

土の出土である。同図 1 • 2 は、 10世紀後半頃の須

恵器終末の頃の製品とみられる。

第 3 節掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は 2 個所で発見され、そのほか柵列

らしき 1 個所がある。この 3 個所は埋土の質感は共

通しており、時期的に近似の時代と考えられた。調

査時は、上面を近・現代の耕作・攪乱がおよんでい

たため、まずは掘立柱建物の存在よりも、近・現代

の小穴が目立っていた。そのため、柱穴番号は設け

ずに土渡番号を付して扱ったので、本書も変更せず、

調査時の土壊番号を、そのまま用いた。また第111 • 

112図中の柱間算出値は、調査作業中に、鉛筆浄書、

柱間方眼図の作成を行い確認した値である。

掘立柱建物跡 1 （第111 図 写真図版39)

位置は、 X-14·15Yl0·11 にある。重複は、近・

現代の小穴が重なる。そのため、土城番号を付した

土城をいくつか掘った結果、揺立柱建物跡の認定を

行ったので、認定が遅れ、通しの土層断面を作成す

ることができなかった。形態は、東・西 2 間、南北

2 間、 9 穴からなる総柱建物である。掘方形状は上
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土城13

1. 黒褐色。粗気。

2. 黒褐色。黒色・黄色ブロノク含む。締まる。

3. 黒褐色。注 2 より粗気でブロ・ノク少ない。

4. 黒褐色。注 2 にプロックの入り方は近い。もっと締まる。

上城17

1.黒褐色。黄色・黒色ブロック入る。締まる。柱穴。

土城16

1.黙褐色。黄色・黒色ブロノク入り、締まる。

2. 黒褐色。黄色・黒色プロノク入り、注 1 より締まる。

3. 黒色。粘気あり。

土壊65

1. 暗褐色。注 2 に比して、やや灰色がかっている。¢ 1 mm以下

の白色粒子（軽石）を少し含む。粘性あまりなし。締まりややあ

り。粗粒な感あり。

2. 褐色。¢ 1 mm以下の白色粒子（軽石）を多く含む。炭化物・約

｢ 1 cm の黄色ブロソク（ローム？）がわずかにみられる。粘性あ

まりなし。締まりあり。

3. 暗褐色。注 l に似るが、粒子が細かい。また、白色粒子（軽

石）もあまりみられない。粘性あまりなし。締まりややあり。

4. 暗灰褐色。黄色のブロソク(¢ 1 cm程）が多く含まれる。全体

に、他の層より白っぽくみえる。粘性ややあり。締まりややあ

り。

5. 黒褐色。粘性あり。締まりあり。乾くとプロノク状の塊（¢

2 cm位）になる。当時の表土が疑似の注 6 に比して、やや褐色

がかっている。

6. 黒褐色。注 5 に比して、黒色が強く、少し白っぽい。粘性あ

り。締まりあり。¢ 1 mmほどの、クリーム色又は黄色粒子（軽

石）が少しみられる。乾くと、プロ・ノク状の塊となる。

第111 図 掘立柱建物跡 1 遺構図
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1.黒褐色。現竹林表土。

2. 黒褐色。 As-B を含む粗質土であ

る。

広は酷似土層。

3. 黒色。細かな軽石を含む。粘気あ

り。

4. 黒褐色。軽石を含む。やや締まり

はあるが、柱痕か。

5. 黒褐色。軽石 •Faの小プロック

を含む。黒色粘性土ブロソクを含む。

締まりあり。

6. 黒褐色。軽石含み、注 3 のプロッ

ク・ FAプロック含む。

7. 黒褐色。軽石。注 6 より注 3 のプ

ロック醤が多い。
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面規模・形態ともに各様の感はあるが、土壊65は上

旱OOm 方の中段部を除くと、他の柱穴に似る。土城 7 が変

形しているように見えるのは、上面の遺構調査時に、

皿00m 削ったためによる。中央柱穴に中段があり、少し異

形なのは発見時からである。第111 図に示した成り

断面図は現場作成である。そのうち南北成り断面の

うち土城65の北壁直下が、尖り気味なのは、掘り過

ぎがあるのかもしれない。それを除く、成断面形状、

土層断面掘方形状は、ある範囲内で共通する。ある

範囲とは掘方底面において角張りのとれた横断形状

などを指す。土層断面所見は、第111 図右上ばかり

でなく、土城 6 • 14なども土層図を記録している。

土層観察の結果、土城65の断面のように建て替え、
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第112図掘立柱建物跡 2 遺構図

掘り直しに見える土層状態は少なく、土壊17 ほか、

中段や、少し張り出す輪郭などは、掘立柱建物構築

所作の結果生じたと解釈される。そのことは他の柱

穴に、同様の所作痕が共通してある訳ではなく、部

分的に掘り直しが生ずる理由は、柱筋などをそろえ

るためと想像される。柱穴埋土は、全体的に締まっ

ており、根がための状況かしのばれる。柱痕は、鮮

明な輪郭や、直径が知れるような横断面はなく、柱

抜き取りと推定された。埋土の質感は、浅間山 B軽

石 (As-B) を含むか否か区別できず、古代か中世
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第 9 章発掘された遺構と遺物

か判定できない結果であった。そのことは、出土遺

物から 15世紀頃の溝と推定された溝跡18の埋土下半

と極めて近似した質感にあった。それなら、この掘

立柱建物跡を 15世紀にすればよいのではと読者は思

われるかもしれない。しかし、上野地域における中

世掘立柱建物跡の柱穴は、径50~60cm を越えること

は少ないため、掘立柱建物跡 1 について中世である

ことに疑念が持たれるのである。したがって、古代

である可能性と、中世である可能性を示しておきた

い。以上、埋土に係わる説明であった。さて、規模

は、方形 2 間で、柱間は2.lm+2.l (7 尺） m ＝総

長4.2m 、方位N 3 °E を測る。出土遺物は、細かな

土師器片が少しある。

掘立柱建物跡 2 （第112図 写真図版39)
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3. 黒褐色。軟らか。軽石含む。

4. 黒色。締まる。軽石含む。
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第113図土壊25ほか遺構図

位置は X-11 • 12Y 10 • 11 にある。重複は、北方

を、溝跡 3 が東・西走し、北側に延長部が存在して

いるとしたら、削土されたことになる。東側も中世

以降の小溝が接して南北走している。調査は、平成

5 年度調査の当初、試掘トレンチを X-12ライン上

に設けた際に発見されたのであるが掘立 P 1 • 6 • 

7 （整理時名称）については戟ち切ってしまった。

調査上の露呈面は、第112図の土層注記 3 の上面で

ある。形状は 6 つの柱穴を発見し、東・西に 1 間と

西側に廂、南・北に 2 間分である。廂側の方向と柱

間、間隔から考え、棟走行は南北であろうと思われ

た。柱穴の形態は、掘立 P 4 • 9 とが接してしまっ

ているが、掘り過ぎであった。図は掘り過ぎのまま

図示してある。柱穴の形態は、掘り過ぎの掘立 P4·

9 を除くと、南北の柱穴列単位で揃う傾向を示して

いる。埋土は、全体に締まり、土層の質感もよく似

ていた。つまり、中世の質感があったものの、古代

の住居跡埋土を締めたようでもあった。柱痕は、疑

似であるが掘立p 1 の土層断面にみられた。根腐れ

柱痕のように軟らかく、黒色味が強くはなかったが、

土層の柱状は不自然であった。また抜取痕のように

も見えず、歯切れの悪い結果となった。建物規模と

構造の検討は、記録図面の浄書図を基に行った。そ

の結果、棟走行を南北とした場合、廂を伴い陰の桁

行数（偶数間）であるのは、北方が削平されている

以上、可能性が少なく、奇数 3 間を取ることが合理

であろうと解釈された。その際、桁側中央が、両脇

よりも広い 1 間となり、 3 間分の中央であろうと考

えることに整合性が生じる。妻側は、 2 間を想定し、

同等柱間分をもって延長すると、桁側よりも梁側が

長い、極めて特異な外観が考えられ、しかも内部に

は束柱に伴う床張りが想起させられる。そのため、

現状のままであっても、想定上の廂付 3 間 2間の場

合であっても特異な形態の建物である。規模は実長

の場合、南北、l. 5+ 1. 8m =3.3m 、東西、 0.6+

2.7 (2.55) m=3.3 (3.15) m 、方位N 6 °30'E で

ある。想定上の規模は、南北、1. 5+ 1. 8+ 1. 5=4.8m 、

東西、 0.6+2.7 (2.55) +2.7 (2.55) =6.0 (5.7) m 
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第115図溝跡 3 遺構図
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□l 
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性は、 N28°E を測る。この方向性、前出掘立柱建

物跡の方向性と異なる。柱痕について、土城25の土

層断面中の注記番号 3 は、軟らかく、注意される。

出土遺物はない。

\ \ \ 

第 4節溝 跡

10cm 

第116図溝跡 3 遺物図

である。なお（ ）は掘り過ぎのために生じた不確

定要素の最少値である。出土遺物は、土師器の小片

がわずかにある。

柱穴列（土壌25ほか）（第113図 写真図版39)

位置は、 X-10 • llYlO • 11 にある。重複遺構は

ない。状態は第113図のように柱穴らしき 2 つの小

穴が近接しているため捉えた。しかし 2 穴は、規模、

平面形状ともに異なっており、同時性は薄いと考え

られる。共通性は埋土にあり、ともに前出掘立柱建

物跡 1 • 2 と類似の質感にあった。規模・方位に関

し、両柱穴の距離は4.8m あり、両柱穴を結ぶ方向

94 

溝跡について、時期は、古代から現代溝まで存在

する。それらの性格は、流水の痕跡があり、溝跡と

するに、ふさわしい状態のものから、近・現代の畑、

さく跡と考えるような例まで、様々であった。ここ

では、調査中に力点を置いたり、関心を持って調査

した溝跡を掲げ、その記述から漏れた溝について、

調査区単位で説明を加えたい。

溝跡 1 • 2 

（第61 • 62 • 114図写真図版34 • 35) 

溝跡 1 は、現くるま川の最下面を指して呼称した

が、結局は、現代の溝の面まで続き、面的な分離は

困難であろうと思えた。調査範囲は第61図のとおり

全体で 7 本のトレンチを設定して、現くるま川と溝

跡 1 との関係を調査した。その結果、明治印判染付

が出土し、考古学的には、その頃の開さくに思える

が、江戸時代後期頃の陶・磁器片も含み、大正以降
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第118図 溝跡 4 遺物図

Yl3付近の滝川より、分流させ、南流し、 X-38 • 

39Y 9 に至って、東方に曲がる。規模は、第129図

のとおり、土層注記14の下端面で捉えると、幅5.8m

ビニールの入らない土層注記14の上面で、

座標北

幅3.6m を測る。遺物類は 114図に示した。多くは近・

現代の遺物であるが、その中に同図11のとおり、加

工獣骨が含まれ、滝川上流域に、骨角細工者か、そ

の材料を提供する業者がいたことが示唆される。

溝跡 2 は、第61図に示したように、 くるま川の遡

100 OOm 

! 

゜
土層＝ 1 : 40 
平面＝ 1 : 80 l.5ｷ3m 

第119図 溝跡 5~10遺構図

る時期の河道および堆積物の個所を指す。調査x-

12 トレンチ以南から X-22 • 23 Y 7 • 8 拡張区まで

達し、現くるま川もしくは溝跡 1 に重なる。時期は

明治印判染付磁器や、江戸時代陶．磁器片を含むが、

銅版絵付の時期に達するか、重機によるトレンチ掘

削であったため、明瞭にすることはできなかった。

規模は、上幅3.5m 以上の大きさがあったと考えら

れるが溝跡 1 と重なり合うため、溝ー単位の横断面

は得られず、規模は十 a しなければならない。

旧河道は、遡る時期の滝川の河道および堆積物を

の陶・磁器片も、明治印判磁器片をしのぐ量で出土

している。溝跡 1 の埋土中で注目されるのは、ビニー

ル製品の多さであり、 ビニールを含む層と、含まな

指すが、 この中には現河道と、堆積物が存在してい

い層とは歴然としていた。溝跡 1 の範囲は、 X-05 

る。埋土中に近世磁器が表層を除いて出土しないこ

とから、おおむね江戸時代前半頃以前と考えられた。

その範囲は第61図に示したようにトーンによる既念
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1. 黒褐色。近世埋士。粗気。 As-A入る。

2. 黒褐色。近世埋土。やや締まる。 As-B入る。

3. 黒褐色。 As-B入る。粘気あり。締まる。上面道か。

4. 黒褐色。 As-B入る。粘気あり。締まる。

5. 黒褐色。 As-B入る。粘性あり。締まる。

6. 黒褐色。 As-B入る。粘性あり。締まる。 5 • 6 の層中

より 15世紀の軟質陶器鉢片。

7. 黒褐色。 As-B入る。粘気あり。締まる。
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第121図溝跡18遺物図
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溝 跡

図を参照されたい。規模については、溝ー単位で把

握できなかったため明確でない。また遡る時期の河

道と言っても同一時期に成立した訳ではない。その

ため現河道域は相当長期にわたり維持されていると

みられた。そのことは、他方でクルマ川の維持に係

わる関係も付加された背景であったとも考えられよ

〇

、
つ

溝跡 3 （第115 • 116図）

位置は X-15Y 8~10にある。第115図に、その

状態を示した。平面的に重複して記入してあるのは

後世の遺構である。規模は、最大幅で1. 84m 、深さ

は約30cmであった。埋土は、土層断面B において掘

り直しが認められ、浅間山 A軽石粒の存在は不明で

あった。出土遺物は、最上層で、第116 図 1 が出土

しているが、埋土の質感は、明治以降には見えない

ため、おそらくは覆う土壌中からの遺物であろう。
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1.黒褐色。粗気。 As-A入る。

2. 黒褐色。締まる。 As-B入る。

3. 黒褐色。粘気あり。

4. 黒褐色。粘気あり。軽石粒含み、わずか焼土粒入る。

土層＝ 1 : 40 
平面ー 1 : 80 ゜

溝跡 4

位置は、 X -18Y 9 • 10にある。第117図にその

形状を示した。細線の南北溝は後世溝である。埋土

は、流水の形跡はなく、浅間山 A軽石粒を含むこと

が確認できた。規模は、幅1. 2m 、深さ 6 cm であった。

出土遺物は、中世土師質土器杯片、鉄器片などがあ

る。方向は東西に対し南側に 3 ~ 4 ゜傾く。

溝跡 5~10

溝跡 5~10は旧時の畑さく跡とみられる並走する

小溝群で、埋土は、粗気が強く、極めて新しい時期

の所産と考えられ、浅間山A軽石粒が含まれている

のを認めている。方向はおおむねN 2°Wである。

溝跡18

位置は、

第 4 節

（第117 • 118図）

（第119図）

（第120 • 121 図 写真図版39)

X-11Y9~11に位置する。重複は住居

跡 7 を切り、南北走する Yll ライン沿いの小溝より

先行する。形状は第120図に示したとおりである。
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99 60m 

第124図溝跡47遺構図

第125図 溝跡47 と関連の遺物図

規模は、幅1. 9m 、深さ 60cm 、方向は、東西に対し、

南に約 4 ゜傾く。埋土に、浅間山 B軽石粒を含むの

を認めているほか、埋土の質感としては締まり、古

代の埋土を思わせる状態があった。その締まり方は

踏まれているらしく、道として使用された可能性が

ある。出土遺物は、第121図に示したとおりである。
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遺物種としては、同図 1 • 2 が中世軟質陶器鉢、

3 が石材、 4 • 5 が磨石である。同図 1 • 2 の鉢は、

口縁部形状、卸目の形状から 15世紀代の製品であり、

溝底近くからの出土である。同図 3 は、表面が摩耗

しているとともに、外面上半が、汚れ、もしくは吸

炭しているように見えるため、礎石かもしれない。

同図 4 • 5 の摩耗は、顕著でない。

溝跡21 （第122 • 123図）

位置は X- 9 Yll • 12にある。重複は、住居跡 4

と重なり、溝跡21が後出してある。状況は第122図

に示した。規模は、幅1.28m 、深さ 40cmである。方

位は、東・西より 16゜30'南へ傾く。埋土の質感ば、

浅間山 B軽石粒を含むが、締まりは中世というより

も古代に近い感じにあった。遺物は、第123図に示

した。溝跡21 は、住居跡 4 と重複したためか、土師

器・須恵器の出土が目立った。同図 5 • 6 は近世

陶·磁器であり、埋土中からの出土である。溝の機

能時期は近世で、浅間山 A軽石降下の前代であろう。

溝跡47 （第124 • 125図写真図版40)

位置は X-25~32Y 8 • 9 にある。重複は住居跡

20が、溝跡47を切る。さらに溝跡37~46が後出して

重複する。状況は第124図に示した。規模は幅1. 16m 、

深さ約20cm である。埋土の状況は、砂とシルト質粘

性土が互層をなし流水の形跡があった。さらに西接

の X-30 • 31 に足跡状の凹みが認められ、それに連

続した形で溝跡47が存在していた。つまり低地帯中

に溝跡47が存在していたことになる。また足跡状の

凹みが存在する西側は、わずか高まりを感じ、畦跡

が削平化を受けたとも思えた。出土遺物は第125 図

に示したが、その中で同図 7 は、溝埋土の最上面か

らの出土であり、上方からおよんだ可能性がある。

同図 8 は、溝中ではないが隣接の高まりから発見さ

れた。水利祈願の抜歯であろう。土器類は、細片の

ため明瞭でないが、 7 • 8 世紀のやや肉厚の頃の製

品に見え、溝跡47が北方で住居跡20 に切られること

から、 10世紀末よりも遡る遺構であることは確かで

第 4節溝跡

ある。

溝跡52 • 53 （第 126 • 127図写真図版40)

位置はX-22 • 23 Y 7 • 8 にあり、同拡張区のみ

の調査であった。同拡張区は、溝跡 1 により分断さ

れていたため重複関係も分かりづらい。新・古の関

係は第126図に示したとおりである。溝跡52は延長

上にある東接の畑地帯中に、わずかな落差を認め、

溝の存在が予測され、さらに溝跡18が中世土地区画

や館跡に関連すれば、対応の溝が存在するものと考

えていたことから拡張におよび、発見されるに至っ

た。溝跡52 • 53の両溝は溝跡 1 に切られる以前、連

続していたか否かは、不明であったが、両溝とも、

19世紀頃の陶・磁器片が時期を示唆するため、溝跡

1 開さくの前代に連続した同一の溝であったとして

も不思議ではない。また溝跡52が、溝跡 1 から引水

した場合は、引水のための土留めの杭などが設けら

れておらず、溝跡 1 と溝跡52 とは有機的な関係にな

いと推測された。溝跡 1 と溝跡53の関係は、やや不

明瞭であった。それは護岸杭や同材が、溝跡 1 際、

溝跡53中にも見られ、溝跡53が、溝跡 1 から引き込

んだ可能性を有していた。溝跡52 • 53の横断面の所

見は、各々掘り直しがあり、明らかに流水の痕跡が

認められた。その規模は、溝跡52について、幅2.16m 、

深さl. lm 、方向性はほぽ東西である。溝跡53 は、

幅2.7m 、深さ1. 2m である。

溝跡56 （第128~130図写真図版41)

位置は、 X-33~38Y 8 • 9 に含まれる個所のみ

を調査した。さらに延長部は、第61図中の既念図の

ように考えられ、第128図の拡張区における地山の

残存は、中洲帯のなかでも最北であり、そこまで残

存しているものと考えられた。重複は、直接、重な

り合う中では最も古い。上方に溝跡 1 • 2 、滝川旧

河道が存在する。 x- 1 以南で、最古の溝は、前出

溝跡47であるが、重複の接点はないものの、溝跡56

と数m接近状況と、その個所の地勢からすれば、溝

跡47 を切って溝跡56が設けられた可能性が高い。遺
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1.暗灰褐色。地表土。砂が多く混入する黒土。

2. 灰白色。粒子の細かい砂層。水分がないせいか白くさらさら

している。締まりほとんどなし。

3. 暗灰色。地山と思われるプロックがみられ、砂層ではあるが

粘性をおびる。締まりほとんどなし。

4. 暗灰色。注 3 より粘性が強くなる。砂質の土層で酸化斑が多

くみられる。締まりあまりなし。

5. 暗灰褐色。注 3 • 4 より粗粒な感があるが、粘性ややあり。
締まりあまりなし。褐色斑が多く、全体が褐色。

6. 暗灰色。注 3 - 5 よりもやや粗粒な砂層。¢ 1 ~3 mm程の白

色粒子（軽石）が、少し含まれる。粘性あまりなし。締まりあま

りなし。

7. 青灰色。砂層。やや粗粒な砂層。粘性、締まりともあまりな

い。土層より 127図 2 の伊万里系磁器出土。褐色斑が多く、

ロームプロックも少しみられる。

8. 灰褐色。砂に多饂のローム（地山土）が混入する。酸化した褐

色斑も多いため、全体に褐色が強い。粘性ややあり。締まりあ

まりなし。下層より 127図 1 の相馬焼出土。

9. 暗灰褐色。褐色土に多く砂（微粒）が含まれる。'P 1 mm程の白

色粒（軽石）が少し含まれる。粘性あまりなし。締まり少しあり。

10. 暗褐色。'P 5 mm以下の白またはクリーム色の軽石粒が混入。

やや砂気があり。粘性ややあり。締まりややあり。

1.現地表。

2. 暗褐色。¢ 2~3 cmの赤色軽石？を多最に含む。ベースは注

3 に同じ。

3. 暗褐色。¢ 1~2 mm以下の白色粒子を多く含む。黄褐色の酸

化斑が多くみられる。締まりややあり。粘性あまりなし。

4. 暗褐色。¢ 1~3 mm程の軽石を多く含む。地山と思われる褐

色（橙色）プロックが少しみられる。締まりややあり。粘性やや

あり。

5. 暗灰褐色。砂気が混じる褐色土層。地山と思われる褐色斑、

灰色の粘質土のプロノクが混入。粘性も締まりもあまりない。

6. 暗黄褐色。地山（ローム）の黄褐色土が混入し、黄色味が強い。

地山の上にもみられる。粘性ややあり。締まりあまりなし。

7. 黄褐色。地山の土に、砂粒が混入したような土層。ロームが

ほとんどで、粘性あり。

8. 青灰色。粒子が、極めて細かく、粘性を帯びる感がある砂層。

酸化した赤褐色斑がみられる。締まりあまりなし。

9. 暗黄褐色。砂に、多量のロームが混入。黄色味が強い砂層。

注 8 より粒子が粗い。粘性少しあり。締まりあまりなし。

10、青灰色。砂層。注 8 • 9 より粗粒の砂層で、酸化もしくは

ロームの褐色斑が少しみられる。粘性あまりなし。締まりあま

りなし。

第126図溝跡52 • 53遺構図

゜
1: 3 10cm 

= \ ¥. i 

ぷ53 ｀：：：ロ
I 溝52

第127図溝跡52 • 53遺物図 ―、
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物からみても、その可能性が高い。溝跡56の調査は、

地山の洪積水性堆積物層の存在を確認することの必

要性を考えたことと、

土壌が以北と異なり疑問を感じたことにより、拡張

区を設けた。埋没土の大半を重機で排土したが、底

面際は人力である。遺構の状態は、全体観は第61図

に、調査区全図は第128図に、土層断面は第129図に

示した。埋土は第129図を見るように、砂、

などが互層をなし堆積していた。底面は洪積ローム

層の水性堆積層を基盤としていた。最下層は砂層で

あった。溝の底面状態は、調査範囲中では、
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に向かい浅い勾配の気味があり、最下面には達して

いないようであった。調査は湧水のため、

をもって断念した。しかし、最深部は十 a されても、

そう深そうではなく、現状図をもって最深部と考え

てもよいと現場所見を感じた。規模・方向性は、調

査した最大から思料して、 7.05m以上、深さはおよ

そ3.5m 、方向性は、

世紀代に機能し、

た。問題点とすれば、

X-30以南の調査区中の堆積

シルト

まだ西

この状態

図に示したように、埋没土では同図 1 • 2 など 9 世

紀後半の土師器があり、立上り基面では同図 4 の 8

世紀頃の土師器が認められ、底面で同図 7 の須恵器

片、同図 8 の角閃石安山岩礫が認められた。以上、

出土遺物および溝跡47の存在によって、溝跡56 は 8

9 世紀後半に埋没したと考えられ

物の生育少ない）

Nl4°W を測る。遺物は第130

この溝が自然であったのか、
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人工なのかと言う点である。前年度調査では、その

頃に機能した大溝として箱田古市前 I 遺跡 1 号溝が

発見されており、周辺遺跡では推定上野国府の庁域

外縁の溝を除くと数例に限られる例しか知らない

が、直線的な方向性は、その頃の土地制度に基づく

大溝と推定したい。さらに補正の点を加えたい。方

向性のことである。調査中に滝川の左岸 （水際は植

を日々、見ていた訳であるが、見

゜ I: 80 3m 

えるのは地山層であり、溝跡56の断面はおよんでい

なかった。そのため X-28築堤跡調査区に見える地

山層以北の、溝跡56の方向性は、現滝川の方向性に

近い Nl0°W内・外と考えられ、 x-28のあたりを

第129図 X-36 トレンチ遺構図 境に、北に近い方向性であったと推定しておきたい。
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溝跡57 （第128図 写真図版40)

I 1• ; 

+; 

□0-mー＼嚢望竺／／—

位置は X-39 • 40Y 7 • 8 にある。拡張区のみの

調査であった。調査を行う動機は、凹地がその場所

にあり、東接地が少し小高くなり、 さらに X-39Y

9.5のあたりで再び凹地となり、石坂家堰門に続く

状況があった。それは第61図の、調査前の状況と、

第128図の調査後の状況をもって示した。調査結果

は、溝跡57は、東壁断面で約0.35m の深さ、西側で

0.6~0.8m の深さをもち、西側で3. 7m 幅を測る。

埋土には流れの形跡はなく、屋敷などの区画溝のよ

うに思えた。出土遺物は、 まったくなく、磁器片が

10 30cm 

l.踏褐色土層¢ 1 mm以下の白色粒（軽石）焼土粒（？）を少し含む。

下面に、酸化鉄（？）のプロノクがみられる（水性堆積）。

第132図 土城41遺構図

得られないことから、 18世紀前半以前のように思え

た。石坂家が水車動力に利用した溝跡 l'は、必要

時期に溝跡 1 より引水している。そのため溝跡57の

延長は、溝跡 1'に切られている可能性が高い。
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そのほかの溝跡 （第62 • 131 図）

近・現代と考えられる溝跡が多く存在していた。

通常、それらが見えなくなる状態をもって調査上面

とすることが一般的らしい。しかし、それらの遺構

は、地域にとって、地域の人々の直接な先人達の残

した痕跡であり、無視はしなかった。しかし、その

細部に触れること、図版を作成することは困難であ

るので除外した。ここでは第62図を用いて概要説明

を加えたい。埋土の質感から近・現代と思える溝は

北側より溝跡20 • 22 • 12~15 • 24 • 19 • 28であっ

た。この中で、ビニールほか現代遺物を伴う例はな

かった。おおむね、ビニールの使用に先立ち機能停

止したと考えられた。続いて埋土の質感および陶．

磁器の出土により、近代・近世と思える溝跡は、溝

跡16 • 17 • 5~10 • 45~51 • 42 • 43 • 29~40 • 25 • 

26であった。近世とされた溝跡は、 41 • 27であった。

出土遺物について、第131図を作成した。

第 5 節穴 跡

穴跡のことを、現場名称では土城として扱った。

土壊は、近時土坑を用いる場合も多く見受けられ、

一部の研究者の間では、和・漢名混用の我国の名称

の歴史や、現在の我々が日常生活を送るうえの慣用

104 

名称との関連を考慮せず、該当の古語があれば、す

ぐ用いる傾向がある。そのため II 遺跡稿では穴跡の

ことを総称して穴跡と呼びたい。ただ現場で付され

た遺構名称は、整理や今後の扱いの便との関連から

そのまま生かしたい。以下に概要を触れたい。

穴跡のうち単独で、遺構図を掲示したのは、第

132図に示した土城41のみである。土城41 は X-16

ygにある。重複は、近・現代の畑さく跡と考えら

れる溝跡と童なるが、重複確認不明瞭のまま発見さ

れた。小穴中に小円礫を伴う状況からすれば、小溝

調査時に円礫の出土は少なかったので、土壊41 に先

行要素がある。埋土の質感は、古様でなく、粗質の

新様であった。そのことは近世頃の可能性がある。

規模は、長径38cm を測る。出土遺物は円礫のほかに

なく、円礫に文字の記入はなかった。

小穴の全体状況は、第62図に示した。時期につい

て、調査時の所見は、近・現代と思えた穴跡は北よ

り、土城11 • 12 • 18~24 • 53 • 1 • 2 • 33があり、

土堀14には、ビニールが入っていた。近世・近代に

思える穴跡に土壊26 • 1 • 37 • 28があり、近世に思

える穴跡に、土城10·6·7·8·4·5·3·

36 • 37 • 28 • 35があり、中世に思える土城 8 がある。



第 6 節築堤跡・土塁跡など

築堤跡

近代以降の遺構であるが、 X-28 トレンチ断面に、
つつみ

クルマ川堤を補強する施設として築土が認められ

た。平面上の総長は、 6.6m である。同時に下方に、

Y9 Y 8 

I 

YI, 

座標北

x-20- ¥ i l 
トーンは築堤部

客土を示す
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第 6 節 築堤跡・土塁跡など

地山を作り出して残った築堤部基部が発見されてお

り、その総長は、 18.4m を測る。土層断面注記 8 で

認められた築土層と、地山作り出し部との間には注

記 9 の間層が入るが、注記 7 の左下方、注記 9 左上

がやや締りがあり、かつての小道を思わせるほか注

記 9 に築土のような状況はなく、注記 8 の築土と地

山作り出しとの間には、時期上のへだたりが感じら

れた。築土中から出土遺物はなかった。

X-31一

土塁跡 1 • 2 

土塁については、第139図に示した、土塁跡 1.

2 がある。土塁跡 1 の土層断面は第129図のように

屋敷囲いと言うよりも、クルマ川の底ざらいの土壌
つちも

を盛り上げた感じで、締りは少なく、土盛りと称し

た方がふさわしい状況であった。近代以降である。

土塁跡 2 は、現石坂家の北辺囲いの土塁の末端が

およんでおり、調査地内では、ビニール文化時代と

も言うべき、昭和40年代以降のビニールが土盛り中

に入り、石坂家土辺土塁の補強・改修部を調査した

可能性が強い。

1.黒掲色。粗質。 As-A· B を含む。

2. 黒褐色。注 3 と注 1 に近似の土が混じり合う。

3. 暗褐色。粘性。地山。

4. 黒色。ピニール入る。軟らか。

5. 暗黒褐色。砂質。下方礫はいる。

6. 暗黒褐色。砂質。

7. 黒褐色。有機質。粗質。砂は少なく As-Aはいる。

8. 灰褐色。地山注 3 と下方の黄灰色粘性土プロノクはいる。

As-Aはいる。締まり弱い。

9. 黒褐色。粗質。 As-Aはいる。

10. 暗褐色。砂質。

11.暗褐色。粘質。水性。二次堆積粘性土と砂質土との混じり。

0 1. • 200 5m 

X-28Y 8 

I 
X-28Y 9 

| 

トーンは築堤部 8 
客土

3 99.00m 

゜ 1 80 3m 

第135図築堤跡遺構図
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第136図

第 7 節 旧東村農協の堰門跡

現在、前橋市箱田町380 には、
あづま

J A東支所倉庫が

存在する。この場所は、昭和29年 4 月 1 日に前橋市

に合併するまでは、群馬郡東村農業協同組合とその

施設が存在した場所である。現在でも、大谷石造倉

庫 2 棟、加工所などがJ A東支所の一部として旧時

の状態をとどめている。同農協の組合化は、昭和 7

年12月に信用・販売・購買•利用の四種兼営組合が

役場内に設置されていたことにはじまるが、昭和22

年に事業伸長に伴い現在地の施設建立に至ってい

る。昭和15年には、加工所と併設した形で、滝川を

利用した、水力利用のタービン水車が設けられ、精

米、精麦、精粉機が稼動し、組合員の利用外に、販

売用の米麦加工、政府米・小麦粉などの加工を行っ

ていた。

第137図は、その水カタービン水車跡施設である。

現在は、水カタービンは機能しておらず、昭和50年

代後半に停止、電気動力製粉機に交換された。ター

106 

土塁遺物図

ビンは、現在、その軸のみが、倉庫の一角に残され

ていた。第137図のうち、水車が設置されていたの

は、 B の位置であり、 A は滝川の堰門である。 C は、

下流域に設けられた石坂家水車および屋敷回り・水

田への水路の堰門で、以南を俗称クルマ川と言う。

クルマとは、水車のクルマという意味である。

コンクリート製で、水力動図中のA·B·C は、

力を必要とする時はA·C の堰門を閉じ、

水し、 B に水流を回して機能した。 C の堰は拡大図

を第137図の右上に掲げたが、堰門 A に影響しての

存在である。

排水側の施設は、川原石積まで、径約30cm大を小

口斜め、交互噛み合うように組上げてあり、部分的

にコンクリートで間詰めがなされていた。全体の縦

断・横断面図で明らかなように、 A·B の南側には、

径約12m 、深さ約 1 m の深部が、周囲石組で設けら

れ、当初の施設らしい。

水カタービンは、旧農協の町村で多用され、それ

らの一例として、

Dから給

ここに記録した。



第 7 節 旧東村農協の堰門跡

゜

見通し図

I : 400 20m 

箱田町
380 

A
 

r東村誌』 1959によれ

ば、水力利用ターピン水

車の導入は、昭和15年と

いう。天狗岩堰土地改良

区所蔵資料中によれば、

昭和20年時にターピン20

馬力 2 台、製米機 3 台、

製粉機 6 台、製麦機 2 台、

その他 2 台（麹用か）の

台数記録があることを同

土地改良区の渡辺一弘氏

からうかがった。

＊パ）
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゜

゜ｷ97.28 
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J A東支所の石原

喜好氏によれば、昭

和50年代後半に現在

の電動製粉機に換装

され、その際、ター

ビン廃棄との切り替

えが整然と実施され

たのか、その年次は

いつなのかは不明と

のことであった。
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第137図 旧東村農協製粉用水カタービン用構造物跡
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第138図 溝跡 1 と石坂家堰門遺構図
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コンクリートに「S44.10」の

築造年銘、指笞あり。

平面図

l 00.00m 

99.00m 

側面図
゜

1: 60 2m 

第139図石坂家堰門現状図

108 



第 7 節 旧東村農協の堰門跡

中世石臼と異な

り、主溝、副溝

は、深いV 字状

を呈し、明瞭で

ある。

□
)
 

Liつ

I 

[ l J石坂家
I 33 

I 

co 

l 石坂家

l 
37 

I 石坂家
石 2

＇石 l

• 40---60 ＞石18

単位はcm

゜
1 6 30cm 

石 1 は、 35cm級の下臼である。石材は粗

粒安山岩に見える。半分埋没しているもの

の左回り、六分割、一単位 7 条の刻み目が

見える。摺合せ面のふくみは1. 5cm を測る

が、石10の同面は、直線的な勾配ではなく、

ふっくらしている。

石 2 は、 30cm級の下臼である。石材は粗

粒安山岩に見える。半分埋没しているもの

の左回り、六分割、一単位 8 条の刻み目が

見える。摺合せ面のふくみは0. 7cm を測る

が、石10の直線的な勾配ではなく、ふっく

らしている。

f 

i l 
1 

石18は、約 5 分の 4 が埋没しているが、

弧成りの状態から60cm級、下臼と推定され
60 る。一部分に左回り、 6 分割、一単位 6 条

の刻み目が見える。石材は粗粒安山岩に見

える。摺合せ面のふくみは極めて少ない。

石坂家 石17は、約 5 分の 4 が埋没しているが、
石17 弧成りの状態から60cm級、下臼と推定され

る。石材は、多孔質安山岩に見え、石坂家

臼中では稀少である。一部分に左回り、 6

分割、一単位 6 条の刻み目が見える。摺合

せ面のふくみは極めて少ない。

第140図 石坂家石製遺物図
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第 9 章 発掘された遺構と遺物

石坂家

石 8

5→、

70 

o □ 

--/  

□ D 

石坂家
石16

6• 
60— 

2 

[D□ □o30 ロロロ D]
第141図 石坂家石製遺物図

゜ 1 •. 6 

単位はcm

30cm 
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CD 
石14 は、 60cm級臼である。側部を下にして、全

体の約 4 分の 3 が埋没している。石材は花尚岩に
見える。上面には径12の供給孔がある。 5 5 

5, 5 

単位はcm

第 7 節 旧東村農協の堰門跡

“ 

23.5 

10 

石 9 は、 60cm級臼である。石材は硬質に見えるがよくわからない。上臼に

六角の出柄部があり、端に寄って直径 9 cm の供給孔がある。 0 1 — 6 30cm 

第142図 石坂家石製遺物図
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第 9 章 発掘された遺構と遺物

第 8 節 石坂家堰門と製粉関連について

箱田町1543、石坂トミさんのお宅である。かつて、
くるま

水車のある家として周囲から「車んち」と呼ばれた。

第139図には、主屋が表現されていないが、石坂家

堰門の位置から、南東約30m に滝川改修工事に伴い

新築された主屋がある。その北側には、『利根西の

民俗』（前橋市教育委員会） 1991所収の明治38年竣

工の石坂栄男氏の民家建築があり、第139図は、同

家の屋敷廻りの溝 1. 土塁などが調査と関連する。

なお、同家で遡りうる墓石銘は、嘉永銘と言うこと

であるので、溝 1 や土塁などの当初は、嘉永前後の

築造に可能性が持たれる。石坂家石門は、石坂トミ

さん方の水車用水路と関連しての堰門であるが、石

垣積、コンクリート製堰は、水車廃絶後の処置とし

て設けられたらしい。石坂トミさん宅の庭には、同

家でかつて使用された石臼と関連石材18個以上が庭

石として存在する。それらの概念図が第140~146図
むらもち

である。当地域では、水車臼は、村持の場合と、民

営とがあり、 トミさん宅は、後者であった。トミさ

んは、大正11年生まれで、昭和62年に69オで没した

石坂了三さんに嫁いだ、了三さんは、水車に動力を

用いた機械挽の製粉機と米つき（揚）を始め、 トミ

さんは、その製米について「ごはんは、のめっこく、

石 7 は、 60cm級の臼で

ある。再用らしく、上面

に目跡が残され、かつて

は上臼であったらしい。

平面の拓影図中、中央の

余白状の円形部分は約

2 cm の浅い凹みであり、

その下方は径 9 cmの供給

孔で貰通している。石材
伶i | 、ふ只いぶ戻ど｀、9ば冷沢＆ぷず心込ぷ刃S武：9沢‘庄ぷ心t．ゞ＼ふむ' |誓｀＼ は粗粒安山岩に見えた。

側部に、小穴が 1 個所あ

り、タガとの関連か。

u 

気
5

60 

単位はcm

第143図 石坂家石製遺物図
゜ 1 : 6 30cm 
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第 8 節 石坂家堰門と製粉関連について

r---

! 

石13は、下方の約 4 分

の 3 が埋没している。形

状は、露出している部分

の弧成りから、 60cm級の

上臼と推定される。石材

は粗粒安山岩に見えた。

ふくみの厚さは不明であ

るが、生じているのを確

認している。上面の内側

は凹む。側面図の破線は

六角形の座の最大幅の場

合を示し、破線一単位は、

上面の凹みを示す。

4-

— 

ー
ー

L

ー

0
' 235 石坂家

石13

石10 ·石13の主溝・副溝、

状のV字を呈し、

る。

石10 は、 60cm級の下臼である。石材は粗粒安山岩に見えた。摩耗は、全体か

らすれば多い方である。ふくみは、図のように直線的になり、特徴的である。

単位はcm
゜ l.. 6 30cm 

第144図石坂家石製遺物図
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第 9 章 発掘された遺構と遺物

了
石11 は、大半は埋没しているが、わずか露出した弧成りから

は、 60cm級以下と推定され、石材は粗粒安山岩か。

石坂家石11

芹
石12は、大半は埋没。露出個所の弧成りは、 60cm級以下と推

定される。大臼である。石材は粗粒安山岩に見える。

石坂家石12

1 石15は、大半は埋没。露出個所の弧成りは、 60cm級以下と推

定される。大臼である。石材は花尚岩に見える。

石坂家石15

゜
1 : 6 

第145図 石坂家石製遺物図

30cm 

おいしかった」と言っている。大正11年生まれのト

ミさんが水車での水力作業を見かけたのは、 1 回だ

けだと言い、戦前の段階に既に、動力を用いていた

らしい。了三さんの、父は、馬吉さんと言い、昭和

43年、 87オで没した。石臼類の大半は、馬吉さん以

前の臼で、その父の文吉さんに係わると、栄男さん

の祖母りゅうさんから聞いていたとのことである。

りゅうさんは、明治 3 年 2 月 9 日生まれで文吉さん

の妹である。栄男さんの両親は、りゅうさんの子の

なおさんを母に、父馬蔵さんで、母りゅうさん、父

治平さんは伴に石坂家に養子として入り、治平さん

は慶応 3 年 7 月 10 日生まれで、その父は、秋造さん、

母はカクさんといい、天保14年生まれという。この

ことからすれば、石坂栄男家の嘉永年紀の墓石は、

秋造さんの父母かもしれない。以上聞取り調査を要

約すれば、石坂トミ家の石臼類は、馬吉さん以前が

114 

主で、父の文吉さんの時代には水車は存在しており、

確実なところでは、明治20~40年頃には存在してい

たことになろう。また、最大限に遡った時期は、嘉

永までは、困難のようであるが、はっきりしない。

ここで何故、近世・近代臼資料を収集したのかと

いう点について説明しておきたい。三輪茂雄『臼』

1978による臼招来・製作の説明はあるものの、群馬

県内の出土例で遡る例は、高崎市に所在する『下佐

野遺跡 I 地区・寺前地区』（（財）群馬県埋蔵文化財

調査事業団） 1989の下佐野遺跡 I 地区A区 1 号館跡

内郭堀覆土出土の穀臼片が古く、他の出土遺物から

すれば、 14世紀末から 15世紀初頭頃が考えられる。

中世遺物の場合、遺跡出土遺物の取り上げについ

て、調査担当自身整理報告書の段階で順当に整理担

当が直接、遺物を見て、その遺構から確かに出土し

たのかを確認しているかに深く、係わり、 14世紀末

以前では、韓国、済洲島沖の沈船から 14世紀の茶臼

例が知られ、さらに遡ることは確かである。中世遺

構出土臼は、県内の場合、茶臼型と穀臼とに分けら

れ、穀臼は、直径30cm を越える例が多く、それが中

世の特色のように思えること、また、 60cm を越える

大形臼は、少なくとも見られず、九什1地方における

中世末期に水車を動力とするようなことも、群馬県

地域では考え難く、 60cm級は近世に至っての出現と

思えるのである。石坂家にて取材の理由は、石臼の

近世末～近代における実例として位置づけられる資

料の必要性からで、特に、その頃の紹介例や一括性

を伴う資料報告例は、誠に少なく、今回の取材は貴

重であった。

第140~146図は、石坂トミ家の石臼類である。か

つては、 50個以上も数えたというが、今日では、近

隣の庭石に使用されたりで、表面的に見えるのは、
つき

臼 13、他の石材 4 個である。かつては、揚臼も存在

したらしいが、見えない。しかし、今日、これだけ

の石臼揃えが見られる点は貴重である。

水車臼は、 60cm前後の直径があり、上臼には、回

軸材を受ける、柄が造り出されるか、凹められてい

る。補注中で60cm級とは水車臼を指している。石材



第 8 節 石坂家堰門と製粉関連について

i<---------28 

P
+
[
8
 

g
,
L
I
 

15+a 

石 6 は、地下埋没の深さ

は不明であり、一方は旧時

欠損している。石材は粗粒

安山岩に見える。用途不明。

石 5 は、地下埋没の深さ

は不明であり、一方は旧時

欠損している。石材は粗粒

安山岩に見える。
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石坂家
石 3

石 3 は、地下埋没の深

さは不明である。凹部の

面は水磨き以上に光沢が

あり、軸受け材のように

思える。大きさは石 4 と

共通し、共通用途であろ

う。石材は粗粒安山岩に

見えた。
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石 4 は、地下埋没の深

さは不明である。凹部の

面は水磨き以上に光沢が

あり、軸受け材のように

思える。大きさは石 3 と

共通し、共通用途であろ

う。石材は粗粒安山岩に

見えた。
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第146図 石坂家石製遺物図
゜ I : 6 30cm 

は石13 • 14が花尚岩らしく見えるほか粗粒安山岩に

見える。目の刻み直しや、上・下臼を後に再加工

し、逆に用いた例など変化がある。 60cm級の水車臼

の上・下臼の別は、第140~146図中で、石17 ·石18

は下臼、石16 • 14 • 9 • 7 • 13は上臼、石10は下臼

と考えられ、石16には、供給孔と推定歯車の歯用の

穴、石14にも供給孔と軸受の柄の造り出し、石 9 に

も供給孔と軸受けの柄の造り出し、石 7 に旧目跡・

軸受の穴・供給孔、石13 に軸受けの凹みなどがあ

る。回転方向は、石18 • 17が下臼だとすれば左回
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転、石 7 の旧目が下臼時だったとすれば、左回転、

石13は左回転、石10のみが右回転である。石10のみ

が何故右回転であるのかと言う点は、動力を用いた

時期もあったので注意すべきであろう。主溝と副溝

の関係は、石 7 • 13 • 10 ともに、片辺の浅い V字状

を呈しており、各々 6 分割か、 6 分割と考えられる。

溝の刻み方は、主溝と副溝を連続させる石13の形と、

主溝と副溝とを連結させない石10の形とがある。溝

の刻み方は、専業工の細工らしく、丁寧で、各々副

溝の目は揃っている。成形の際の荒割りは、顕著で

なく、整形痕のみが目立っていた。整形痕は、主と

して突きノミ状のエ具で、祈りよりも、なしに近い

所作と考えられ、研磨状態は、摩耗面を除くと顕著

でなかった。

穀臼は、下臼が 2 個以上あり、他の 2 個は、上・

下が不明である。第140図石 1 • 2 が、穀臼で、両

例ともに粗粒安山岩製に見えた。直径は、37cm と 33cm

であり、 30cm よりも大きい。主・副溝の関係は、整

然としているが、石 1 • 2 とも回転擦痕が加わるた

め、やや不明となる。回転方向は、 ともに左回転で

ある。ふくみの状態は、そう顕著ではない。

石坂家には、水車に関連していると思える石材中

に、何に使用したのか種別不明瞭な石材がある。第

146図にまとめたが、石 3 • 4 には、水磨き以上の

光沢のある摩耗面があり、軸受けによる摩耗光沢に

思えた。光沢面を除くと荒いナラシの削面が見られ

る。

石 5 • 6 は、欠損物であるが、欠損部は古い。用

途不明である。

以上、埋没している臼も多く未記入部分は、その

ためである。水車位置は、 X-40付近にあったとい

い、現在では、改修された滝川岸付近に相当する。

第 9 節 遺物類の補足

遺物類の補足は、 20m毎に、東西方向に設けた試

掘トレンチ出土遺物と、希少遺物種について補足を

加えたい。

試掘調査においては、周辺に古代遺跡も多くあ

り、奈良•平安時代頃から、近世・近代におよぶ、

時期幅のある状態を認めた。遺物図としては、第63 • 

64図に示したように、

は、知らない。

2 • 3 が平安時代遺物、 1 が

掛け分けによる碗で、 18世紀頃の製品である。近世

陶．磁器類は、その頃から少し増え、 19世紀以降の

製品が多く、周辺での土地利用の状況が、およそ知

れる。第64図はJ A東支所倉庫が存在する場所に設

けたトレンチからの遺物であり、旧東農協の存在と

関連してか鍵の出土と桟瓦の出土があった。

第147図は、遺物の補足である。注目される個体は、

4 の中世鐙瓦片と見られる破片で、文様は、三巴文

分。消耗顕著である。周辺上流域での中世瓦の存在

3 は、切創痕のある骨材で、近代以

降の骨加工業の存在を示唆している。 2 は、出土の

ガラスの中で古様に見える 1 点を掲げた。

雫 ニア
l X-9Yl2 

こ9:'
ニニこニニ三x-12Yll

ー~-
ガラス
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ー・··

//----‘‘’—` 
//‘、1,`
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4 X-40Y 8 
表採

゜ 1: 3 10cm 

第147図 補足遺物図
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第10節遺物観察

遺物の観察は、観察表の作成時ばかりでなく、分類仕分け作業の段階から既にはじまっており、実測図の描写と観察内容とは一致している。実測

図は土器類を 1 : 3 で、変則的な縮尺は縮小値の数字、または縮尺を図の傍に示した。実測法は手実測である。実測図は全個体について補助員と整

理担当とが、共同作成し、続いてインクトレース（浄書）の工程を踏んだ。

実測図の表現法は、実線中軸は土器の四分割実測を行ない得る直接実測の個体に、 1 点鎖線は、土器残存絨不足から回転実測の個体に用いた。割

口破線の延長は、通常の場合、想定であるので 2 単位で記入するのを定形とした。外形線ほか形を決める線は、主体を実線で、補助線を細線で表現

してある。器壁断面中に粘土紐作痕と粘土走行を捉えた。その多くの場合、点描と線描とを併用表現しているが、線描表現が多いほど紐作の接合痕

に近く、点描表現が多いほど単なる粘土走行に近い。箆削や削を示す線は 1 点鎖線を用いた。その中の矢印は、央雑鉱物の削り抜ける場合と、喰込

む場合・抜け落ちる場合を捉え、大多数例側の移動方向を示した。

拓影については二つの意味あいから貼付した。一つは文様・技法痕・整形状態・ハゼなどを捉える時、二つ目は質感である。

観察表は図版順に作成してある。項目中の図・写真番号は一致する。出土位置は本来であれば一覧中に記入すべきであるが、長大で記入困難な場

合に、図傍に示した。器種名称は、古語名称、近代以降の名称とを混用してある。量目欄は、古語であれば、度目と表現しなければならないが、貫

用に習い量目とした。胎土・焼成・色調の順で、胎土は含まれる央雑鉱物の量を、なし・微．含の順で用い、焼成は、焼物種別各々の中を、軟・並・

硬・締と表現した。土器の製作地推定を備考欄に行なったが、 1979年から始めた胎土分析試料と各窯跡群資料との観察結果に基づく。なお色調は

1990年度版「新版標準土色帖」((llt)日本色彩研究所色票監修）を用いた。

図番号 種
出土位置

鼠目 (cm)
胎土・焼成・色調と摘要 備 考

写真番号 器形 残存状態

第63図 1 陶器 X-8Yl0 トレ 体部片 微。締。灰黄2.5Y7 /2。 体部外面上方沈線帯、飴釉。内面と外 瀬戸・美濃、

写真図版47 碗 ンチ耕作土 面下方灰釉。 18世紀。

同図 2 灰釉陶 X-16Y 2 -10 高台端部径 (9. 2) なし。締。灰5Y6/l 。 体部の内・外面に刷毛掛に見える灰釉 搬入。 10世

写47 碗 トレンチ あり。高台貼付。 紀。

同図 3 土師質 X-36Y 10 トレ 底部片 微。軟。橙YR6/6。酸化気 脚部貼付。底内面鞘輯目あり。同外面 藤岡か。

写47 脚付椀 ンチ 味。 貼付後の回転に伴なうエ具痕あり。 10 • 11世紀。

同図 4 焼締陶 X-36Y 10 トレ 体部片 含。締。にぶい赤褐SYR 酸化気味。石英粒らしき鉱物粒を多く 常滑、 13~

写47 中形甕 ンチ 513。酸化気味。 含む。 16世紀。

同図 5 陶器 X-37Y 16+ X 口径(11.2) 微。締。釉灰オリープ 内・外面の上方灰釉、体部外面下方露 地方窯。近

写47 皿 -36 Y 10ほか 素地黄灰2.5Y7/2 胎。露胎部輛櫨右回転箆削。 世か。

同図 6 石製 X-37¥10 トレ 長7.4+ a 側部片面に未使用面あり。片小口、片側部、表・裏面を使している。 流紋岩。

写47 砥石 ンチ 石材中に虎斑状の縞あり、下方は旧時欠損。 中砥級。

第65図 1 鉄製品 X-1 トレンチ 全長18.5 銹割れは不定方向にあり、洋鉄を思わせる。錆化は少なく、全体の 近・現代

写真図版47 大形鍵 遺存はよい。

同図 2 桟瓦 同 端部片 粗。並。暗灰 N3/l。表面 表面に銀光沢あり。平面図右端に釘穴 近・現代

写47 銀燻。還元気味。 あり。 トーンば隠を示す。

第67図 1 土師器 住 l 床下 底径 (6.0) 微。並。にぶい褐7.5YR 割口に底部との接合が見え、体部外面

写真図版43 甕 5/4。酸化気味。 に箆削痕が残される。

同図 2 須恵器 同、床下 口径 (13,0) 微。軟。灰白 NS/。還元気 体部の内・外面に輔輯目あり。下方に 吉井。

写43 杯か椀 味。 器肉が庫くなる傾向あり。

同図 3 土師器 住 1 • 2 埋土 口径（1 1. 0) 微。硬。にぶい褐7.SYR 口縁部の内・外面に横撫あり。外面中

写43 坪 5/4。酸化気味。 位に型膚痕あり。

同図 4 土師器 同＋住 1 埋土＋ 口径(14.2) 微。並。橙5YR6/6。酸化 口縁部の内・外面に横撫あり。外面中

写43 皿 住 2 埋土 気味。 位に型膚痕、以下箆削目あり。

同図 5 須恵器 住 1 • 2 埋土 最大径 (15.6) 微。軟。灰7. 5Y6/l。還元 突帯一条。微隆帯一条あり。台付短頸 秋間。

写43 蓋 気味。 壺の蓋であろう。

同図 6 土師・ 住 2 埋土 口縁部片 含。軟。明褐7.5YR 。 割口に紐作痕あり。器肉やや庫く、ロ 片岩粒入、

写43 須恵甕 縁部内面に凹みあり。 藤岡以南。

同図 7 須恵器 同 口縁部片 微。軟。黄灰 2.5Y。少し 内面に鞘櫨目あり。器肉均質的。少し 秋間・乗附。

写43 杯・椀 憔かかる。 燻かかる。

第68図 l 土師器 住22 ピソト 2 埋 口径（12.2) 微。軟。橙5YR6/6。酸化 全体に磨耗し、成形、整形技法は不明

写真図版43 杯 土 気味。 瞭である。

同図 2 土師器 住22埋土 口径（15.0) 微。軟。橙5YR6/6。酸化 口縁部の内・外面に横撫あり。体部外 藤岡か。

写43 杯 気味。 面下方箆削。

同図 3 土師器 同 口径(15.8) 微。硬。橙5YR6/6。酸化 口縁部の内・外面に横撫あり。体部外

写43 杯 気味。 面下方箆削。

同図 4 土師器 同 底部片 微。並。明黄褐2.5Y6/6。 底部片で、外面に箆削目あり。器肉は

写43 杯 酸化気味。 ころあい。

第71図 l 土師器 x-8 トレ耕土 底部片 微。軟。橙 5YR6/6。酸化 杯の底部片で、外面に箆削目あり。器 藤岡か。

写真図版43 杯 気味。 肉はころあい。

同~ 2 土師器 住 3 カマド埋土 底径 (5.0) 微。硬。にぶい橙5YR4/7。 体部外面に箆削目あり。全体に被熱、

写43 甕 酸化気味。 色変あり。
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図番号 種
出土位置

最目 (cm)
胎土・焼成・色調と摘要 備 考

写真番号 器形 残存状態

第71 図 3 土師器 住 3 カマド埋＋ 口径 (12.2) 多。並。にぶい赤褐2.5YR 口縁部の内・外面に横撫あり、体部外

写真図版43 小形甕 住23埋 5/4。酸化気味。 面箆削あり。

同図 4 土師器 住23No.6 口縁部片 微。並。にぶい橙7. 5YR6/4。 口縁部の内・外面に横撫あり、器肉は

写43 甕 酸化気味。 やや薄い。

同図 5 土師器 住23No.6 口縁部片 微。並。橙 5YR6/6。酸化 口縁部の内。外面に横撫、外面に紐作

写43 甕 気味。 痕あり。外面下方箆削目あり。

同図 6 石 住23 、 Sl 長12. 4 、幅6.3 、 図平面の表・裏に使用の摩耗が少しあり。手前小口に敲打痕が見ら ひん岩。

写43 磨石 庫4.2 れる。

第73図 l 土師器 住 4 埋土 底径 (10.2) 含。並。にぶい橙5YR7/4 。 底面に箆削目あり。器肉は極めて原＜、 藤岡。シル

写真図版43 皿か椀 酸化気味。 塊かもしれない。 卜質。

同閲 2 須恵器 同 底径 (8.0) 微。軟。灰5Y6/l。還元気 底面は手持箆削後の撫整形か。体部外 秋間。

写43 杯 味。 面に輔櫨目あり。輛藷右回転。

同図 3 土師器 同 口径 (23.8) 含。硬。橙2.5YR6/6。酸 口縁部の内・外面に横撫あり。体部外 片岩粒含。

写43 甕 化気味。 面、やや燻もしくは吸炭あり。 埼玉末野か。

第77図 1 土師器 住 5 床下埋土 口径（1 1. 6) 微。並。にぶい橙2.5YR7/4 。 口縁部の内・外面に横撫あり。体部外

写真図版43 杯 酸化気味。 面下方に箆削目あり。

同図 2 須恵器 住 5 カマド埋土 最大径(12.4) 微。軟。にぶい橙7.5YR7/3。 体部外面に鞘輯目あり。内面に箆研磨 産不明。

写43 塊 中性焔気味。 と内黒処理あり。 内黒。

同図 3 須恵器 住 5 床下土壊 口径 (15.4) 微。軟。灰白 N7/0。還元 口縁端部の内・外面に帷櫨目あり。器 秋間。

写43 蓋 気味。 肉やや厚い。

同図 4 灰釉陶 住 5 カマド埋土 口径（1 1. 0) なし。締。灰白 5Y7/l。中 内面に灰釉の釉掛あり。口径は小さく 搬入。

写43 皿 性焔気味。 小形の皿か。

同図 5 須恵器 住 5 カマド No. 体部片 含。並。にぶい橙5YR7/4 。 内・外面に鞘轄目あり。割れ口に紐作 被熱色変か。

写43 羽釜 1 酸化気味。 痕あり。

第78図 1 須恵器 住 6 カマド No. 口径（23.5) 含。軟。にぶい赤褐5YR5/4。 内面におおまかな輛轄目あり。鍔は貼 産不明。

写真図版43 羽釜 , 酸化気味。 付。饒櫨右回転。

同図 2 須恵器 住 6 カマド No. 口径 (21. 8) 含。軟。にぶい橙7. 5YR7 /3。 全体に砂付着。割口に紐作痕あり。外 産不明。

写43 羽釜 6 + No.11 酸化気味。 面口縁部下に紐作痕あり。

同図 3 須恵器 住6 カマドNo. 4 最大径 (22.3) 含。軟。にぶい橙7.5YR7/3。 体部の内・外面に紐作痕あり。全体に 被熱色変か。

写43 羽釜か +No. 1 十埋 酸化気味。 粗雑な整形の感あり。 産不明。

同図 4 須恵器 住 6 カマド 底径（10.0) 含。軟。にぶい橙7.5YR7/3。 内面に鞘輯目あり。外面に箆削目あり。 被熱色変か。

写43 羽釜か No.2+No.10 酸化気味。 器肉やや庫い。胎土手法は 2 と同一。 外面砂付着。

第79図 1 須恵器 住19No. 5 底径 (4.5) 徴。軟。灰N5/0。還元気味。 底面糸切。鞘櫨右回転の鞘輯目あり。 燻かかる。

写真図版43 杯 憔かかる。 内、外應かかる。

同図 2 須恵器 住19No.l+No. 体部片 含。軟。にぶい黄橙lOYR 器肉やや厚く。内・外面粗雑な撫が行 産不明。

写43 羽釜か 2 7/4。酸化気味。 なわれる。羽釜でなく釜かもしれない。

第85図 l 須恵器 住 9 床No. 1 口径15.2 多。軟。にぶい橙7.5YR7/4。 内・外面に鞘櫨右回転の輔輯目あり。 角閃石入る。

写真図版43 椀 器商 5.4 酸化気味。 高台は貼付け。

同図 2 須恵器 住 9 カマド No. 口縁部片 微。軟。灰黄褐10YR6/2。 内面に鞘鑢目あり。割口に紐作痕あり。 乗附。陶土

写43 羽釜 2 十埋土 中性烙気味。 鍔部は貼付。 質。

同図 3 須恵器 住 9 貯穴Pl 体部片 含。軟。にぶい黄褐lOYR 内面に饒輯目あり。外面に紐作痕と撫 産不明。

写43 羽釜か 713。中性烙気味。 痕あり。割口に紐作痕あり。

同図 4 須恵器 X-16 • 17表土 口径（23.0) 含。軟。にぶい橙7.5YR7/3。 外面に縦方向で箆削目あり。鍔部の貼 産不明。

写43 羽釜 ＋住 9 埋土 酸化気味。 付は特徴的。

同閃 5 石 住 9 貯穴底 長 46.0、幅 22.0 、 平面図の右側は旧時欠損。表面側に汚れあり。表・裏面は少し磨耗 粗粒安山岩。

写43 磨石 厚9.0 する。磨かれた主体は非金属、軟質のもの。

第88図 1 土師器 住10掘方埋土 口径 (10. 5) 微。並。にぶい橙7. 5YR7/4 。 体部の内・外面に輔轄右回転の観纏目

写真図版44 塊 酸化気味。 あり。

同図 2 土師器 同 口径(10,0) 微。軟。浅黄橙7. 5YR8/3。 体部の内・外面に鞘韻目あり。

写44 椀 酸化気味。

同図 3 須恵器 同 体部片 多。軟。橙7.5YR6/6。酸 割れ口に紐作痕あり。内面に輛植目あ 藤岡・吉井。

写44 羽釜か 化気味。 り。外面は粗雑な感あり。 片岩粒。

第89図 1 須恵器 住11埋 体部片 微。軟。橙 5YR6/6。酸化 内面に撫痕あり。外面は粗雑な感あり。

写真図版44 羽釜か 気味。

第92図 1 土師器 住12貯Pl 口縁部片 含。硬。褐灰 7. 5YR4/l 。 内・外面に燻あり。口縁部の内・外面 憔かかる。

写真図版44 杯 還元気味。 横撫。外面中位型膚、以下箆削。

同図 2 土師器 住12 • 13埋土ほ 口径 (12.0) 微。締。灰 5Y6/10。還元 底面右回転箆切後、回転箆削。体部外 乗附。

写44 坪 か 気味。 面下方回転箆削。

同図 3 須恵器 住12掘方＋同掘 口径 (10.4) 微。硬。灰白 2.5Y7/l。中 底面回転箆削。体部外面輛輯右回転箆 秋間。

写44 坪 方P6 性焙気味。 削。体部外面饒櫨目あり。
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第10節遺物観察

図番号 種
出土位置

益目 (cm)
胎土・焼成・色調と摘要 備 考

写真番号 器形 残存状態

第92図 4 灰釉陶 住12 カマドP6 口縁部片 なし。焼締。灰白7.5Y8/l 。 内・外面上方に刷毛掛に見える施釉あ 被熱色変。

写真図版44 碗 還元気味。 り。口縁部内面に浅い沈線あり。

同図 5 土師器 住12 カマド＋同 口径（22.0) 含。硬。にぶい橙5YR7/4 。 口縁部の内・外面に横撫あり。器肉や

写44 甕 カマドPl 酸化気味。 や薄く、口縁部内面側浅く返える。

同図 6 土師器 住 12 掘方 P7 + 口径(19.0) 含。硬。にぶい橙5YR7/4 。 口縁部の内・外面に横撫、外面に紐作

写44 甕 掘方P3+P2 酸化気味。 痕あり。体部外面に箆削目あり。

同因 7 土師器 住 12 掘方 Pl+ 最大径20.2 含。硬。にぶい赤褐2.5YR 口縁部の内・外面に横撫あり。体部外

写44 甕 カマドPl· P3 5/4。酸化気味。 面に箆削目あり。

同図 8 土師器 住 12 カマド P2 口径（25.8) 含。硬。にぶい橙5YR6/4 。 口縁部の内・外面に横撫あり。体部

写44 甕 ＋カマドP4 酸化気味。 内・外面に箆削目あり。

第93図 l 土師器 住13カマド掘方 口径 (5.6) 微。軟。にぶい橙5YR7/4 。 体部外面箆削目あり。胎土は全体的に 藤岡。

写真図版44 小形甕 酸化気味。 シルトの気あり。

同図 2 土師器 住13掘方埋土 口径(13.5) 微。硬。暗褐 7. 5YR3/3 。 口縁部の内・外面横撫あり。体部外面 産不明。

写44 杯 酸化気味。内外燻 中位に型膚、以下箆削。

同図 3 土師器 住13埋土＋掘方 口径（22.3) 含。硬。明赤褐 5YR5/83 口縁部の内・外面に横撫あり、全体に 埼玉末野か。

写44 甕 埋土 酸化気味。 磨耗している。

同図 4 土師器 住13十カマド掘 底径 (4.4) 多。硬。にぶい橙7.5YR6/4 。 体部外面箆削。最上部の割れ口に接合 産不明。

写44 甕 方 酸化気味。 痕あり。器肉は全体的に薄い。

第94図 l 土師器 住12 • 18埋土 体部片 含。軟ぐ橙5YR6/8。酸化 外面箆削目あり。器肉は全体的に薄い。

写真図版44 甕か 気味。

第98図 1 須恵器 住 14 床 P6 十床 底径（ 4.2) 微。軟。にぶい橙 5 YR7 /4 。 全体に磨耗する。底面の切離し、不明

写真図版44 坪 下 酸化気味。 瞭。胎土は軽い。

同図 2 須恵器 住14 トレ 口径9.4、底径4.2 、 含。軟。にぶい黄橙lOYR 底面に饒櫨右回転の糸切痕あり。体部

写44 杯 器高2.8 7/3。酸化気味。 外面に輔輯目あり。胎土は軽い。

同図 3 須恵器 住14掘方埋土 口径9.1、底径4.8 、 含。軟。にぶい橙5YR6/4 。 底面に糸切痕あり。全体に摩耗あり。

写44 杯 器高3.2 酸化気味。 胎土は軽い。

同回 4 須恵器 住14掘方埋土 口径 (10.6) 含。硬。明褐灰7.5YR7/2 体部の内・外面に鞘轄目あり。胎土は

写44 坪．椀 酸化気味。 全体的に軽い。

同図 5 灰釉陶 住14 カマドトレ 口径 (16.2) 少。軟。にぶい橙7.5YR7/3 。 体部外面に鞘櫨目あり。胎土は全体的

写44 ンチ 酸化気味。 に軽い。

同図 6 灰釉陶 住14床P4 口径15 ．久底径7.8 、 なし。締。灰5Y6/l。還元 内・外面に刷毛掛に見える釉境あり。 搬入。

写44 碗 器高 7.1 気味。 体部外面上方輛輯目、以下箆削。

同図 7 土師器 住14床下十住16 口径（25.0) 微。硬。明赤褐2.5YR5/6。 口縁部の内・外面に横撫あり。体部外

写44 甕 掘方埋土 酸化気味。 面下方箆削あり。胎土は軽い。

同図 8 土師器 住14床P3 口径（26.4) 微。硬。にぶい橙2.5YR6/4 。 口縁部の内・外面に横撫あり。胎土は

写44 甕 酸化気味。 軽い。薄作り。

同図 , 土師器 住 14 床埋 Pl+ 底径 (6.0) 多。硬。橙2. 5YR6/8。酸 体部の外面箆削目あり。器肉は薄作り。 住l6-8 と

写44 甕 カマド埋 化気味。 胎土は軽い。 同一個体か。

同図 10 石 住14床P5 長3.6、幅3.8 、 にぶい赤褐色7. 5YR4/3を呈す円礫。全体に人為的と思われる光沢 珪質頁岩。

写44 小円礫 厚1.2 があり、さらに小欠損の割れは旧時のため遺物として掲げた。

同図 11 石 住14床Sl 長 13. 7、幅 13. 2 、 石の上半に旧時の汚れと吸炭があり、寵などの石材か。トーンは吸 粗粒安山岩。

写44 石材 庫10.2 炭部を示す。

第101図 l 土師器 住16掘方埋 口径 (8.8) 含。硬。明褐灰7.5YR7/2。 口縁部の内・外面横撫あり、体部外面

写真図版45 杯 酸化気味。 下半箆削。

同図 2 土師器 住16掘方埋 口径 (12.0) 含。硬。橙2.5YR6/6。酸 口縁部の内・外面横撫あり、体部外面

写45 坪 化気味。 下半箆削。

同図 3 土師器 住 l6 床 P2 十力 口径13.0、器高4.2 微。並。明赤褐 5YR5/6。 口縁部の内・外面横撫あり、体部外面

写45 坪 マドP4十同埋 酸化気味。 下半箆削、中位に型膚痕あり。

同図 4 土師器 住16掘方埋 口径 (12.0) 、器高 微。硬。灰褐 7. 5YR5/2。 口縁部の内・外面横撫あり、体部外面

写45 杯 (3. 7) 酸化気味。 下半箆削、中位に型膚痕あり。

同図 5 土師器 住16床下Pl 口径1 1. 8、器高3.4 微。硬。にぷい赤褐5YR5/3。 口縁部の内・外面横撫あり、体部外面 底削は中央

写45 杯 酸化気味。 下半箆削、中位に型膚痕あり。 先、縁は後。

同図 6 須恵器 住16床P7 口径 (14.0) 、器高 含。軟。橙7. 5YR6/6。酸 口縁部の内・外面に横撫あり、体部外

写45 小形盤 (1. 7) 化気味。 面上半に型膚痕、下半に箆削。

同図 7 土師器 住16床P5 口径(14. 0) 含。軟。橙7.5YR6/8。酸 口縁部の内・外面に横撫あり、体部外

写45 椀 化気味。 面下半に箆削あり。

同図 8 土師器 住 16 カマド P3 口径（23.2) 含。軟。橙 7.5YR6/8。酸 口縁部の内・外面に横撫、体部外面箆

写45 甕 +P4 十袖際 化気味。 削あり。

同因 , 土師器 住16掘方埋＋住 口径（28.0) 含。並。にぶい橙7. 5Y6/4 。 口縁部の内・外面横撫、紐作痕あり、

写45 甑 16 トレンチ 酸化気味。 外面に箆削。内面に整形掻撫あり。
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第 9 章 発掘された遺構と遺物

図番号 種
出土位置

砒目 (cm)
胎土・焼成・色調と摘要 備 考

写真番号 器形 残存状態

第101図 10 磨石か 住16床Sl 長13.5、幅6.5 、 側部・小口に川原石時の面が残存し、表・裏にはっきり区別できる 変質安山岩。

写真図版45 厚5.0 ほどではないが、光沢がわずか異なり、磨石として微使用か。

第102図 1 土師器 住25 カマド埋土 体部片 含。硬。 2.5YR5/8。酸化 外面に箆削、熱ハゼ剥離あり。小片で

写真図版45 小形甕 気味。 あるが、破片の丸みから小形甕か。

同図 2 須恵器 住25 カマド埋土 体部片 多。軟。暗赤7.5R3/6 。 割れ口に紐作痕あり、内面に撫痕あり。

写45 釜形か 酸化気味。 肉厚の器形で羽釜、釜か。

同図 3 粘土塊 住25 カマド埋土 最長4.8 微。やや重い。にぶい黄橙。 細かいスサ状の絨維痕入る。せんべい

写45 酸化気味。 状に扁平。土師器より重い。

第105図 l 中世土 X-20Y 9 表土 底径 (4.0) 微。並。浅黄橙7.5YR8/4 。 底面にわずか糸切痕あり、内面に輛櫨 15世紀頃。

写真図版45 師質皿 酸化気味。 目あり。全体に磨耗する。

同図 2 須恵器 カマドNo.3+ X 口径(15. 6) 含。軟。にぶい黄橙lOYR 外面に輛櫨右回転の鞘櫨目あり、全体

写45 椀 -20Y7表土 7/3。酸化気味。 消耗する。

同図 3 須恵器 住17 カマド掘方 最大径(14.8) 微。軟。灰黄褐10YR6/2 。 焼成は土師質に近い。外面に観櫨右回

写45 杯・椀 酸化気味。 転の輛輯目あり。被熱色変している。

同図 4 土師器 住 17 カマド No. 体部片 微。軟。赤褐2.5YR3/6。 外面に箆削目あり、内面は撫整形。器

写45 甕 1 酸化気味。 肉は薄く甕と考えられる。

同図 5 須恵器 住 17 カマド No. 底径 (14.0) 多。軟。にぶい橙5YR6/4 。 内面に観櫨右回転の鞘櫨目あり、割口

写45 釜・甕 2 十同掘方 酸化気味。 は消耗している。

同図 6 須恵器 カマドNo. 1 + 体部片、頸部径 含。並。橙 5YR6/6。酸化 体部外面下方に箆削、内面にエ具によ

写45 釜・甕 カマド掘方 (22.0) 気味。 る掻撫あり。

第108図 l 須恵器 住20掘方埋土 底径 (4.4) 微。軟。灰黄 25¥7/2。酸 底面に輛輯右回転の糸切あり。体部外

写真図版45 杯 化気味。 面に糖韻目あり。

同図 2 須恵器 住20掘方埋土 口径 (14.O) 含。軟。にぶい黄橙lOYR 体部外面に右回転の鞘輯目あり。器肉

写45 杯・塊 713。酸化気味。 は比較的薄い。

同図 3 須恵器 住20床No. 2 最大径 (9.4) 微。軟。にぶい褐7. .5Y6/3。 体部外面に右回転の鞘輯目あり。内面

写45 椀 酸化気味。 にエ具による鞘輯目あり。

同図 4 須恵器 住 20 カマド No. 口径 (15.8) 、 含。軟。にぶい橙5YR7/4 。 体部外面に右回転の観櫨目あり。高台

写45 椀 2 十同No. 3 器商（6.3) 酸化気味。 は貼付。

同図 5 須恵器 住20埋土 口縁部片 微。軟。にぶい橙5YR6/3。 鍔は貼付。口縁部の内・外面に横撫あ

写45 羽釜 トレンチ 酸化気味。 り。割口やや消耗。

同図 6 須恵器 住20埋土 口径（18.2) 多。軟。にぶい褐7. 5YR6/3。 割れ口に紐作痕あり、内・外面に右回

写45 羽釜 酸化気味。 転の輛櫨目あり。鍔は貼付。

同図 7 須恵器 住20掘方埋土 口径（26.1) 微。軟。赤橙10R6/6。 割れ口に紐作痕あり、口縁部の内・外

写45 甕 面に輛櫨目あり。

同図 8 磨石 住20掘方埋土 最長12.0 欠損は旧時である。表面に擦痕が認められるが、金属研磨などによ 粗粒安山岩。

写45 る磨耗か明瞭でない。

同図 , 篭用材 住20鼈左袖材 幅 (10.8X9.3) 調査時に、左袖材を取り上げたもの。裔内壁側が被熱する。質は極 未固結凝灰

写45 めて軟らか。 岩。

第110図 1 須恵器 住21 カマド 体部片 微。硬。にぶい橙5YR7/4。 体部の内・外面に右回転の観櫨目あ

写真図版45 打・椀 No. 3 酸化気味。 り。質は土師質。

同図 2 須恵器 住21 カマド 口径 (10.5) 微。硬。にぶい橙5YR7/4 。 底面に右回転の糸切あり、体部の内・

写45 杯 No. 2 酸化気味。 外面に鞘輯目あり。

同図 3 須恵器 住21 カマド 体部片 含。硬。灰黄褐10YR6/2。 体部の内面に輛櫨目あり。割口に紐作

写45 甕・釜 No. 1 酸化気味。 痕あり。外面に煤付着。

第114図 l 磁器 X-37Y 9 口径 (1 1.1) なし。締。白・空色（染付）。 外面にゴム判状の印判あり、呉須は明

写真図版46 碗 溝 1 埋土 るい空色。内・外に透明釉。

同因 2 磁器 X-37Y 9 口径 (1 1. 6) なし。締。白・空色（染付）。 外面にゴム判状の印判あり、呉須は明

写46 碗 溝 1 埋土 るい空色。内・外に透明釉。

同図 3 磁器 X-37Y 9 底径 (4.1) なし。締。白・空色（染付）。 外面にゴム判状の印判あり、呉須は明

写46 碗 溝 1 埋土 るい空色。内・外に透明釉。

同図 4 磁器 X-32 トレンチ 最大径 (6.1) なし。締。白・濃紺（染付）。 内面露胎、器表面に透明釉、ベロ藍に

写46 徳利 溝 l よる染付を籠書。

同図 5 磁器 X-12 底径 (7.2) なし。締。白・濃紺（染付）。 内面にベロ藍による染付あり。内・外

写46 皿 溝 1 • 2 埋 面に白磁釉。

同図 6 陶器 X-37Y 9 最大径 (10.0) なし。締。浅黄2.5Y2/3。 土瓶の蓋で、天井部外面に、茶、緑色 益子焼か。

写46 蓋 溝 1 で絵付あり。

同図 7 陶器 X-20-24 口径 (26.4) なし。締。にぶい赤褐5YR 外面の底面際と内面中位以下を除き鉄

写46 播鉢 溝 1 埋土 器裔1 1. 5 5/4。酸化焔。 釉を施釉。

同図 8 軟質陶 X-34Y 9 底径(13.0) 微・雲母粒・針状物質。硬。 内面に輛櫨目あり。外面に型様の膚あ 小泉焼か。

写46 植木鉢 No. 2 、 1 溝 にぶい橙5YR6/4 。 り。底面に小孔あり。酸化焔。
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第10節遺物観察

図番号 種
出土位置
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胎土・焼成・色調と摘要 備 考

写真番号 器形 残存状態

第114図， 軟質陶 X -36 トレン 口径（38.8) 含。並。橙5YR7/6。酸化 内耳貼付、耳部少し磨耗。内面回転撫

写真図版46 焙烙 チ、溝 l 埋土 気味。 シャープ。底面型膚痕。

同図 10 男瓦 X -32 トレン 器肉1. 4 含。締。暗青灰 5PB4/l 。 内面に糸切痕あり。外面にハゼ、割れ 乗附。

写46 チ、溝 l 埋土 還元気味。 口消耗。二分割作。布目痕微。

同図 11 獣骨 X-8 Y 12、溝 最大幅8.5 小口は鋸挽による。旧時刃傷 1 個所。挽方は部分的にこね挽様の個

写46 加工材 1 埋土 所が見られるが、直線的に切断され上手。木葉材・主材か不明。

第116図 1 磁器 X-39Yl0 トレ 口径 (12.1) なし。締。白・濃紺（染付）。 内・外面に型紙印判、ベロ藍による染

写真図版46 碗 ンチ 3 溝埋 付あり。

第118図 l 中世土 溝 4 埋土 底径 (5.2) 微。硬。にぶい橙7.5YR7/4。 底面に観輯左回転の糸切あり。内面に 15世紀か。

写真図版46 師質皿 酸化気味。 も鞘輯目あり。

同因 2 鉄製 溝 4 埋土 長3.2+ a 両端を欠損。欠損は調査時。横断面は隅丸長方形を呈する。全体に 3 と同一個

写46 不詳 錆ぶくれ顕著である。 体。

同図 3 鉄製 溝 4 埋土 長3.2+ a 両端を欠損。欠損は調査時。横断面は隅丸長方形を呈する。全体に 2 と同一個

写46 不詳 錆ぶくれ顕著である。 体。

第121 図 1 軟陶 溝18埋土 口縁部片 微。硬。灰 10Y6/l。還元 割れ口に紐作痕あり。内面摩耗。口縁 乗附。 15世

写真図版46 鉢 気味。 端部も磨耗。 紀。

同図 2 軟陶 溝18No. 1 体部片 微。軟。灰 10Y6/l。還冗 割れ口に紐作痕あり。内面 5 条の卸目 乗附。 15世

写46 鉢 気味。 あり、内面磨耗。 紀。

同図 3 礎石か 溝18No. 5 最長13.4 平面図表面はやや磨耗あり。側部に刃傷あり。図中のトーンは旧時 粗粒安山岩。

写46 敷石 の汚れを示す。そのため旧時は礎石かペープ用材の可能性あり。

同図 4 磨石 溝18No. 3 最長1 1.7 図中の未点描は旧時の剥落。そのほかの点描は磨耗を示す。側部ま 粗粒安山岩。

写46 で磨耗しているが、主体は表・裏面にある。

同図 5 磨石 溝18No. 4 最長190 図中の点描は磨耗を示す。側部は近未使用。石材が硬質のためか、 粗粒安山岩。

写46 磨耗は浅い。

第123図 1 土師器 溝21埋土Pl 口径（14.0) 含。並。にぶい橙7.5YR7/4。 口縁部の内・外面横撫。外面底は箆削。

写真図版46 杯 酸化気味。 その中央に撫掻の縞状凹み。

同図 2 土師器 溝21埋土 口径 (17.2) 含。片岩粒。軟。にぶい橙 口縁部の内・外面に横撫あり、以下外 藤岡。

写46 杯 5YR6/6。酸化気味。 面箆削。全体に消耗。

同図 3 土師器 溝21埋土 口径 (15.2) 含。硬。にぶい橙5YR6/3。 口縁部の内・外面に横撫あり、体部外

写46 短頸壺 酸化気味。 面箆削。外面の横撫位置浅い。

同図 4 須恵器 溝21埋土 口径 (14.0) 、 微。軟。灰白 5Y7/l。環元 底面の切離し不明。外面下方観輯目あ 秋間。

写46 坪 器高 (3.9) 気味。 り。

同図 5 磁器変 溝21埋土 体部片 なし。締。白・淡青緑（青 内・外面に浮白濁した淡い青磁掛か 伊万理か舶

写46 形皿か 磁釉）。 る。内面に劃文あり。 載か不明。

同因 6 陶器 溝21埋土 底径 (3.8) なし。締。淡灰黄・灰釉調 釉は透明感強い、細貫入あり。釉境は 京焼系。

写46 碗 の透明釉。 鉄足状に酸化。高台は削出し。

第125図 l 須恵器 X-31 Y 9 、 体部片 微。硬。明赤褐2. 5YR5/6。 内面に鞘輯目と内黒吸炭あり。外面に

写真図版47 杯・塊 溝47埋土 酸化気味。 箆削目あり。

同図 2 土師器 X-31 Y 9 口径 (14.4) 微。片岩粒含。硬。明赤褐 口縁部の内・外面に横撫あり。体部外 藤岡以南。

写47 甍 溝47埋土 2.5YR5/6。酸化気味。 面箆削。割口に粘土接合面あり。

同図 3 土師器 X-31 Y 9 口径 (16.6) 微。片岩粒含。軟。にぶい 口縁部の内・外面に横撫あり。口縁部 藤岡以南。

写47 甕 溝47埋土 赤褐2.5YR5/4 。 やや内傾し、端部沿に浅い沈線あり。

同図 4 土師器 X-30Y 9 No.2 底径 (7.0) 微。硬。にぶい橙5YR6/4 。 体部外面に箆削。内面に板状工具の当

写47 甕 溝47埋土 酸化気味。 り痕あり。

同図 5 石製 溝47埋土 断面位置長5.0 縦断面は左・右不均衡で、肉厚である。左平面右上の小欠らしき凹 黒耀石。

写47 鏃 みは旧時である。肉厚さは、加工技鼠の低さか。

同図 6 磨石 X-30Y 9 最大長15.4 表・裏面のみ、わずかに磨耗する。側部の磨耗は、ごく一部である。 溶結凝灰岩。

写47 溝47埋No. 1 主体は非金属か。

同図 7 磁器 X-31 Y 8 体部片 なし。締。白・灰白 5Y8/l 内面と外面上方に白磁釉。露胎に輛櫨 10 • 17世紀

写47 碗 溝47埋土か （白磁釉）。 左回転の箆削目あり。船載か伊万里か。 か不明。

同図 8 獣歯 X-31Y 8No.l 最大長4.0 出土状態は上面までAs-B を含む土壌がおよぶため、古代遺物とし

写47 溝47隣接地 て不確実、遺存状況極めて良い。

第127図 l 陶器 溝53埋土 底径 (3.2) なし。締。暗茶・暗オリー 外面に鉄絵文、体部外面の露胎部を除 相馬焼。

写真図版47 小杯 プ（相馬青磁釉） き施釉される。

同図 2 磁器 溝52埋土 底径 (3.8) なし。締。白・空（染付）。 内・外面に施文あり、呉須はベロ藍よ

写47 小碗 り薄い。

第130図 l 土師器 溝56No. 2 口径 (12.0) 含・角閃石安山岩粒。硬。 口縁部の内・外面に横撫あり。体部外

写真図版47 坪 立上面近接 にぶい橙7.5YR6/4 。 面型膚痕あり。

同図 2 土師器 溝56No. 3 口径(12.2) 微・雲母粒。硬。にぶい橙 口縁部の内・外面に横撫あり。体部外 藤岡以南。

写47 杯 立上面近接 5YR7 /4 。 面型膚痕あり。底面箆削。
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第 9 章発掘された遺構と遺物

図番号 種
出土位置

抵目 (cm)
胎土・焼成・色調と摘要 備 考

写真番号 器形 残存状態

第130図 3 土師器 溝56No.10 底部片 微。軟。にぶい褐7. 5YR6/4。 杯の底部と考えられる小片で、底面は 藤岡か。

写真図版47 杯 酸化気味。 箆削。

同図 4 土師器 溝56No. 6 口径 (16.2) 微。軟。橙5YR7l6。酸化 口縁部の内・外面に横撫あり、体部外

写47 盤 底面 気味。 面下方箆削。

同図 5 土師器 溝56 最大径 (6.0) 微。硬。にぶい橙2. 5Y6/3。 脚内を除き研磨。全体に摩耗気味であ

写47 高杯 酸化気味。 る。二次的な被熱あり。

同図 6 須恵器 溝56埋土 体部片 含。硬。浅黄橙10YR8/3。 外面に輔櫨左回転の箆削目あり。質は

写47 小杯か わずか酸化気味。 土師質である。

同図 7 須恵器 溝56No.10 体部片 含。軟。灰白 2.5Y8/2。還 須恵器の器種不明である。全体に磨耗

写47 不明 底面 元気味。 気味である。

同図 8 須恵器 溝56No. 1 底径 (7.0) 微。並。灰白。還元気味。 外面に輔誼目あり。内面底にも輛轄目 乗附。

写47 坪 立上面近接 あり。底面の切離し不明瞭。

同図 , 須恵器 溝56No. 4 最大径 (34.2) 微。軟。灰白 N7/。還元気 外面に平行叩、内面に素文の当目あり。

写47 甕 立上面近接 味。 全体に磨耗少ない。

同回 10 磨石か 溝56 長 12.6、幅 8.4 、 角閃石安山岩である。溝底面に残された自然石中に認められた。表・ ニッ岳軽石。

写47 底面 厚 4. 7 裏に側部とは別の摩耗痕がある。人為か自然か不明。

第131図 l ガラス 溝14埋土 直径 (3.6) 全体に気泡多く、古いガラスを思わせるが、色は透明無彩である。

写真図版47 石ケリ 裏面に型底の痕跡あり。

同図 2 陶器 溝24埋土 体部片 微。締。暗褐、白土と濃紺 外面下半は露胎。上半は透明釉。内面 唐津系。

写47 皿 （釉）。 は白土掛、ベロ藍で絵付。

同図 3 軟陶 溝32埋土 脚部片 含。軟。橙5YR6/6。 内面と脚部外面にハゼ多い。在地製、 中世か近世

写47 火鉢か 軟質陶器の脚部に見えるが器種不詳。 か不明。

同図 4 焼締陶 溝46埋土 体部片 含。締。にぶい橙7.5YR7/4 。 割口と裏面に紐作痕あり。石英粒少な 非常滑焼で

写47 小形甕 酸化気味。 く、常滑焼には見えない。 東海搬入か。

第133図 l 土師器 土城10埋土 体部片 含。軟。にぶい橙7.5YR 器肉の厚さからして、甕類と考えられ

写真図版47 甕 713。 る。内・外面は消耗し、箆削も見えず。

同図 2 土師器 土城28埋土 底部片 含。並。橙7.5YR6/6。 器肉の厚さと丸みから杯と考えられ

写47 杯 る。底面に箆削目あり。

同図 3 磁器 土城36埋土 口径（1 1. 2) なし。締。白・濃紺（釉）。 内・外にベロ藍、型紙印判による染付

写47 碗 あり。

同図 4 軟質陶 土壊39埋土 体部片 微。軟。灰N5/。還元気味。 内・外面に燻あり。大器の体部片であ

写47 不明 るが、円弧の曲率浅く、器種不明。

同図 5 土師器 土壊41埋土 口縁部片 微。軟。橙7.5YR6/6。酸 口縁部の内・外面に横撫あり。体部外 藤岡。

写47 坪 化気味。 面下半に箆削目あり。

同図 6 石 土城50埋土 最長 (5.5) 石材鑑定の飯島静雄によれば、農業用石灰や、コンクリートからの 鐘乳石様岩

写47 石灰の流出化によっても鐘乳石様化は起りうるという。 片。

第134図 l 磁器 ピット 14 体部片 なし。締。白・濃紺（釉）。 型紙印判による、外面染付。染付の色

写真図版47 碗 調はベロ藍。

同図 2 須恵器 ピット 50 口径 (12.1) 微。締。紫灰5P6/l。還元 器肉は薄く、器形状は県内で、あまり 埼王。

写47 杯 気味。 見かけない。

同図 3 須恵器 ピット 50 底径 (6.0) 微。軟。灰白 10Y8/l。中 内・外に輛輯目あり。底面の切はなし 乗附。

写47 坪 性焙気味。 不明瞭。

同図 4 土師器 ピット 51埋土 底部片 微。軟。橙 5YR6/8。酸化 全体は風化気味で底面の箆削、内面の 藤岡か。

写47 杯 気味。 横撫などは見えない。

第136図 1 磁器 X -37Y 9 口縁部片 なし。締。白・淡青空（釉）。 内・外に染付施文。呉須は精美。内面

写真図版47 皿 土塁 に月既重と読め、口縁は稜花をなす。

同図 2 磁器 X-37Y 9 口径7.4、器高4.6 なし。締。白・濃紺（釉）。 銅版、ベロ藍による染付。内面に「こ

写47 小坪 まつ園」とある。

同図 3 陶器 X-37Y 9 底径（15.0) 含。締。灰白7.5Y8/2。 内面に灰釉。露胎部との間にトチン痕

写47 皿 土塁 あり。底面は碁筐底となる。

同図 4 軟質陶 X-37Y 9 体部片 含。雲母粒。並。灰5Y4/l 。 内・外面に燻あり。回転左。器表面に

写47 不明 土塁 還元気味。 雲母粒が見られる。器種は大器。

第147図 l 陶器 X-9 Yl2 口径12.0 微。並。灰白 lOYS/1。中 内・外に志野釉。体部外面に輛櫨回転 美濃。

写真図版47 皿 性焔気味。 による箆削目あり。

同図 2 ガラス X-12Yll耕 最大長6.2 気泡少なく、現代に近いガラスに見える。透明感は無彩色、透明で

写47 皿か あるが、器表面光沢は現代より鈍い。

同図 3 獣骨 X-32Y 8 付近 最大長5.5 関節部で、平面図左側に刃傷あり。骨加工時の木葉か、使用の本体

写47 表採 側かは不明。

同図 4 古瓦 X-40Y8表採 微・シルト質。軟。灰白 文様は三巴文に見え、古代に比べ鐙直 中世瓦。

写47 鐙瓦 2. 5Y8/l。中性気味。 径は小さい。
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箱田古市前遺跡出上の牛歯・牛骨について

第10章 箱田古市前遺跡出土の牛歯・牛骨について

1 はじめに

群馬県の遺跡から出土する牛歯・牛骨は県内の遺跡から出土する馬歯・馬骨に比較して少なく、牛歯・牛骨

の出土している主な遺跡は有馬条里遺跡（注 l) 、日高遺跡（注 2) 、下東西遺跡（注 3) 、田端遺跡（注 4) 、

三ツ寺 1I 遺跡（注 5) 、上野国分僧寺・尼寺中間地域（注 6) に過ぎない。和牛は牛歯・牛骨の出土点数も少

なく、また既往の研究成果の蓄積も少ないので、上野国の和牛の其体像をとらえることはなかなか難しく、今

後更に例数を蓄積することの必要性を痛感している。またこれらの遺跡から出土している牛歯・牛骨には中世

以後のものは皆無であるが、箱田古市前遺跡から古代の牛歯とともに、近世・近代とは言え中世以後に属する

牛骨が出土している。幸い依頼により箱田古市前遺跡出土の牛歯・牛骨を調査することが出来たので、少数例

ではあるが上野国の和牛の具体像を明らかにするための一助となるようにと考え、以下その検討を行った。

(1) 依頼内容

① 獣の種類、② 性、③ 年令、④ 大きさを明らかにすること。

(2) 調査方法

① 出土獣歯・獣骨を有する獣の種類の検討を行う。② 出土獣歯・獣骨を有する獣の性の検討を行う。馬

については犬歯の有無と窟骨について、牛については寛骨について夫々性的特徴を調べて性別を検討する。③

出土獣歯・獣骨を有する獣の年令を検討する。なお馬については西中川駿（注7)の頬歯の長さ、幅及び高さ

による年令推定公式により検討する。④ 出土獣歯・獣骨を有する獣の大きさを検討する。出土獣歯について

は既往の古代及び中世の出土獣歯の計測値、及び現代の小格馬（注 2) 及び黒毛和種の歯の計測値（注 3) と

出土獣歯の計測値と夫々対比して検討する。獣骨中馬骨については林田重幸（注 8) の骨の最大長による体高

の推定公式及び西中川駿（注7)の馬における各骨の幅及び径による骨の最大長推定公式を用い、また牛骨に

ついて西中川駿（注7)の牛の各骨の最大長や幅及び径による体高の推定公式を用いて大きさを検討する。

2 使用した基準

(1) 牛歯・牛骨の部位、記号、各部の名称及び測定部位

注 9 、 10 、 11参照

(2) 牛の大きさの表現

具体的な推定体高のわかるものは数値で示し、具体的な数値のわからないものは既往の出土した在来の和牛

種及び現代の黒毛和種の大きさと比較し、「在来和牛より大きい」、「黒毛和種よりやや小さい」と言った表現

を用いた。

(3) 牛の年令の表現方法
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豊田裕（注12) は主要家畜の性成熟と繁殖供用期間について、牛の繁殖供用開始は14~18ヶ月、繁殖供用限

界は 14~15年である、としている。直良信夫は『古代遺跡発掘の家畜遺体』（注13) の中で、「生後おそらくは

10年を経過していた老牛と思われる」という表現を用いている。市井正次（注14) は永久歯萌出完了時 5 オを

もって馬の幼令と壮令の区分としている。従ってここでは永久歯萌出完了時 4 オを基準とし、 4 オ以下を幼令

とし、豊田裕の繁殖供用限界を用い14~15オ以上を老令とした。また牛は切歯による Baron の年令鑑定法（注

15) が用いられている。ただ牛の切歯の出土例は少なく、頬歯については長歯タイプに短歯タイプとがあり個

体によって異なり、摩耗度による具体的な年令判定が出来ないので年令区分のみを記載した。

(4) 単位

牛歯・牛骨の計測値は特別に記載しない限り mm を表し、比率は％を表わす。

(5) 番号

図中の通番は本文、写真及び附表中の通番に一致する。また明らかに番号の記載されている歯・骨より分離

したと思われる小歯片・小骨片は除外した。

3 結果

(1) 牛歯・牛骨の出土状況

発掘調査の遺物番号として牛歯 1 、牛骨 1 ~2 の名称が附されてあり、本稿はその番号を引き続いて使用し

た。この遺跡の奈良時代～平安時代 (8 世紀～ 9 世紀）に属するという X -31 Y 8 の溝47に近接した湿地から

半ば粘土層に埋もれた牛の上顎後臼歯（牛歯 1) が 1 個出土している。溝47に沿う個所はわずかに高く、畦や

畦畔を感じさせるものがあり、牛歯はそうした遺構に関連をしているのではなかろうかということである。ま

た滝川に平行して南北に走っている溝 l の埋土の中から近世・近代に属するという牛の前肢骨（牛骨 1) が 1

個出土し、さらに中洲から同じく近世・近代に属するという牛の後肢骨（牛骨 2) が 1 個表面採取されている。

調査担当の所見によるこれらの遺存体の出土状況は附表 l 、附図 l 、 2 、 3 、附写真のとおりである。

(2) 出土牛歯・牛骨を有する牛の個体数

出土牛歯と牛骨は夫々の属する時代が異なっている。 2 個の牛骨は属する時代、大きさ、年令等似通っては

いるが出土場所、出土状態、風化の度合いも異なるので別個体とした。

(3) 出土牛歯・牛骨の遺存状態とその形態

No. 1 （牛歯 1) 牛左上第 2 後臼歯は歯根部を欠いているが柱状で大きく、遺存状態は極めて良好で、良く

原相を保っている。 No. 2 （牛骨 1) 牛左上腕骨遠位関節部はやや大きくて力強い。遺存状態は極めて良好で、

良く原相を保っている。ただ鈎突商上縁で骨体部が鋸様の刃物で横断されている。またこの牛骨にはこの他滑

車の内側骨稜の中央部よりやや上に、下から斜上にかけて長さ 1 cm 、深さ 4 mmの刃物の傷跡が認められる。 No.

3 （牛骨 2) 牛左中心足根骨＋第 4 足根骨は風化により遺存状態が悪く、表面は粗ぞうで関節面の後側を失っ

ており、また踵骨関節面が著しく小さく垂直となっている。なおこの骨は前面外側隅に長さ1. 7cm 、深さ 3 mm 

の斜上から水平に刃物で切られた傷跡を有している。 No. 1~No. 3 の牛の遺存体の遺存状態並びに形態は附表
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附写真獣歯骨の状態 明示をのぞき 1 : l. 5 
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附図 2 牛口蓋部及び四肢骨における出土牛歯・牛骨の部位
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No. 2 牛左上腕骨遠位関節部。

大きくて力強く、遺存状態は極
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刃物で切断されている。向かって左側

の滑車の内側骨稜に下から斜上にかけ

て長さ 1 cm の刃物の切り傷跡がある。

この上腕骨骨体部下端の切断面の拓

影図に見られるように、向かって左側

下端より鋸を挽き始め、後面の約 1 cm 

前より鋸を軽く外側に回しながら挽い

ている。更に後面の右隅を過ぎたあた

りより鋸を強く外側に回し、後面中央

あたりより刃を骨と直角の方向に向け

一気に切り落としている。

鋸の挽き始めと終りの段

差は余りなく 0.5~0.6mm

程度であり、挽き上がり

は直線をなし、切り落と

しの際に生じやすい最末

端の欠落もない。このよ

うに硬さのある素材を見

事に切り落とした作業は

素人のなせる業ではない。
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附表 1 箱田古市前遺跡出土の牛歯・牛骨出土状態一覧

番号 出土地 時 代 出 土 状 △見ヒ円

1 X-31 Y 8 区の 奈良時代一平安 湿地の粘土層の中に半ば埋れた牛の左上第 2 後臼歯が出土しており、すぐ傍を農業用水と思わ

（牛歯 1) 湿地から出土 時代 (8 世紀～ れる溝47が走っている。溝47 に沿う個所は僅かに高く畦や畦畔を感じさせるものがあると言う

9 世紀）

2 溝 1 より出土 近世・近代 滝川に平行して南北に走っている溝 1 の埋土の中から牛の左上腕骨遠位関節部が出土したと言

（牛骨 1) う

3 滝川の旧中洲よ 近世・近代 旧中洲から牛の左中心足根骨＋第 4 足根骨が 1 個表面採取されたと言う

（牛骨 2) り出土

附表 2 箱田古市前遺跡出土の牛歯・牛骨の形態

出土牛歯 個体の同
特 徴

No. 欠損状態その他
の部位 一性

大きさと全体の形 咬合状態 エナメル嬰の特徴

1 牛 LM2 柱状で大きい 咬耗の度合いは軽 頬側の前・後葉の主柱の発達は良好 歯根部を欠いている。

い。咬合面は舌側に で、側柱の彫りは深くて力強い。舌

傾き咬頭は山形をな 面における前後葉片の柱状膨出は鮮

している。 明である。前・後葉境にある錐状結

節はやや太くて長い。

No. 
出土牛骨 個体の同

特 徴 欠損状態その他
の部位 一性

2 牛左上腕骨 遠位関節部の鉤突高の上縁で骨体部が鋸様の刃物で切断されている。関節部は 骨体部を失っている。滑車

遠位関節部 遺存状態極めて良好で、良く原相をとどめている。灰白色で緻密骨は僅かであ 内側骨稜の中央部よりやや

るが光沢を持ち、全体としてやや大きい。関節部の緻密骨にはやや大きい多く 上と、鈎突寓の中央よりや

の脈管小管が開孔している。滑車の上縁には横に長い鈎突高が見られ、腹面の や外側とに小さな傷創があ

肘頭高は大きくて深い。滑車の螺旋を始め各稜線は角ばっていて鮮明である。 る。

3 牛左中心足 淡灰褐色を呈し、風化のため緻密骨表面は粗ぞうで欠損部には細かい海綿骨が 距骨関節面の内外の後側及

根骨十第 4 現れている。距骨関節面はやや広いが、踵骨関節面は著しく小さい。足根骨の び踵骨関節面の後側を失っ

足根骨 前面には大きい脈管小管が開孔している。 ている。前面外側隅に小さ

な傷創がある。

2 のとおりである。

(4) 出土牛歯・牛骨を有する牛の性別

寛骨が出土していないので性別は不明である。

(5) 出土牛歯・牛骨を有する牛の年令

飼育する飼料が異なるので現代和牛の歯の摩耗度をもって古代の和牛の年令を類推することは妥当でないと

考えられるが、一応現代和牛の歯の摩耗度をもって出土した牛歯を有する牛の年令を類推すると、 No. 1 （牛

歯 1) 牛 L紅は、歯冠の高さはやや短い感じがしているが咬耗の度は軽い。しかし咬耗の度合いが軽いと言っ

ても、 2 オ、 4 オ、 5 オの現代牛の M1 、 M2 のいずれよりも咬耗の度合いがやや進んでいるので壮令牛と考え

られる。 No. 2 （牛骨 1) 牛左上腕骨遠位関節部は骨端線の化骨が総て完了しているので 3 オ以上であるが、

遺残状態極めて良好なので壮令牛と考えられる。 No. 3 （牛骨 2) 牛左中心足根骨＋第 4 足根骨は風化のため
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附表 3 箱田古市前遺跡出土の牛歯・牛骨を有する牛の性、年令、大きさ

年 A .,., 大 き さ

No. 個体の同一性 性 摘 要

年 ム" 区分 推定体高 体裔区分

1 不明 不 明 壮令 不 明 古代の牛とほぼ同じ大き 歯冠はやや短い。 2 、 4 、 5 オの現代牛

さと考えられる。 より咬耗進んでいる。

2 不明 不 明 壮令 126.4cm 見島牛の雄又は黒毛和種 骨端線すべて化骨しているので 3 オ以上

の雌と同じ。 であるが、遺残状態極めて良好なので壮

令であろう。

3 不明 不 明 不明 124. 2cm 黒毛和種の雌と同じ。 風化が著しく年令区分不明。

附表 4 箱田古市前遺跡出土の牛歯・牛骨の計測値

No. 牛歯の部位 歯冠長 歯冠幅 幅率 TH(ram) Bacca! TH エナメル厚（頬側一舌側） 重最 摘 要

1 LM2 30.1 18.4 61.1 41.2 欠損 1.0-1.4 30. 9 g 歯根部を欠く

No. 牛骨の部位 遠位端幅 (Bd) 滑車幅 (BT) 遠位端径 (Dd) 現在の商さ 重屈 摘 要

2 左上腕骨遠位関節部 90.0 80.5 81. 9 42.1 182.0 遠位関節部より上を失

幅 (GB) 前後径 現在の高さ し／
3 左中心足根骨＋第 4 足根骨

// 

24.2 後壁上半の両側壁を失

54.2 52.4 37.3 

遺残状態悪く判断し難く、年令は不明である。箱田古市前遺跡より出土した牛歯・牛骨を有する牛の年令を時

代別に分類すると附表 3 のとおりである。

(6) 出土牛歯・牛骨を有する牛の大きさ

出土牛歯・牛骨の計測値は附表 4 のとおりである。 No. 1 （牛歯 1) 牛 LM2 の計測値を既往の同時代の出土

牛歯の計測値（注 4) と比較すると歯冠長はほぽ同じであるが歯冠幅、幅率は共に大きい。この牛は古代の和

牛とほぼ同じ大きさの牛であると考えられる。 No. 2 （牛骨 1) 牛左上腕骨遠位関節部は西中川駿の牛の各骨

の最大長、或いは幅及び径による体高推定公式（注 7 ）によると推定体高は126.4cm で、現代和牛の雌程度の

大きさの牛であったのであろう。 No. 3 （牛骨 2) 左中心足根骨＋第 4 足根骨は西中川駿の体高推定公式によ

れば推定体高は124. 2cm で現代和牛の雌の中では小さい牛程度の牛であったであろう。

4 考察

骨の加工工房について

附図 3 に示したNo. 2 （牛骨 1) 牛左上腕骨の切断面の拓影図に見られるとおり、この上腕骨骨体部の下端

は背面（前面）内側骨稜より滑車と平行に鋸を挽き始めているが、初めは極めで慎重に鋸を挽いているため切

断面は平滑で鋸の刃の跡は目立っていない。腹面（後面）約 1 cm前より鋸を軽く外側に回しながら挽いている。

更に腹面中央あたりから鋸を強く外側に回し刃の角度を骨の表面とほぽ直角の方向に向けて残余の内側部を一
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気に切断している。このように鋸を回し挽きをしているにも拘らず、鋸の挽き始めと終りの骨の断面の差は殆

んどなく、強いて言えば0.5~0.6mm程度の段差が認められるのみである。上腕骨骨体遠位部のような凸凹に富

んだ骨としては切断面の仕上がりは誠に見事であって素人のなせる業ではなく、また前述のようにNo. 2 、 3

の牛骨に残る鋭利な刃物による傷跡の存在も併せて考えると、この牛骨は骨の加工物を作る目的で切断された

ものと考えられ、この地に於ける骨の加工職人と骨の加工工房との存在が考えられる。また加工目的で牛骨を

選んだのは馬に比較すると牛の緻密骨の方が緻密であり、色も白くて光沢があり、飾り物を作っても美しく見

えるためであろう。上腕骨を選んだ理由は四肢骨の中では比較的平らで大きな骨がとれるためと考えられる。

なお骨材を用いた飾り物は箪者の実見する限りにおいては煙草入、根付、小刀の柄等があり、このほかにも多

様な形で生活の中で使用されていたと考えられ、ここに 1 例の加工に用いられた素材動物の種類と骨の加工が

行われた現状の一端とが明らかになった意義は深いものがある。

謝辞 牛骨の測定値と牛の体高との関係について資料と種々御教導とを賜った鹿児島大学家畜解剖学教至西

中川駿先生に深甚な感謝の意を表します。先生の策定された牛の体高推定公式により上野国の古代の牛の

具体像は更に明らかになるものと信じております。
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3 大江正直 「下東西遺跡出土の獣歯・獣骨について」 r下東西遺跡」（群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1987

4 大江正直 「田端逍跡出土の獣歯・獣骨について」 r田端遺跡」（群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1988

5 大江正直 「三ツ寺 11 遺跡出土の獣歯・獣骨について」 r三ツ寺 11 遺跡J （群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1991

6 大江正直 「上野国分僧寺・尼寺中間地域出土の動物遺存体」 r上野国分僧寺・尼寺中間地域（4)」（群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1990

7 西中川駿 「 V ．遺跡出土骨同定のための基礎的研究」 r古代遺跡出土骨からみたわが国の牛、馬の渡来時期とその経路に関する研究」（鹿児島

大学農学部獣医科） 1991

8 林田重幸 「第 3 章第 2 節日本古代馬の分類」 r 日本在来馬の系統に関する研究』（日本中央競馬会） 1978

9 牛歯の部位、記号、並びに各部の名称

加藤嘉太郎 「第 2 章歯の構造と阻哨との関係」 r家畜解剖と生活」、直良信夫 r古代遺跡発掘の家畜遺体』（日本中央競馬会弘済会） 1973 による

10 牛骨の各部の名称

加藤嘉太郎 r家畜比較解剖因説（上巻）改訂増訂 1981、川田信平、醍醐正之 r図説家畜解剖学（上巻）新改訂』 1974 による。

11 牛歯・牛骨の測定部位

rA GUIDE TO THE MEASUREMENT OF ANIMAL BONES FROM ARCHAEOLOGICAL SITESJ HARVARD UNIVERSITY 1976 により、西中

川駿策定 r馬歯の測定部位」及び直良信夫 r古代遺跡発掘の家畜遺体』 1973 を参考とした。

12 農田裕（並河澄外10名共著）「V. 4 、性成熟と性周期」 r新畜産学J 1985 

13 直良信夫 r古代遺跡発掘の家畜遺体」（日本中央競馬会弘済会） 1973

14 市井正次 「第24章年令鑑定」「馬学精説』 1943

15 R. BARONE ANATOMIE COMPAREE DES MAMMIFERES DOMESTIQUES, TOME3. SPLANCHNOLOGIE (FETUS ET SES ANNEXES) FASｭ

CJCULE I. APPAREIL DIGESTIF. APPAREIL RESPIRATOIRE. LABORATOIRE DANATOMIE ECOLE NATIONALE VETERINAIRE LY'oN. pp 

155-179 1976 
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第11章箱田古市前 II 遺跡のまとめ

箱田古市前 II 遺跡の成果について、まとめと若干

の考察を行いたい。

1.箱田古市前 I 遺跡で発見された Hr-FA 層の堆

積および As-C の軽石粒をまじえた黒色土の南限

は x-10ライン以北で認められたが、その 2 層を

残す狭少な個所には、平安時代の住居跡の重複が

多く、具体的な水田遺構の発見には至らなかった。

しかし、水田跡南限の示唆は、 II 遺跡に存在した

2 層により得られたと考えていると同時に以南の

微地形の低台地が始まっていたとも考えられた。

2. 住居跡群の単位は、箱田古市前 I 遺跡で発見さ

れた Xl9ライン以北の一群とは、別低台地に占地

されており、別単位である。奈良時代住居跡は、

両遺跡にも存在しているが、この地域の集落構成

のあり方について大規模面積の発掘例が周辺で行

われている訳ではないので急には、明らかにし難

い。当遺跡の集落が、上野国府との関連で計画性

に基づく場所であったのか否か今後の課題となる

ところである。

3. 滝川用水路跡とされたのは、箱田古市前 I 遺跡

の 6 号溝であった。 6 号溝跡は、現滝川の直前ま

でを指しているため、 II 遺跡の溝跡 1 • 2 と関連

しあうことになる。 II 遺跡の溝跡 1 は、溝跡 2 よ

りも新しく、溝跡 2 が古い。溝跡 2 は、ビニール

文化以前であり、陶．磁量が基底面側で少ない出

土であったので、明治時代初期以前から 18世紀頃

の滝川用水跡と想像された。溝跡 1 は、ビニール

文化時代を中層ぐらいまで含んでおり、近時まで

使用され、その延長上には現滝川用水が存在して

いる。いいかえれば、溝跡 2 号岸の延長上に溝跡

1 号があり、その延長に現滝川用水の東岸が存在

する。

箱田古市前 I 遺跡の 2 • 7 号溝跡は、滝川用水

か天狗岩用水を利用した大型水路と解釈されてい

る。両溝とも近世陶．磁器の出土が少ないことか

ら 18世紀以前に主体機能があったと考えられる

が、 II 遺跡で、その延長は溝跡 2 に含まれてしま

うか現滝川の幅員中に存在したかして、具体的な

状況は明らかでなかった。前出の天狗岩用水は、
おおみ

慶長 6 年 (1601) 上野国府の地に築かれた蒼海城

に秋元長朝が入り、長朝は、翌慶長 7 年に植野城

（現総社城）を築城し、併せて用水開さくを行

い、用水は苦渋・難工事のすえ慶長 9 年に完成し

た。その用水を植野堰と呼称するが一般通称天狗

岩用水が今日名称である。滝川と合せた起結は、

榛東村漆原付近の利根川から取水されたといい、

末端は高崎市京ヶ島地区で井野川に至ったと推定

されている。現在、天狗岩用水と称されている範

囲は、取水口の渋川市半田付近から、前橋市石倉

町で八幡川と合流するまでを天狗岩用水と呼び、

南接の取水口から以南を滝川（用水）と称してい

る。この両用水の末端からさらに慶長15年 (1610)

に実施された現佐波郡玉村町の開田のため関東郡

代伊奈備前守忠次が秋元長朝、北域の江原涌左衛

門重久らの協力を得て至村・烏川に合流するまで

の代官堀（備前堀）を開さくし、慶長15年に完成

している。以上、大事業の沿革を触れた。前出の

I 遺跡 2 • 7 号溝について滝川用水か天狗岩用水

を利用したとの推定は、天狗岩用水が石倉町近辺

まで部分施行され、滝川（用水）を次施工したと

いう過程があった場合を考慮したための結果であ

り、用水の本流か、本流の末端からさらに延長し

た用水であるのかは不明であった。両溝は、近世

陶・磁器が多用された18世紀以降の開さくであれ

ば、出土してもよいはずであるが、微弱であった

と聞く。また堆積土壌は、砂質であり、寛保 2 年

(1742) など大洪水による結果か、序々に堆積し

たかも不明という。そのため、両溝の開さく、埋

没・廃棄、やがては新規流路の開さくなどを想定

すると、微妙であり、江戸時代前期を明言するま

でには至らなかった。その延長は、 II 遺跡の溝跡

2 か、それにより削られた可能性もあると想像し
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ている。なお、 II 遺跡の場合、現滝川の西岸の多

くに地山層を見ることができているので、古い用

水跡が以西に存在した可能性は薄い。

4. 箱田古市前 II 遺跡の溝跡18 は、 15世紀頃の溝跡

で、深さは、表土層から約80cm以上ありながら流

れの形跡は認められなかった。そのため、 15世紀

頃に周囲に流水を生じる条件は薄いと考えられ

た。さらに、埋没土上層に、道として利用された

硬化面があり、 16 • 17世紀までの間に、東西方向

に道が存在していた。 17世紀であれば滝川用水と

直交することになるが迂回の形跡はなく、その前

代に大規模な河川があったとは考え難い。

5. 箱田古市前 II 遺跡の溝跡47 は、 7 • 8 世紀頃の

溝跡と推定され、砂・粘性土・シルトなどの互層

により埋没していた。このため火山噴出物層を拠

所として埋土が除去され、発見された I 遺跡の水

田遺構および疑似遺構と発見原因が異なる。 I 遺

跡で古代水路 1 号溝跡、 II 遺跡では溝56があり、

奈良•平安時代の大型溝跡である。それ以前の水

田関連では、明瞭な形での溝跡は薄く、この溝跡

47は、奈良時代に先だっ頃の溝の状況を示すもの

であり、存在は重要である。溝跡47の周辺は、わ

ずかであったが、低地帯中の凹凸痕を認め、湿潤

な場所と時期があり、溝の小規模な点と流水が

あったことは、上流域か下流域に水田が営まれた

可能性を想像しうる。しかし、蛇行気味の平面

は、計画的な水路とするには弱い気がするもの

の、方向性は北を指向しており、計画性を全面否

定することはできないであろう。いずれにせよ、

古墳時代後期頃の水田水路としての機能と時期を

想定しておきたい。

6. 箱田古市前 II 遺跡調査対象地の、くるま川、群

馬郡旧東村農協の製粉用タービンの起電施設、既

石坂家水車関連なども、遺跡の埋めもどし作業中

に調査することができた。また石坂家の石臼類に

ついても記録することもでき、近代製粉を考える

うえでの資料、特に道具資料の紹介例の少ない現

状において、比較資料として中・近世資料の参考
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例とて報告に加えた。

石臼の大きさは、水車臼の場合、直径60cm以上
つき

を、手動の穀臼は35cm級を測ることができた。揚

臼は、旧時には存在していたという。石材は、榛

名山を中心にしたところの粗粒安山岩と硬質の安

山岩が用いられている点は、中世とも共通してい
あづま

る。花尚製が勢多郡東村産を利用したか否かは不

明であるが、存在することは東毛地域の近世石臼

類と通ずる点である。臼類は直径は、西毛地域の

中世穀臼では直径30~32cm の個体が多く、材種

は、粗粒安山製が多い。中世都市鎌倉において

は、 14世紀末から 15世紀初頭頃の石臼多用の前代

に鎌倉の盛行期があるため傾向を知るまでには

至っていない。むしろ無理なのかもしれない。西

国では、寛文13年 (1673) の大洪水により遺跡の

主体が埋没したという広島県福山市草戸千軒町遺

跡では、挽臼と種称された穀臼は、花岡岩製が多

く、大きさは35cm を越える渡来形の最古形の例も

ある中で、 30cm弱の直径が主体を占めている。そ

のため箱田石坂家の穀臼例は、中世の上野地域例

より大きく、さらに草戸干軒町遺跡より、さらに

大きいことが言えそうである。石材との関係のう

えでは、直径は石素材と反比例の関係にあるの

か、直径に地域差があるのか明瞭でないが、石坂

家の石臼類は示唆に富み、その存在の意義は、大

としうるであろう。

くるま川の記録・報告は、水車に利用した滝川

から分岐させた形のみの表現と扱いになってし

まったが、九州地方に戦国時代末期にもたらされ

た水車技術が、どのように上野地域内に展開して

いったのかと想像を巡らす時に、周辺県および県

内での資料は少なく、今後、例証を増加させての

検討が要であろう。

7. 箱田古市前 I 遺跡 1 号溝の延長は II 遺跡の溝56

と推定され、理由は、両溝の当初の機能時は、ほ

ぽ 8 世紀であること、規模が荘大で発掘された個

所は、直線的に構築されている。両溝の機能目的

は、用水路としての推定を、一方で土地区画で



あったと推測される。その推定・推測は、上野国

府に近接地という立地から、どのように係わって

いたのかを次に見たい。

上野国府の所在地は、吉田東伍『大日本地名辞

書』「坂東・第六巻、国府址」 1912は、「前略、長

尾氏の遺墟と為すもの、後略」と説明し、現在の

元総社町蒼海城付近をあて、その後、松島榮治「古

代上野の都を探る」発表要旨1972 において具体的

な位置を、 1974年には金坂清則「上野国府とその

付近の東山道、および群馬、佐位駅について」

『歴史地理学紀要 16』に、庁城八町案が示され

た。しかし、金坂の説は、松島説のを約430m 東

に寄る形で示されたが、 1981年に川原嘉久治「推

定上野国府跡地覚え書き試み l 」『鳥羽遺跡月報

16』の綿密な遺物採集と聞き取り調査によって
ちょうや はつちょう おくら

長谷一庁屋か、八丁一方八町を示唆か、小倉一

御倉かなどの俗称地名、遺物類は、瓦類の散布が

松島の説の範囲を中心にしてあることなどから、

八町域中の四至に接近して瓦丑建物が多く存在

し、内部は瓦の散布が少ないという結果が示され
かん

た。具体的な発掘による手がかりは、 1982年『閑
せんとい

泉樋遺跡』（前橋市教育委員会）で、北辺大溝の
一端と目される遺構が、元総社寺田遺跡では、

「国厨」 ・ 「曹司」の墨書土器の発見、東辺は自

然地形に影響されたらしいこと（目下、（財）群馬

県埋蔵文化財調査事業団で整理中、既刊に『元総

社寺田遺跡 I 』 1933) が序々に明らかにされてい

る。そうした成果を川原嘉久治が「上野国府の古

瓦」『上州文化No.45』 1991 にまとめている。第

148図の上野国府跡は、それを参考にした。同図

は、 8 世紀前半前後から 9 世紀頃に機能していた

律令制に関わるとみられる大規模遺構の土地区画

や方向性を示すために綱集・作成した図である。

図中の凡例・例言については、図中の各遺跡は

前橋・高崎市・群馬町都市計画図 1 : 2500 に置き

直し、公共座標を用いて測定しての数字を主に用

いた。さらに地理院前橋 1 : 25000 に合成した。

図中の解説補足点は、まず上野国府域は、機能

箱田古市前 1I 遺跡のまとめ

の盛衰によって時代とともに変異している可能性

があるが、川原の推定は初期に近い形が意識され

ているが『群馬県史通史編 2 、原始古代 2 』「律

令体制の展開と上野国」 1991で示めされた元総社

明神遺跡での上幅 7m 、深さ1. 2m で南北400m 以

上に延びる大溝（『元総社明神遺跡 I 』『元総社明

神遺跡 II 』 • 『元総社明神遺跡 III • N』（前橋市

教育委員会） 1983 • 1984 • 1986) は、溝形態が開

放的で10世紀以降も機能していた可能性が感じら

れ、先に明らかにされた閑泉樋遺跡大溝の上幅約

5m、深さ1. 2m 前後とは溝形態、時期差がある

と考えられるため除外して考えたい。閑泉樋遺跡

大溝は、横断面が逆台形状を呈し、寺院や官衛遺

跡の外縁溝と類似の形状にある。上野国分寺につ

いては、『史跡上野国分寺』（群馬県教育委員会）

1988に南縁築垣跡の方向性は、座標北に置き直し

した場合N3゜50' の走行という。上野国分尼寺跡

は『上野国分尼寺・上野国二寺中間地域』（（財）

群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1993 による。国府

南面の古道については、古くから存在が知られ、

道筋の一部は高崎市日高町付近で発掘され、平安

時代末期の浅間山 B軽石降下以前に存在していた

ものの十40.5km以南の図中細線破線以南では発見

されなかった（『日高遺跡 II 』 • 『日高遺跡w』

（高崎市教育委員会） 1980 • 1982) 。おそらくは、
すぐろ

曲る個所に村主神社の旧社地が存在していたた
め、西方に迂回する現道が相当すると考えられる

とともに、この道跡が、 8 世紀前半頃まで遡りう

るかは疑問を感ずるため、諸遺跡大溝間相互を基

に距離比較する必要性を思うのである。

第148図を作成した結果、 108~109m を単位と

する坪方格を意識して算出すると、箱田古市前 I

遺跡 1 号溝および同 II 遺跡溝56 と上野国府南面の

道まで約12.5町、日尚遺跡154号溝と同道まで約

3.7町、新保遺跡 D 5 号溝より同道まで3.05 町、

同前遺跡東側大溝より同道まで5.27町と算出でき

るが、割り切れが良くない。そのことは、一つに

は、算出規線を上野国府南面の道に求めることの
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第148図 周辺遺跡大溝遺構と周辺枢要遺跡

可否があるが、それよりも先ず、 10世紀に先行の

大溝の発見に努めなければならないであろう。本

図の作成は、新保遺跡皿の整理時点を入れ 2 回目

の作業であったが、気になる点は大溝の方向性

が、各遺跡で微妙に異なることであった。続いて、

そのことを考えたい。今回の箱田古市前 I 遺跡 1

号溝と同 II 遺跡溝56 とは、同一の溝と考えられる

が、調査部分は直線的であっても双方を図上で結

ぶと現在のJ A前橋東支所倉廊のあたりで若干の

蛇行を呈することになる。そのことは、現代の滝

川用水を見ても、避けることのできなそうな低台

地では、縦断し、避けられそうな低台地際では、

若干の蛇行状態を呈し、全体的には南北走してい

る。その状態を思えば、榛名山裾部の勾配におい

ては、ある程度、地形の則しての開さくが必要で

あったのではないだろうか。かつて日高遺跡の調

査所見（前出 1982) で、平安末期水田が、前代 (154

134 

号溝は、 9 世紀最末期に推定人為埋没され、その

後の浅間山 B軽石下水田は、 10世紀のある段階以

降に新たに設けられた水田から出発しての継続と

考えられた。）が直前代の水田を踏襲しているこ

とにより水路と水田面との関係が低落差の潅漑で

あり、新たに水田を開墾または大改良し、水路を

必要とする場合の水田面と水路基面との関係は、

高落差の潅漑で、相当な水量を必要とすることを

触れておいた。そのことは同遺跡の弥生水田の当

初が深目の水路を築き、やがては浅い水路に変化

したことや現代の群馬県の土地改良事業か、短期

工事・改良水田に伴う漏水・土地勾配などから高

落差の潅漑に施工されていることなどからも明ら

かである。仮に当初の条里制水田が施工された場

合、上野国府周辺での勾配がある程度あり低台地

が塁々と存在する場所では、新規に直線的な大型

水路として設けることは困難で、地形に沿い、全

体的に直線的になる程度の施工となることが考え

られ、導水量も大量の水を必要とし、水田面と溝

との関係も高落差の潅漑であったであろうと想起

される。なお日高遺跡跡154号溝の所見から、同

溝は 8 世紀頃に初期の潅漑水路としての機能があ

り、 9 世紀末期に人為埋没され、北南に直線的に

大型溝として施工された状況からは、大量の労働

力と高い計画性を必要とするため、公が背景と

なった土地制度に係わる条里制の事業の一端であ

ろうと推定した箪者の基本的な考え方に今回も変

更はない。

現在の滝川用水の走行は、第148図で見るよう

に遺跡地より南方約 1 km までやや直線的に続いて

おり、その間は、おそらく、この古代の大溝の埋

没跡地を利用して滝川用水の開さくが行われたの

ではないだろうか。一つの問題の提起にしておき

たい。
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遺跡全景（北から）
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5 号住居（南から

5 号住居（南から） 張り出し部セクション

カマド（西から） カマド（西から



写真図版10

‘` 
令
rヽ

ヽ・ 、；』 ＇→ヽで7でな心n.t窯｀｀ぷ
1 号ピット（南から）

4 号土坑（西から）

1 号サク状遺構検出状況（北から）

1 号ピット（南から）

4 号土坑セクション（南から）

1 号サク状遺構（北から）

1 号サク状遺構（北から）



写真図版11
ヽ

ヽ

.. 

.. 
ヽ

、．.. :ふf.\9: • 
,•. 
、・

ベJク, . 
ヽ

~\?..~ 
、` •'\,ゞ~”也．～」

‘‘‘、':.‘、`·,.. <',、.,'`
9 ̂  J_. 

‘,.、?,\, •'¢、 9、
`)¥  

` ; J、 9: 1.¥ 
,,,,.  
わ‘‘
I 

•.、

.J'i 

喜
、
．
ゾ
（

·
9
,
9喝
滋
·
·

ー
、
ゞ

`•• ，
江
ロ
・

V
4
‘ヽ

↓
／
よ
8
‘

`
•
ー
ャ
・

9
5
,
'

い
り
＼
ふ
｀
J
｀

、
収
ゞ
心
·
'
.
`
\
‘
J
と
ゞ
、
＼
ゃ
ふ
．
．
．
．

.. ,."‘J

L`~\ 

‘
.
,
'
‘
ヽ
．
喘
h
‘
•
も
し
｀
ー
、

`
〗
'
、
J
'
[
ー
•
へ
ぃ
＞
小
↓
・
・

9、

.
f
、
＼
払
J
ざ
．
．
，
t
＂
,
y
‘
．
泊
ゞ
し
，
．

ぶ

'
.
9
.
r
り
~
｀

＇
·
ヽ
渾
℃
因
し
5
&
‘
9
．
喜
‘
守
，
況
｀
“
，

`
f
t
i
、
\
、
い
し
ヽ
繋
賢
，
＇

¥r
f
`
 .
 

.
 
f
 

`
‘
’
知
｀

心
‘
,
.
i
、
'
ヽ
、

'‘ 
‘`• 

社
・
”
·
屯

f
`
丈
．

ヽ
マ
9

.
,
.
、、4

ふ
f
‘
`
‘

[
;
、

I

、
＾
＇
，
心
、
滋
舒
、
し
ご
，

.. 

ぶ
．
ー
・
’
・

>
]
・
｀
・
"
\
＾
ぃ
•
」
．
g
知

心
＼
心
村

ゞ

§
,
r

ゞ
§
匁
干

、
`
;
g
．
勺
汀
丸
，
索
．

，
．
、
、
口
｀
ょ
嚢
げ

．
ふ
？
．
ヽ

L
’
,
`
.J
‘
、

ャ
ぐ
や
、
や
，
い
い

.. 

. 
、
よ
ぃ
．
‘
t
.
1
.
‘
.
`
`
、

3
~
賃.. 

.
5
ら
＇

r

.,)•\"p 

.. 

C
9
.
L
 .. 

.
 
-
‘
ぃ

.. 

ぷ
‘
｀
ふ
：
｀
竺
．
．
、`
‘

.

.

.

.
 .
 

、

"
•
V

... 

.
 

t
.
J
,
 
.
.
 

.. i
 
.. r
、
、
,

ー
ヽ
｀
ぺ

.
f
ヽ
・i
 

ヽ
ヘ
く
・

9
/
`
9
9
.
,
,
.
1
 

.. 

... 

暴

.
f
 

‘
。
`

'
&
`
v
i
i
ぃ
．
，
‘

し

.. ` `‘ 
•Z ‘, 

, 
(. ` 

. 
ヽ
・

. ふ
5

,̀ 

g•• 
‘
、
9
.

`̀
d' 

L
•-9 

< 
1 号井戸（西から）

1 号井戸礫出土状況

が
fLc

 

. 9
,、
.
疇9

、E
9
,
 

2 号井戸（東から） 2 号井戸（西から）



写真図版12

1 号道（西から）

こ‘``

、-.

F,.,:臀
』｀｀こ彎｀ 二芯·; 、

.‘ ,. 
`‘ 

’` ~`‘ 
rｷ̀  ヽｷ •.. 

...、、

--
～・

•• ` 
` 9• : 

ー、．．
ふ..

—` 

‘\• •9d 

.
f
.
f
、
L

ぶ
｀
f
．
．
9

｝
、
さ
ウ
f
.

.

 ‘ 

2
:

f
、
一

`
~
9
,

f
、

.. 
ヽ

x
.

、

`` 

ヽ

．・‘

ぞ
‘
．
ふ

ヽ

•
と

ヽ

ヽ
．

5．
ヽ
心
・
ヽ

. 
．
｀

0
．
ヽ
‘
`

,. 9 

2 号道（西から）



写真図版13

1 号溝（南から）

1 号溝（北から） 1 号溝（北から）



写真図版14

r,-

t
 .. ,”• 

J

ｷ

ｷ

ｷ

-

t

 

ヽ
、
ヽ
‘
、
9
.
,f
.
1
9
ヽ
・
A
-
~
9
9イ

ヽ

~
9
,
,
5
‘

9

^

9

 

.

.

.

.

 

L~’~.. 
•

VP 

べ
、

L

r

 

ｷ
ｷ
{
 

1 号溝（南から） 1 号溝セクション

` ' ‘、`
ヽ

9
`
r
ハ
｀
．
、

，

9

．
ヽ
｀
9
．
`

ヽ

ヽ

r
ヽ
．

、
、‘

.
[
、

2 号溝（南から）



写真図版15

2 号溝（北から）

2 号溝部分（南から） 2 号溝部分（南から）

ぶと 9—`^ 
遺物出土状況 礫出土状況（西から）



坪こ

'.:-. / 
... 

. --..r, C.  -ｷ •.'Cり·.

9.-<. 9,_ｷ,;, •ー／

ここー、ジ（‘
ふ•—．ア、．．● : •9 9 / ,  

ク→ぇ、一；；；，、ク：'.
•-9ゴ←る←
•ノ・．．



写真図版17

4 号溝セクション（東から）
,} 

4 号溝礫出土状況

馳
5 号溝（西から）

ふ社広げ
', 

、／’―

6 号溝（旧河道？） 6 号溝（南から）

ゞ‘
・．ヽ•

”ヽ｀ ` ~ヽ｀｀｀ヘュ，人・｀

~ぐ ` ‘‘ しヽ 、 ぺしゞ ` ヽ 、•\~ .. `~ • . ¥ 
ヽ＇ ‘·9ぶょ士tヽ：： ］、こ応｀；一→ ~●ヽ ~ `’ 、 9

~”‘`'、
』

’‘ t色： 5 り~，•
‘ ，がへ•；し、し4恥＼、

．．、；;，賓·•一ヽ，` .' 、9
•.—ヽ＇ 3.二＼‘｛’• 9,, : 

-,.c 、·•-··、.

r 
: 

8 号溝（西から） 8 号溝（西から）



写真図版18
ダーょ：•..9

, 9 i,•, 

'. 
ンc ` 9 ベ
’’‘ ,,  

.• ... , 

.

.
 

3..’ 

... 

., 

. 

... 
.

t

 

.

.

.

.

.

 

.
 

·
”
、

9
9
.

••, 

.

.
 

9
 .

 

.
 r' 

.

.

.
3

ヽ

L
ヽ
＇
b

5
 .

.

 

、
“
?

r
 

.

.
,
J
、

.
9
.

9
0
.
,
]

i

}

.

9

.

9

 

．
．
．
み

. 

.. 
, 

t
,
.
”
今
．
ヽ

9

，
し
ダ
内0
.
.
.
‘
.

j
.
'

立
ぅ
・
ー
、
・
9
.
9

，
ゃ.. 

，
＇
ヽ
、
，

ケ
'
,
.
,
.
.
.
i
-
.
.
.
,
/
/
.

り
、
4
.
.
'
‘

q

忍
9

.. 9

、

"
.
I

洗
汐
．
i
，
'
¢
.
.
.
.
、

ヽ
·
り
，
‘

ゲ
．
劣
ヽ
し
が
．
し
‘
，
息

' 
. ,

9
i
,
’
じ

’
ヽ
｀
了／
ヽ
．

·.J 

... 
‘
、
-
y
、

' 

9

-

;

'

 

ヽ

9

"

 

,’ 
9

9

 

ャ
・,.“ 

•9.K 

、
．

f、

• :9’/'. 9 ;'. 

9 、9

,---

,.  
鼻

ヽ' ・
’

~
ー““ 

·
て

8
8

8 号溝セクション（西から）

9 号溝（東から）

ざ
4し

督こ
•・一皇□疇＇•... f, 9 

yし之 9 ，や＇

；玲:·汽；ーヤ～ー｀：．·豆．：．
~ ～・、

←ク，、ダ‘｀｛ぢ～、＾......．、タ

9 号溝セクション（東から）
漏

, 

"·、；
“ー・っ、

10号溝（東から） 10号溝セクション（東から）



写真図版19

18号溝（西から） 19号溝（北から

排水遺構（南から）

排水遺構（南から） 排水遺構（南から）



`` ｀メ｀

排水遺構（西から）

排水遺構ピット列

写真図版20

排水遺構（西から）

排水遺構ピット列検出状況（北から）

排水遺構ピット列



写真図版21

排水遺構杭検出状況（南から）

一ヘー零紐紐贅遥逼翼船ょふ：’‘·~

2 号サク状遺構（南から）

如

II 面水田跡

、と・ダな ー·’、さミ．ヽ· ·しゞ· -

、一，文》、 `‘'` ・ペ葵万唸3,,.,_ょ＿.-; ｷ,ｷ ヽ• .. ' 、ゴヽ ~ 
‘., • ·‘,.. 9. 、▲

` •.—ヽ．．、，ヽ'’

.、;... y‘` •ミぇ_T'苫
｀．、こ••; ~`'ゞ

、·ヽ
9ァ'`‘`

そ．．

~.. 
,,・｀‘：: ̂ ,..'..,ｷ;/ 

’`’c .'" 
• • 9. •‘` ` •；・~令·

．ぷ｀．．、一
・、~ ~`} 

.,,ｷ. 

~9, 3‘‘ 

排水遺構杭検出状況（西から）

———‘‘~~ ,....... --
--..... Z へ

、・←ヽ•ふ~i

2 号サク状遺構（西から）



写真図版22

II 面水田跡検出状況 II 面水田跡検出状況
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5 住 20図1

4 住 18図1
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2 溝 34図8

2 溝 34図7

2 溝 34図9

2 溝 34図10
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排水遺構 45図l I 面遺構外 46図1
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排水遺構 45図2

I 面遺構外
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l 面遺構外 46図7

自然流跨 54図l
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平成 5 年度調査トレンチ調査時遠景 北北東→ 同年調査上面の調査遠景 北北東→

同上平面状況 下方が北側 伺上平面状況 下方が北側
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X-24 ライントレンチ 南→

同上と築堤跡上面 南南東→ 築堤跡上面 北→

X-25以南の調査状況 北北西→



住居跡 l 近景 北→

住居跡 3 • 23床面～掘方間の状況 西→

...... 
瓢—

住居跡 3 の調査状況 南→

住居跡 5 • 6 • 19 • 24掘方の状況 西→
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住居跡 1 • 2 • 22掘方の状況 西→

住居跡23掘方の状況 西→

住居跡 4 床面～掘方の状況 南→

住居跡 7 掘方の状況 西→
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住居跡 8 西→ 住居跡 9 床面～掘方間の状況 西→

住居跡 9 掘方の状況 西→ 同左寵跡の調査状況 西→

住居跡10 • 11床面～掘方間の状況 西→ 住居跡10 • 11掘方 西→

同上寵跡の調査状況 西→ 住居跡12 • 13 ・ 18床面～掘方間の状況西→
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住居跡12寵跡調査状況 西→ 住居跡14 • 15 • 16床面～掘方間の状況西→

住居跡14 • 15 • 16掘方 西→ 住居跡14寵跡調査状況 西→

住居跡17床面～掘方間の状況 西→ 住居跡20床面～掘方間の状況 西→

；ダ四疇、サJ鼻"か、なら電

住居跡20掘方 西→ 住居跡21寵跡調査状況 西→
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ダ 4 

掘立柱建物跡 1

掘立柱建物跡 2

i 

柱穴、土城25土層

溝跡18 と住居跡 7

北→ 同左柱穴、土城16土層 南→

西→ 掘立柱建物跡 2 南→

南→ 土城41礫の出土状態 東→

西→ 溝跡18土層、 B 断面 西→
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X-40Y 8 拡張区、溝跡57 北→ 溝跡52近景 西→

溝跡53近景 東→

溝跡47土層近景 南→

X-40Y 8 拡張区 西→ 同左東壁土層 西→
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溝跡56調査状況 北北西→

溝跡56上層断面 南→ 溝跡56東立上の状況 南南西→

くるま川からの分流状況 西→ 石坂家堰門 西→
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同左正面 南→

旧東村農協堰門施設 下方が南 同左くるま川堰門 南→

石坂家前庭 北西→ 同家石臼群 南東→

同家石臼群 北西→ 同家石臼群 西→
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内匠日向周蠅遺鵬・下富漏寺山遺鵬・下富漏欝田遺鵬 正鼠義

頁 行 鼠 正

例言 6 暢告書作賦楓当看の最後に以下を遍篇

木暑実瀾鈴木篇欅枝、富●真●子、五十嵐由美子、

小濾縁、伊東博子
87頁 鯛察襄No ●● 3殷目の 5 を 3 にする

87頁 ●察義法量●の 1 段目と 3殷目を入れ讐える

179頁 3 行 1 贖 1 点、＂躙878点、 1欝 1 点、 9欝678点、

190頁 6 行 ＂蠣43点、 ＇欝43点、
193頁 13行 ＂躙45点、 9欝45点、

196頁 6 行 西畳鵬のP7 と P8の 西畳麗のP6 と P7 の

196頁 23行 ＂瓢195点、 ＂欝195点、

204頁 19行 ＂贖492点、 9欝492点、

210)( 17行 9蠣57点、 9孵57点、

215頁 4 行 9贖700点、 9孵700点、

224頁 11行 ＂贖270点、 9欝270点、

314頁 35行 丘慶上に旱鑽胃機 早爛胃懺

図厩 1 上段 遺鵬遣景（東上空から） 遺鵬遍景（西上空から）
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